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プロローグ　君と出会えて









　部屋のベッドに裸のエルフがいる。

　金色の長い髪に蒼く凜とした瞳。

　ピンと立った耳に、陶器のように透明で美しい白い肌。

　まるでファンタジー要素の入ったギャルゲーか何かのようだが現実だ。

　これもすべては三年と少し前。

　大地震の日に遡さかのぼる。

　時刻は二十二時を過ぎた頃。

　突然の揺れが自分の暮らしているマンションを襲った。

　揺れが収まると同時に慌ててテレビをつけると、震源と震度の速報が表示された。

　震源は自分が暮らす街。震度は六強。

　直下型の大地震である。

　幸いなことに家具が転倒したり、食器が落下して割れたりするという被害はなかった。数冊、本棚から書物が落下して、数個フィギュアが倒れたくらいだ。

　どうやら他の家も同じようで、古い建物などにヒビは入ったが全壊半壊は今のところ報告がないようだ。テレビがそう告げている。人的被害も出ていない。

　きっとそのニュースを見ていた誰もが、何事もなく、すぐに日常が戻ってくると思っただろう。弘ひろ樹きだってそうだ。

　でも、そうはならなかった。

　それが普通の地震ではなかったからだ。

　すぐにそのことに気付いたのは、気象庁地震課の職員たちだった。

　何かが震源地で起きたということ以外、地震のメカニズムがすぐには判定できなかったからだ。これは普通の地震じゃないと判断し、即時、現地近くにいる職員に情報の収集を指示した。

　それと、ほぼ同時のこと。

　地震の瞬間の映像を集めていた公共放送局の担当者が、あることに気付いていた。

　揺れが発生する直前、震源地近くの定点カメラが、激しい光によって、真っ白になったのだ。

　それは震源と思われる森の中から空に向けて立った、一本の光の柱によるものだった。

　今でもその柱はカメラにしっかりと写っていて、白い光を放ち続けている。

　もちろんその柱のことは、震源近くの住民たちも気付いていた。

　地震をやり過ごそうとしゃがみこんだあと顔を上げた一人の男は、いきなり現れた光の柱を見て、呆然とした表情で呟いた。

「なんだ、あれ……？」

　その柱がこの世界ともう一つの世界──異世界と呼ばれる世界を繋ぐ扉であるとわかったのは、日が変わってからのことである。

　なぜ巨大柱が大地震と共に現れたのかはわからない。

　わかることといえばそれが日本だけではなく、ほぼ同時刻に世界各地──十三カ所で大地震が起き、同じように巨大柱が現れたということだけだ。

　そして、それぞれのゲートの先には地球とはまったく違う生態系を持つ世界があり、そこでは地球人類とは少し違った姿形をした知的生命体が暮らしている。

　エルフやドワーフ、獣娘、妖精など、まるでファンタジー小説やゲームに登場するような種族たちだ。まるでゲートの向こうに行った者が過去に物語をつくったのではないかと思われるほどに、それそのものの姿だった。

　その者たちを、地球人類は亜人と名付けた。

　今、地球人類が把握できていることは、すべてのゲートの先の世界が同じ世界であること。そして、どのゲートの先の文明も、地球人類よりもかなり劣っているということくらいだ。発展しているところでも、産業革命以前までも達しておらず、十世紀程度の技術レベルなのである。

　……とはいえ、その世界には人類の世界とは違って魔法が存在する。

　よって文明が劣っていても、一部では地球人類を超越しているところもあった。

　そのような亜人たちとどのように付き合っていくのか。

　当然ながら、地球人類は対策を採らなければならなくなった。

　現状、亜人たちが、地球人類を滅ぼそうだとか、乗っ取ろうだとか、そのようなことをする様子は見せていない。

　ただ、ゲートの向こうには亜人はもちろんのこと、人類にも敵意を表す生物もいるし、未知のウイルスなど、危険もたくさんある。

　そもそもゲートの向こう側の異世界は、いったいどこであるのか。

　遙か遠宇宙にあるどこかの惑星なのか。

　それとも、今地球がある宇宙とは本当に違う場所に存在する何かなのかも、ゲートが開いて三年が経過しても、まだわからない。

　ゲートが開いた理由もわからない。

　交流できている異世界側の亜人も、その理由はわからないらしい。

　とはいえ、地球の人口は飽和状態。

　宇宙進出も考えられている中での出来事である。

　最初にゲートが出現した日本は、人口に関しては減少傾向だったとはいえ小さな島国だ。広大な土地と、豊富な資源のある異世界の大地は魅力的なものである。

　国民が高齢化している状態でのさらなる経済発展を考えると、移民だって必要不可欠なものだ。よって日本は、異世界で暮らす亜人たちと、友好関係を築くことを第一に動きはじめた。

　その政策のうちの一つとして知能の高いエルフ族の数名を日本国に招聘し、国内で教育するというプランが立ち上げられたのである。

　留学しに来たエルフたちに知識を与えることで、異世界側の発展と、日本という国への理解と信頼を深めようとするものだ。

　最初は男女合わせて二十名を予定していたのだが、寮の敷地の問題や、人員の確保の問題──それに男子は村を護ったり、狩りをしたりという仕事がある。

　なので、とりあえずは十のエルフの村からそれぞれ二人ずつ──合わせて二十名のエルフの少女たちが日本にやってきて、その文化や、知識などを学ぶことになったのだ。

　事前学習に半年かけて日本の言葉を覚え、エルフたちは日本にやってきた。

　そしてゲート近くにある潰れた旅館を改装した寮で生活をし、その側にある寮と同じく改装された廃校舎で、日本の学生のような制服を着用して、授業を受けはじめたのである。

　しかし日本にやってきたエルフたちと、前任の中年教師の関係がうまくいかなかった。そこで、弘樹にお鉢が回ってきたというわけだ。

　なぜ弘樹なのかといえば、その理由は単純明快なものだった。

『弘樹、アンタ、ゲームとか好きだったわよね』

　いきなり親戚の朝あさ子こからスマホに電話が掛かってきたかと思えば、そう切り出されたからだ。

「急にどうしたんだよ、朝子姉……？」

　その質問に朝子は答えず、続けて訊ねてくる。

『弘樹はわたしの仕事、知ってる？』

「国家公務員をやってるって聞いてるけど。外務省でしょ」

『その通り！　でも、そこまでしか知らないのか』

「大学を卒業してからは、父さんや母さんともあまり連絡してないし……」

　そもそも自分はフリーターである。

　外務省職員とフリーター。

　その差は考えるまでもなく歴然だ。

　八歳も年上とはいえ、優秀な親戚のことなんて耳を塞ぎたくなる話。

　その仕事の話なんて聞きたいものではないし、連絡をしていたとしても、そのような話をするわけがない。

『実は姉さんね、今は、亜人担当──異種族交流推進管理本部勤務なの。いわば、異世界の住民と接する仕事をしているってわけなのよ』

「それって、ゲートの向こうに行ったりしてるってこと？」

『ええ、行くこともあるわ。っていうか、ちょっと前まで行ってたわよ。でも、三カ月前に戻ってきて、しばらくこっちで仕事をするってわけ。でもって、そこで相談なんだけど、弘樹はエルフたちの先生、やる気ある？』

「へ？」

　いきなりの提案に、理解が追いつかなかった。

「先生って、どういう……」

『ちょうど今、わたしはゲート付近出張所に勤務しているのよ。それでおじさんとおばさんに聞いたら、あなたも側に住んでいるみたいだし、今、まともに仕事してないみたいだし、ちょうどいいかなって思ってさ』

「いやでも、どうして俺なの？」

『先生の人選で悩んでいる最中に、ふと、弘樹の部屋にいった時のことを、思い出したのよ。部屋にエルフのポスターを貼ってたでしょ。確か弘樹、エルフが好きなのよね？』

「いや、まあ……」

　弘樹は壁のポスターに視線を向ける。

　今は一人暮らしなので家は違えど、そのポスターはまだ貼っていた。

　とあるファンタジーゲームの、森の中で手に弓を持った、凜々しいエルフのポスターである。二次元とはいえ、弘樹の初恋の人でもあった。

　それだけではない。

　部屋の中には、エルフを主役にした漫画やライトノベル、フィギュアなどもたくさん並んでいる。

　それから朝子は、前の中年男子教師がエルフたちとうまくやれず、喧嘩別れに終わってしまったことなどを弘樹に告げていった。

「ええと……つまる話、エルフに理解がある俺が、教師をやるのがちょうどいいってことなのか？」

『そういうこと。あなた、昔、家庭教師をしていたこともあるでしょ？』

「大学時代に、アルバイトだけど……」

『だったら、何も問題なし。完璧な人選ってことで、押し通させてもらうわ。一から人格とか見て選ぶのも面倒くさいし、そんな時間も実はなくてね』

　なにやら今は代わりにゲート付近にある異種族交流推進管理本部の出張所に勤めている者たちが、代わる代わる教えに行っているという。朝子もその一人のようだ。

　今のところうまくいっているが、この状態を続けると、朝子たちの他の仕事が遅れてしまう。内部の人員だけでは、そろそろ限界がきているらしい。

『だからといって、引退したおじさんやおばさんだと、前と同じようなことにもなりかねないし、あなたくらいの若い子の方が、うまくやれるんじゃないかって思うのよ。あ、もちろん生徒エルフたちに手を出したらだめよ』

「そ、そんなことわかってるって！」

『まあ、あなたにそんなことができるとは思っていないけれどね。だって、まだ童貞なんでしょ？　彼女もいたことがないって、おばさんから聞いて──』

「そんなことどうでもいいだろ！」

『ごめんごめん。それも含めて、わたしがいいなって思えた人材が、今のところあなたくらいしかいないの。無茶も言えるし、安くも使えるし。なにより、近くでその姿を見てるのが面白いし』

「実は、最後のが本音なんじゃ……」

『あはは、冗談よ。それで、どうなの？　やってくれる？』

　ちょうどムチャクチャなシフトをふられて、前のアルバイトをやめたところだったし、今は何もやってないのでありがたい申し出ではある。

　それに亜人がこちら側の世界にやってくることになって三年と少し──。

　数人の亜人を街中で見たことがあるとはいえ、直接、エルフを見たことはまだなかった。テレビなどのブラウン管を通して見たことがあるくらいだ。

　そのエルフをこの目で見られる上に、年頃のエルフの少女たちと交流できるなんて。

　しかも教えるのは、中学生レベルの学問と、こちらの世界についての知識が大半で、難しいことは何もない。

　しかも期間は残る二カ月半程度のものだ。

「わかった、やるよ」

　覚悟を決めて弘樹は言った。

『やったわ！　それじゃ、明日からいきなりよろしくお願いできるかしら。詳細はこれから説明するから、異種族交流推進管理本部の、ゲート付近出張所まで来てくれない？』

　こうして弘樹は、エルフたちの教師をすることになったのだった。




　──生徒エルフたちに手を出したら駄目だ。

　朝子にはそう言われていたし、もちろん、そんなこともわかっていた。

　なにせ、自分は教師なのだ。

　生徒に手を出すのなんて御法度だろう。

　それにそもそも、自分が出せるとも思ってなかった。

　朝子の言う通り、それまで人間の恋人だっていなかったのだ。

　でも、いろいろと偶然が重なって、弘樹は一人のエルフの少女──ララノア＝オリハ＝アレグラス＝エルゼミアと、恋仲になったのだった。




「弘樹、何をぼーっとしているのだ？」

　自室のベッドの上で裸で絡み合い、愛を確かめ合ったあとのこと。

　そのままベッドの上で寝転がっていると、ララノアが顔を向けて訊ねてきた。

「はじめてララノアと会った日のことを思い出していたんだ」

　ララノアの方を見て、その綺麗な、金色の髪を撫でながら弘樹は答える。

「はじめて、弘樹と会った日のこと？　学校での、教室でのことか？」

「ああ──」

　弘樹はその日のことを思い出していく。




　ちょうど一カ月前。

　はじめて教壇の上に立った日。




　二人がはじめて顔を合わせた、運命の日のことを──。
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第一章　新任教師と恋するエルフ









「今日からこのクラスの担任をする小こば林やし弘樹だ」

　目の前に座っている二十名の制服姿の女学生たちを見て、弘樹はごくりと唾を嚥下した。白い肌に尖った耳。そして、美しいブロンドの髪。

　彼女たちは異世界に存在する、いくつかのエルフの村から集められた、年頃の若いエルフたちである。

　エルフ好きの弘樹にとっては垂涎。夢のような光景だ。

　思わずにやけてしまいそうにもなる。

　だが、それを悟られるわけにはいかない。

　今、弘樹はエルフの少女たちに品定めをされるような視線を向けられているからだ。その中には、敵意剥き出しの視線を向けている者たちもいる。

　理由は、弘樹がこの場所に立っていることにも繋がるものだ。

　彼女たちが地球人類が暮らすこちらの世界に留学してきたのは、ほんの二週間前のこと。

　ゲート近くにはちょうど廃校舎と潰れた旅館があり、それを改装したものが、彼女たちの学び舎や寮となっている。

　そこでエルフたちはこの世界のことや、日本のことを教わるようになったのだ。

　しかし、すぐに問題が起きてしまった。

　彼女たちを指導するために雇われていた中年教師が、エルフたちを自分よりも格下の存在──田舎者であるように扱ったのである。

　結果、プライドの高いエルフたちは反感を覚え、両者の間には大きな溝ができてしまい、まともに授業を進行することが不可能になってしまった。

　そんなエルフたちに無理矢理言うことを聞かそうと、その中年教師はとある道具を使った。

　エルフたちをはじめ、ゲートの向こう側の住民──亜人の魔力を一時的に弱体化させて、《束縛レフト》することができるもので、異世界の魔法に対抗して、地球人類が科学で生み出したものである。

　その能力を使った上で、中年教師は、自分に反抗する態度を見せたエルフの頬を、平手で打ったのだ。

　それで、中年教師とエルフの仲は、完全に決裂してしまった。

　その時に使った魔道具こそが、今、弘樹の右手の人差し指にはめられている指輪だ。

　もちろん少女たちはすでにその存在に気付いている。

　若い男が出てきたが、どうせ前の中年教師と同じように、わたしたちを田舎者だとバカにするはずだ。そして、その指輪を使って、また暴力を振るうのだろう。

　そんな風に訝しむような視線を、弘樹は少女たちから受け続けていた。

　とても空気が悪いが、それは弘樹の想定していた通りでもある。

　だからこそ、それを利用して信用を勝ち取ろうというのが、弘樹の考えだった。

「俺は前の教師とは違う──なんて、口で言っても信じられないと思う。だから──」

　弘樹が右手の人差し指につけていた指輪を外したのを見て、エルフたちは驚きを見せた。中には声をあげる者もいたくらいだ。

「これは、お前たちのリーダーに預ける。それで信じてくれるか？」

　そう言って弘樹は教壇の上に指輪を置いた。

　何かあった時の唯一の攻撃手段であり防御手段すらも失うことには、もちろん恐怖感があった。

　しかし、それくらいしないと、生徒たちといい関係性を築けない。前の中年教師のせいで凍った生徒たちの心を溶かせないと考えての行動だ。

「別の指輪はもちろん、似たようなものも持ってない。調べたければ、調べてもらっても構わない。それで、お前たちのリーダーは──」

　その少女に弘樹が視線を向けようとしたところだった。

「わたしだ」

　教室に響いた、凜とした声。

　その少女に弘樹が視線を向けた瞬間のこと。

　完全に、その少女に目を奪われてしまった。

（──綺麗、だな）

　写真で見た時にそう思ったけれど、実物を見てもそう思う。

　綺麗なブロンドの長い髪に、ピンと立った長い耳。

　そして、凜々しい瞳。

　弘樹の理想とするエルフそのものだ。

　声をあげて立ち上がり、弘樹の元に近付いてきたその少女の名は、ララノア＝オリハ＝アレグラス＝エルゼミア。異世界に数多くあるエルフの村。その中でも特に大きな村であり、代表格の一つであるオリハ村が、彼女の出身地だと朝子からもらった資料に書かれてあった。

　しかも彼女はそのオリハ村の礎を築いたエルフの末裔なのである。

　ララノア＝オリハ＝アレグラス＝エルゼミアの名は、『オリハ村の栄えある一族の娘ララノア』という意味らしい。

　目の前に辿り着いたララノアは、指輪に視線を向けて言った。

「本当に、わたしが預かってよいのだな？」

　そして、じっと弘樹の目を見つめてくる。

　その眼力に少し怖じ気づきながらも、弘樹は答えた。

「あ、ああ……構わない」

「それでは、預からせてもらおう」

　ララノアは机の上に置かれていた指輪を手に取って、席に戻っていった。

　弘樹はふぅ……と、小さくため息をついて、話を再開する。

「もう一度言っておくが、俺は本当に前の教師とは違う。人間としてはお前たちとそんなに年齢も変わらないし、異世界──いや、お前たちが暮らしていた世界に対する興味だってある。俺がこちらの世界のことを教えるから、お前たちは、お前たちの世界のことを俺に教えてくれ。俺から今言えるのはそれくらいだ。これから、よろしく頼む」

　そう言って、弘樹は頭を下げた。

　考えに考え抜いた結果のパフォーマンスだ。

　それでも最初は懐疑的に見られたが、どうやらその言葉自体が嘘偽りでないものであることは、時間と共にエルフたちに伝わっていったようだ。

　少しずつだが緊張は消えていき、ギスギスした空気もなくなっていった。

　そして二週間もしないうちに、エルフたちは弘樹に話し掛けてくるようになっていた。

　それは弘樹の目論見通りであり、中でも生徒たちの中のリーダーであるララノアが積極的に話し掛けてくることは、なにより弘樹にとって、嬉しいことだった。

　その容姿も性格も、弘樹好みだからだ。

　ただ、そのせいで妙に意識しすぎて、緊張してしまうこともあった。

　今だってそうだ。




「……先生殿、少しいいだろうか？」

　それは弘樹がエルフたちの教師になって、二週間ほどの時間が過ぎたある日の昼休みのことである。ララノアがいきなり教務室にやってきて、声を掛けてきたのである。

　それに驚きながらも、弘樹は訊ね返した。

「どうしたんだ？」

「一つ、教えてもらいたいことがあるんだ」

　そう言って、手に持っていた本を開くララノア。

　世界の歴史の本。

　異種族交流推進管理本部から配布された参考書だった。

「ええと、ここの読み方なのだが……」

　本を覗きこみ、指で示すララノア。

　気付けば、弘樹の顔とララノアの顔の距離が近くなっていた。

　とても綺麗な横顔が、髪の毛が触れそうなくらいの距離にある。

　そのせいで、ふんわりと甘い匂いが漂ってきた。

「あの、先生殿？」

「あ……」

　しまった、と弘樹は思う。

　ララノアのいい匂いに、完全に意識が持っていかれていた。

　不安そうな表情で、再びララノアが訊ねてくる。

「もしかして、わたしの質問の仕方がおかしいのだろうか？」

「いや、そういうわけじゃなくて、ちょっと、ぼーっとしていて……で、質問は……」

　どうやらララノアは読んでいた参考書の漢字が読めないので、聞きに来たということのようだ。

　今後、他の生徒に聞かれたときのためとのことらしい。

　本当に勉強熱心だし、マジメである。

　それも弘樹の好みそのものだった。

「ええと、これはな……」

　読み方を教える最中も、変わらず胸のドキドキは止まらなかった。




　それから数日後のこと。

　午後の授業がはじまる直前のことである。

　突然、弘樹の元に朝子から電話があった。

　生徒たちから要求のあった本や文房具が今日学校に届くはずだったが、書店のお爺さんが腰を壊してしまって、届けることができないというものだ。

　腰が治るまで数日かかりそうということで、取りに来られるならば取りに来て欲しいということらしい。

　書店の場所は近くの商店街。弘樹の家の側である。

「輸送会社を使うと時間がかかるし、放課後、取りに行ってくれるかしら？」

「それは、構わないけど」

「よかった！　ありがとう。だったら、お手伝いにララノアあたりを連れていったらどうかしら？」

「なんでララノアをっ!?」

「……？　なにその反応？　何か問題でもあるの？」

「いや、そういうわけじゃないけど、どうしてララノアなのかと思って」

「だって、あなたの好みっぽいし」

「……なっ!?」

「あはは、図星だった？」

「いきなり何を言うのかと思っただけだよ。でも、なんでララノアを連れていくって話になるんだ？」

「来週あたりに、生徒たちを商店街に連れていってもらおうと思っているの。いわゆる、実地研修ね──」

　その際にエルフがどういうものに興味を持つのかなどを、先に一人、商店街に連れていって、事前に聞いておいたほうがいいだろうというのが朝子の考えだった。

「それなら、クラスのリーダー格であるララノアさんが一番だと思っただけよ。報告書を見る限り、あなたに懐いてもいるんでしょう？」

「懐いてるって……よく質問に来てくれる、マジメな生徒ってだけだよ」

「だったら、問題ないわよね。それじゃ、決まりってことで放課後よろしく。もちろん、残業代は出すわよ♡」




　朝子からの通話が切れたあとのこと。

　弘樹はまだ昼休み中の教室に行って、ララノアを教務室に呼び出した。

　放課後、空いているかを訊ねるためだ。

　なにせ二人きり。実質デートである。

　仕事とはいえ、手伝いをして欲しいと伝える瞬間は、妙に緊張してしまった。

「もちろん問題ない。先生殿の頼みならば、もちろんその期待に応えてみせるぞ」

　それがララノアの答えだった。

　それにはほっとしたが、放課後が近付いてくるにつれて、今度はドキドキが襲ってくる。

　教室でも自然と視線がララノアの方に向いてしまう。

　こんな状態では、まともに授業なんてできない。

　午後は漢字の書き取りの実習で、講義をする形でなくてよかったと、心の底から思ったくらいだ。




　そして、ついにやってきた放課後。

　胸のドキドキは、今、最高潮に達しようとしていた。

　それは彼女──。

　ララノアが現れたことで、さらに加速していく。

　車の助手席に座ると同時に、ララノアが言った。

「こうして前の席に乗るのは初めてなんだ。なんだか、ドキドキするな」

「そっか……。まあ、はじめてなら、そうだよな……」

　むしろ自分の方が、この状況にドキドキしているのではないだろうかなんて、そんなことを思いながら、弘樹は運転席に腰を下ろした。

「ララノア、シートベルトの締め方はわかるか？」

「シートベルト？　これか？」

　そう言うララノアは、シートベルトを手に持っていた。

「うーん、どうやって締めればいいんだ？」

「それは、こうやって……」

　ララノアの方へと身体を向けて、シートベルトを締めようとした時のことだ。

　ララノアとの距離が接近したことで、緊張のあまり手が震えてしまい、Ｔ字状の金具をバックルに差すだけでも、弘樹は一苦労してしまった。

（な、なんとか乗りきれた……）

　ほっとため息をつく弘樹に、ララノアが微笑みかけてくる。

「先生殿、感謝する。わたし一人では、絶対に留めることはできなかった」

「いや、これくらいなんてことないよ」




　そう答えて、それでは出発だと弘樹はアクセルを踏み、商店街に向けて走り出した。

　弘樹はいつも家から学校まで、車で通っている。

　バスも山の麓までしかないし、車以外の交通手段がないからだ。

　車自体は朝子から借りているもので、この仕事が終わったらあげると言われていた。

　新しいものを買ったからだと言っていた。

　実家にいる頃は親の車をそれなりに運転していたし、もう二週間以上通っている、慣れた道だ。

　とはいえ、隣のララノアが気になって、なかなか運転に集中できない。

　今は、赤信号で停止中。

　窓から外の景色を見ているララノアの横顔が気になって、弘樹はチラチラとその様子を窺っていた。

　すると、ララノアが顔を向けてきたので、思わず弘樹は視線を逸らしてしまう。

「あの、先生殿？」

「ど、どうしたんだ？」

　もしかして、顔を見ていたことに気付かれたのだろうかと思ったのだが、そうではなかったようだ。

「この色は、進んでいいのではないのか？」

「あっ」

　ララノアの言う通りだ。信号が青になっている。

「悪い、ちょっと目を離してて──って……うわっ!?」

　慌てて、アクセルを踏みこみすぎてしまった。

　すぐにブレーキを踏んで速度を落とす。

「こういうことを聞くのも悪いとは思うのだが、その……もしかして先生殿は、運転が苦手なのか？」

「……ほんと、面目ない……」

　いきなり、かっこ悪いところを見せてしまった。なので、これ以上かっこ悪いところを見せるわけにはいかないと、弘樹は自分に言い聞かせる。

　その結果、ドキドキは止まらない中でも、なんとか、商店街近くのコインパーキングまで、無事に辿り着くことができた。




「……ふーっ……」

　車から下りた弘樹は、大きく深呼吸をする。

　ララノアと少し距離を取ることができたこともあって、ようやく少しドキドキが落ち着いてきた。しかしすぐに、そのドキドキは復活することになる。

　助手席から下りたララノアが、近付いてきたからだ。

「先生殿、目的地はどっちだ？」

「こっちだよ」と弘樹が先導して歩き出す。

　弘樹にとっては通い慣れた商店街だけに見慣れた風景だが、ララノアにとっては、もちろんそうではない。あれはなんだこれはなんだと、目を輝かせながら質問してくる。弘樹はそれに答えながら、目的地である書店に向かっていた。

　そんな中でのことである。

「こうして二人で歩いていると、その……なんだか、デートみたいだな」

「なっ……!?」

　弘樹自身、少しはそう思うところもあったが、ララノアからそんな言葉が発せられるとは思っていなかったので、動揺してしまった。

　顔を真っ赤にしたララノアは、慌てて誤魔化すように言葉を続けた。

「す、すまない。最近、そのような本を読んでいたせいで、つい、そんなことを考えてしまった。話を変えよう、ええと……」

　そんな本とはどのようなものだろうと、聞こうとしたのだが、そうすることはできなかった。

「先生殿は、この商店街によく来るのだろうか？」

　と、ララノアが訊ねてきたからだ。

「まあ、家が近いからな。ここから歩いて五分程度だし」

「おお、そうなのか。どういう家なんだ？　わたしたちの寮と、そんなに変わらないのか？」

「ララノアたちの寮か……」

　直接見たことはないとはいえ、八畳程度の広さの部屋であると聞いている。

　机と箪笥──。

　そして、ベッドとテレビがあるくらいの簡素な部屋だ。

「ほとんど変わらないと思うよ。アパートだし。物はだいぶ多いけれどさ」

　違うところといえば、部屋にお風呂とトイレがあるくらいだろうか。

　ララノアたちの寮は風呂とトイレは共同であると聞いている。

「一度、ぜひ見てみたいな」

　再び、弘樹は言葉に詰まってしまう。

　それは、自分の家に来たいということなのだろうか？

（……って、何を考えているんだ、俺は……）

　今の感じだと「家に来るか？」といえば、来てくれそうな感じだった。

　でもそれは自分にではなく、この世界の住民の部屋に興味があるだけなのだろう。

　そう自分に言い聞かせ、気持ちを落ち着かせていた中でのことだ。

　突然、ララノアが足を止めたのだ。

　そして、神妙な表情で、ある一点を見つめている。

（いったい、どうしたんだ？）

　疑問に思いながらも、弘樹はその場所に視線を向けた。

　そこに立っていたのは、一人の若い女だ。

「あの女が、気になるのか？」

「あ……その、だな……」

　弘樹に問いかけられて、ララノアは困ったようにこめかみを掻いた。

「一瞬、あの女がダークエルフに見えたんだ。でも、どうやら違うようだ」

　その答えを聞いて、納得した。

　ダークエルフ。

　ファンタジーゲームでいえば、褐色の肌をした、エルフの近縁種である。

　エルフと敵対する者も多いが、ララノアの反応を見る限り、どうやら異世界でも同じようだ。

　でも、ララノアが判断した通り、その女はダークエルフではない。

「ああいうのは、日本ではギャルって言ってな。元々肌が黒いんじゃなくて、そういうメイクをしているだけなんだ。ほら、手を見て見ろよ。黒いのは顔だけだろ？」

「うむ。確かにその通りだな。日本には、そういう文化があるのか。勉強になったぞ」

　果たして、それは文化なのだろうか。

　肯定していいのか迷っていると、ガングロギャルに『なんだお前ら、こっちを見てるんじゃねえぞ』という風に睨まれてしまった。

「と、とりあえず、目的地に進もうか」

　弘樹は逃げるように、ララノアの手を引いて歩き出した。

　それからすぐに、目的地の書店に到着する。

　そこで弘樹たちは、本と文具の入ったダンボール箱を受け取った。

　ダンボールは二箱──。

　弘樹が重い方の箱、ララノアが軽い方の箱を持って、車に戻っていく。

「先生殿、大丈夫か？　代わろうか？」

「いや、大丈夫だ」

　ここは男らしさを見せつけるところだ、自分で運んでみせるとララノアの提案を断って、弘樹は車へと向けて足を進めていく。

「これでよし、と」

　二つのダンボールを車になんとか乗せた頃には、弘樹の両腕は痺れていた。

（日頃、全然鍛えてないからな……）

　ララノアたちはこちらの世界に来てからも、講堂や、校庭で、運動を欠かさず続けている。

　授業のカリキュラムの中にも含まれているとはいえ、それ以外でもだ。

　今度、そこに混ぜてもらおうかと思ったくらいである。

　正直、この腕の状態では車のハンドルを握るのも一苦労だが、その前にもう一つ、弘樹はやることがあった。

「夕食の時間までまだ少しあるし、ちょっと、商店街を回っていくか」

「いいのか!?」

　とても嬉しそうに、ララノアは瞳を輝かせる。

「元々、そのつもりだったんだ。来週、午後の実習の時間に、他の生徒たちも商店街に連れてくる予定なんだ。いわゆる、課外実習だな。その予習ってことで、みんなが何に興味を持つのか、ララノアに聞いておきたいなって」

「ならば、任せておけ。先生殿の手伝いができるなら、それはわたしにとっても存外の喜びだ！」

「人通りも増えてきたし、もし、迷った場合は、スマホで連絡をしてくれ。俺の連絡先は、授業中にスマホに入れたよな？」

「うむ、入れているぞ」

　数日前、ちょうどエルフたちには支給品としてスマホが渡されていた。

　旧型の古いものだが、電話はもちろん、メールやインターネットもすることができる。

　こちらの世界で生きていくには今必要不可欠なツールということで、授業にも取り入れられていた。

「じゃあ、行こうか」




　こうして弘樹はララノアと一緒に、商店街を歩きはじめた。

　書店まで向かった時以上に、ララノアは楽しそうにしながら、これはなんだ、あれはなんだと訊ねてくる。

　それに対して、弘樹が一つ一つ答えていた中でのことである。

「やめろ！　やめるのだ！」

　いきなり、遠くから声が聞こえてきた。

　いったいなんだと思いながらその場所に近付いていくと、猫耳の少女に絡んでいる酔っぱらいの姿が目に飛びこんでくる。

「まったく、こんな時間から何をやってるんだよ……」

　まだ午後の六時を回ったばかりだというのに、いったい、何時から飲んでいたというのだろう。酔っぱらいの年齢は、五十を超えたあたりに見える。

（さて、どうしたものかな）

　一応、嘱託であれ、異種族交流推進管理本部の一員だ。

　亜人と人間のトラブルを、見過ごすわけにはいかないだろう。

　それにいいところを見せれば、さらにララノアに好意を持ってもらえるかも……なんて、そんな風に考えるところもあった。

　なので酔っぱらいを止めようと、弘樹が一歩、踏み出そうとしたところだった。

「貴様、その娘を離せ！」

「えっ……」

　気付けば、ララノアが酔っぱらいの元に向かっていた。

　それどころか、酔っぱらいの手を掴んでもいる。

（これって、まずいんじゃ……）

　そう思った通りだった。

　酔っぱらいが眉を顰めて、ララノアを睨みつけている。

「なんだ、お前は──って、その耳……エルフじゃねえか」

「そうだ、わたしはエルフだ！　同じ亜人として、その娘が困っているのを見逃せなくてな。悪いが、離してやってくれ」

「だったら、代わりに、お前のその尖った耳を触らせろよ。なんなら、げへへ……そっちでもいいぞ♡」

　酔っぱらいの視線は、ララノアの大きな二つの胸に向けられていた。

　わきわきと両手の五指を動かしながら、酔っぱらいはララノアのおっぱいに手を伸ばそうとする。

（あいつ、何をやって！）

　止めようと思ったが、先に動いたのは、またしてもララノアだった。

　ララノアは酔っぱらいの手を打ち払って、威勢よく声を荒げる。

「わたしに触れるな！　今すぐにここを立ち去れ。でなければ──」

「──っ、この糞女ッ！」

　顔を真っ赤に染めた酔っぱらいは、ララノアに殴り掛かろうとする。

　すると、ララノアは詠唱をはじめようとした。

　それを見た弘樹は、慌てて地面を蹴った。

「ララノア、やめろ！」

　弘樹の言葉を受けてハッとなり、詠唱を止めるララノア。

　そこに酔っぱらいの拳が迫っている。

　しかし、その拳がララノアにヒットすることはなかった。

　その拳は、酔っぱらいとララノアの間に飛びこんだ、弘樹の頬に直撃したからだ。

　弘樹は吹き飛ばされて、地面に倒れてしまう。

「先生殿っ！」

　叫び、ララノアは弘樹の元に駆け寄っていく。

「先生殿、どうして……」

「どんな状況であれ、お前たちがこっちの世界の住民に危害を加えたらダメだ。ここは、俺に任せろ」

　そう言って立ち上がる弘樹を酔っぱらいは睨みつける。

「……なんだ、お前は？」

「俺は、こいつの教師だ」

　答えて、弘樹はララノアをかばうようにしながら、酔っぱらいの前に立ちはだかる。

「俺の生徒に、手出しをするな！」

　そう言っている自分が少し格好いい。

　ララノアだって、絶対惚れるに違いないだろうなんて、自分に酔っている場合ではない。相手は面倒な酔っぱらいなのだ。

　それに、倒れた時に足を捻ったようでひりひりと痛んでいる。

（ここからどうすればいいんだ？）

　勢いのままに前に出てしまったが、あとのことは考えていなかった。

（もしここで俺が暴力を振るっても、それはそれで問題だよな……）

　なにせ教師なのだ。

　……とはいえ、非常事態に違いない。

　状況によっては、朝子がなんとかしてくれるのだろうか。

　なんて、考えている場合ではないのも確かだった。

　しかも、足だって痛む。

「ふざけんな！　先に手を出したのは、そっちじゃねえか！」

　そう言って殴り掛かってくる酔っぱらいの拳を、弘樹がなんとか受け止めようとしたその時、ピピピピピッと笛の音が鳴り響き「お前たち、何をしているんだ」と、二人の警官が駆け寄ってくる。

　助かった。

　さすが法治国家だと、ほっと弘樹は胸をなで下ろす。

　一部始終を見ていた人たちが周囲にたくさんいたので、その証言もあって、弘樹たちはすぐに解放されることになった。

　酔っぱらいは警察署の方で指導されるという。

　弘樹が警官に連絡先を渡して交番を出ると、先に出ていたララノアが、心配そうな表情で近付いてきた。

「先生殿、なんともないか？」

「ああ、俺たちは大丈夫だよ。このまま帰っていいって」

「違う！　そういうことを聞いているのではない！」

「え……？」

「わたしが心配しているのは、先生殿の身体のことだ……怪我はないだろうか？」

「ああ、そういうことか。それなら、ちょっと足が痛むけど、たいしたことないよ」

　笑みを見せながら弘樹は答えたが、でも、正直なところ、それは強がりだった。

　酔っぱらいに殴られ、倒れた時に捻った左足がずっとひりひり痛んでいる。

　それだけにこれ以上、商店街を回ることはできそうにない。

　なので今日のところはもう帰ろうと、弘樹が切り出そうとしたのだが、

「お前たち〜！」

　そこに駆け寄ってきたのは、酔っぱらいに絡まれていた猫娘だった。

　彼女は「助けてくれて、ありがとうなのだ！」と叫びながら、元気よく、弘樹に抱きついたのだ。

　その身体を受け止めた瞬間のこと。

「……ぐっ……！」

　足に痛みが走った弘樹は、思わずしゃがみこんでしまった。

　その姿を見て、心配そうに猫娘が声を掛けてくる。

「だ、大丈夫かにゃ!?　抱きついたらまずかったかにゃ!?」

「だ、大丈夫だよ……」

　なんとか弘樹は立ち上がって、猫娘に訊ねる。

「それより、キミも大丈夫だった？」

「……にゃ？」

「酔っぱらいに、耳を引っ張られてただろ？」

「ああ、それなら大丈夫にゃ！　本当に助けてくれて、感謝してるにゃ！」

　そう言って猫娘が弘樹の頬にちゅっとキスをしたのを見て、ララノアは目を丸くした。

「な、なななな、貴様、先生殿に、何をして──」

　ララノアは猫娘を指さして、あわあわとした態度を見せている。

「何？　ああ、今のは感謝の気持ちと、ワガハイからのお礼なのにゃ。もちろん、お主にも感謝しているにゃ！」

　続けて、猫娘はララノアの頬にもキスをする。

　その直後のことである。

　ゴーンゴーンと、辺り一面にベルの音が鳴り響いた。

　商店街の時計が夜の七時を示すものだ。

　それを聞いた猫娘は、突然、焦った様子を見せはじめる。

「はっ、まずいにゃ！　もうこんな時間なのにゃ！　早く戻らないとご主人様に怒られてしまうのにゃ！　ええと、二人の名前を教えて欲しいにゃ！」

「俺は、小林弘樹だけど」

「わたしはララノアだ」

「人間、小林コバヤシ弘ヒロ樹キと、エルフのララノアだにゃ！　わかった、覚えたにゃ！　ヒロキとララノア！　二人に助けられたとご主人様に言っておくにゃ！　ワガハイの名前はフィーニャだにゃ！　それじゃ、さらばだにゃ！」

　ぶんぶんと肉球のついた手を振ったあと、両手と両足を使って、猫娘フィーニャはその場から走り去っていった。

「ご主人様って、誰なんだろう？」

「それは、わたしにもよくわからないが……」

　二人の間に落ちる、沈黙の帳。

「ともかく、あの猫娘も無事でよかったよ。予定とはちょっと状況が変わってしまったし、そろそろ、時間も時間だし、俺たちも帰るとしようか」

「先生殿、待ってくれ」

　そう言って、車の方に向けて歩き出そうとした弘樹の手を掴んで、ララノアは言葉を続ける。

「さっき、猫娘に抱きつかれていた時に気付いたのだ。先生殿は、足を怪我しているのだろう？」

「それは……」

　図星だった。

　ララノアは森で仲間と狩りにも出ていて、リーダーを務めてもいたという。その手の怪我を見抜くのはお手のものなのだろう。

「わたしは、少しだが回復魔法が使えるんだ。わたしが勝手に出張ったせいで、先生殿が怪我をしたようなものなのだからな。ぜひ、わたしに治療させてくれ」

「いや、ここで魔法はちょっと……」

　相変わらず、商店街は多くの人が行き交っている。

　ここで魔法を使うのは目立ちすぎるだろう。

「むやみに魔法を使っていけないのはわかっている。だが、状況が状況だ。これは特例だと思って欲しい」

「とはいってもな……」

「しかし、その状態なら、車を運転するのも危険なのではないか？　だから……」

「うーん……」

　それはその通りでもある。

　……何か、いい方法はないだろうか？

　考えたところでまず思いついたのは車の中だが、最初に除外することになった。

　なにせ狭すぎるし、魔法の光が漏れて誰かに気付かれる可能性もあれば、覗かれる可能性だってあるので、できれば避けたい。

　移動すればいいかもしれないが、運転は危険だ。

　他に、どこかいい場所はないだろうか？

　そう考えている最中のことだ。

「先生殿、いいアイディアを思いついたぞ！」とララノアが声をあげた。

「先生殿の家はどうだろうか？」

「……へ？」

「さっき、ここから近いし、歩いていけると言っていただろう？　そこならば、他人に見られることもないのではないか？」

「いや、でも……それに、時間だって……」

「なに、治療自体はすぐ終わるものだ。お願いだから、わたしにお礼をさせてくれ。それに、先生殿の家も、わたしは見てみたいと言っていただろう？　これも研修みたいなものだと思ってくれ。だから、よろしく頼む」

　その提案以上のアイディアを弘樹は何も持っていなかった。

　結果、押しきられるような形でララノアと共に、自分の家へと向かうことになったのである。




☆☆☆




「ここが、先生殿の自宅なのか」

　商店街から自宅まではほんの五分ほどの距離だ。

　すぐに到着してしまったが、その間はドキドキだった。

　これまで女性が家に来たことなど一度もないし、相手は好みバッチリのエルフなのである。

　ドキドキはもちろん、家の中に案内してからも変わらない。

　自分の家──。

　八畳のワンルームにララノアがいるなんて。

「これって……」

「あ……」

　ララノアの視線が、壁に向けられる。

（マズイ！）

　状況に流されてしまった上に、考えることもたくさんあった。

　そのせいで、完全に頭から抜け落ちていた。

　自分の家の壁にはってあるポスターは、森の中で弓を持って佇んでいる、ララノアに似たエルフのものなのである。

　実家でもずっと壁に貼っていて、この家で一人暮らしをはじめてからも持ってきて貼っている、年季の入ったものだ。

「ええと、これはエルフ族のことを理解しようと思って、先生をすることになってから貼ってみたというか……！」

　慌ててそんなつくり話で誤魔化した弘樹だが、ララノアはそれを疑うことなく、受け入れてくれたようだ。

「おお、そういうことなのか。先生殿は、わたしたちのことを、しっかりと理解しようとしてくれているのだな」

　そう言って、嬉しそうに微笑んでいる。

（うぅ……なんか、良心が痛むな……）

　でも、うまく誤魔化せてよかったと思っていると、

「先生殿、この人形も、わたしたちのことを理解しようとして、買ったものなのか？」

「うわぁああっ!?」

　気付けばララノアは棚に並べてあったエルフのフィギュアのうちの一つを手に取って、じっと見つめていた。

　しかもハイレグの水着のようなものを着用しているエルフのフィギュアで、ララノアはそれを見て、険しい表情を浮かべている。

「あの、ララノア……！」

　慌ててその手からフィギュアを奪い取って隠そうと右足を踏み出したのだが、怪我で痛んで、結果的に言えば、弘樹はその場所から動けなかった。

「……先生殿……」

　ララノアの視線が、フィギュアから弘樹に向けられる。

「たぶん、この人形は熱帯地方にいるエルフ族を参考にしたものなのだろうが、それでもさすがにこのような衣装は、森の中では着ないぞ。ちょっと露出が多すぎる。枝が当たって、怪我をしてしまうからな」

「そ、そっか……」

　ヘンタイとでも罵られるかと思えば、そうでもなくてほっとした。

「……と、すまない。こちらの世界の者の部屋に入るのは初めてのことだし、それが先生殿の家ということで、少し興奮してしまった。で、先生殿……どこで治療をすればいい？」

「ええと、ちょっと待って」

　部屋のほぼ中心に置いていた低いテーブルを隅に移動して、弘樹は絨毯の上に置かれた座布団の上に腰を下ろした。

「ここでしようか。ララノアも座って」

「わかった」

　ララノアを座らせたのは、自分の側に置いた来客用の座布団だ。

　結果、すぐ近くにララノアがいることになり、緊張のあまり、口いっぱい唾液が迫り上がってきてしまった。

　それを弘樹はごくりと嚥下する。

「先生殿、患部を見せてくれ」

　わかったと、弘樹は右足のズボンを上げていく。

　すると、足首が腫れて、大きく膨らんでいるのが見えた。

「思っていたよりも、ひどい状態だな」

　ララノアが思わず眉を顰める。

「それでは、治療を開始するとしよう」

　ララノアは真剣な表情で患部の上に手を翳して、詠唱を開始する。

　すると手から光が放たれ患部を包んでいき、みるみるうちに腫れが引きはじめて、三分ほどで、完全に消滅した。

「これで終わりだ。どうだ、立てるか？」

　ララノアは、額に見える汗を拭って訊ねてくる。

　試しに、弘樹は立ち上がってみることにした。

「ありがとう、なんともないよ！」

　その言葉通り、本当に痛みは感じなかった。

　でも──。

「あっ!?」

　さっきまで座っていた座布団を踏んでしまい、それに足をとられて、滑ってしまった。

　結果、そのままララノアの方に倒れてしまう。

「あ……」

　目の前にあるララノアの顔。

　形としては、弘樹がララノアを押し倒した格好だ。

「ご、ごめんっ！」

　慌てて立ち上がり距離を取った弘樹は、ララノアに背中を向けて謝罪する。

「い、いや、構わない」

　そう答えるララノアも、弘樹に背中を向けていた。

　だが、心配そうに振り返って訊ねてくる。

「むしろ、足は大丈夫なのか？　治療が完全ではないから、痛んで転んだのではないのか？」

「それに関しては大丈夫だよ。今のは俺のドジだ。怪我の治療に関しては完璧だ。ありがとう。感謝してるよ」

「そうか！　でも、感謝するのはわたしの方だ」

　そう言って身体を反転させて弘樹の方に身体を向けて、ララノアは続けた。

「先生殿、改めて、お礼を言わせてくれ」

「お礼って……？」

　弘樹も身体を反転させて、ララノアと向かい合う。

「ええと、だな……」

　照れくさそうに一度顔をそむけながらも、ララノアは顔を上げて。

　弘樹の目をじっと見て、言葉を続けていく。

「もちろん、わたしのことを助けてくれたお礼だ。わたしはこれまで、誰かのために戦うこと、誰かを救うことばかりだった。でも、今回は先生殿が、わたしを助けてくれた。ああいうことは、はじめてのことだ。だから、とても嬉しかった」

　そう言って、自らの胸に両手を当てながら、ララノアは言葉を紡いでいく。

「そして、こんな気持ちになるのも、本当にはじめてのことだ。とても胸がドキドキして、その鼓動が、止まらない……。先生殿、これはやはり、その……恋、というものなのだろうか？」

「いや、恋って、いきなり何を言って……」

「違うの、だろうか……？　たぶん、そういうものだと思うのだが、自信がないんだ。わたしは、ずっと恋というものを知らなくてな……」

　自嘲するように嗤って、ララノアは続けた。

「なにせこれまで、恋などというものを、考えたこともなかったんだ」

　ララノアは村の代表として、他の村の代表の息子を婿にもらい、村のために生涯を捧げることになる。

　そういう人生だと、幼い頃から教えられていたという。

　何も迷うことはない。

　ただ、自分に課せられた使命を全うするために、やるべきことをやり続けてきた。

　これからもそうなるのだろうと思っていた。

「……でも、三年前にゲートが開き、エルフの世界が変化をはじめた。そこでいろいろ変わってきたこともあったのだ」

　そんな中でのこと。

　ララノアの姉であるクラリス＝オリハ＝アレグラス＝エルゼミアが日本への留学の話を持ってきた。

　ゲート近辺のエルフの村から数名ずつ、日本に留学するというものだ。

　ララノアの両親は、ララノアが幼い頃に亡くなっている。

　よって保護者は村の長老でもある祖父だ。

　祖父は留学に反対だったが、近隣の村からは、条件付きとはいえ、留学するエルフを出すつもりだという。

　オリハ村はいくつものエルフの部族を束ねる種族。

　自分たちから出さないわけにはいかない。

　そこで選ばれたのがララノアというわけだ。

「姉様が何を考え、わたしを選んだのかはわからない。ただ、これからのことを考える上で、広い世界を見ておいた方がいい。そこでいろいろなことを経験した方がいいと言っていた」

　本来は、それは姉自身がしたかったことなのかもしれないし、もし異世界の優れた医療技術があれば、両親が救えたと考えたのもあるかもしれないとララノアは言った。

　父は怪我、母は病気。

　本来、人間よりも長寿なエルフであるが、ララノアたちの両親のように、その二つで亡くなる者も多いらしい。

　魔法があるとはいえ万能ではないのだ。

「結果、わたしはこちらの世界に来て、新しいことをいろいろ知った、わたしの知らないものも、たくさんあった。テレビや漫画、小説もそうだ。わたしはリーダーとして、オリハ村の娘として、他のエルフに負けないように、たくさんのものを吸収しようとした。そのために、いろいろなものに目を通した。その中に恋愛小説や、少女漫画というものもあった。それでわたしは、恋を知って、恋というものに、少しだけ憧れを持ってしまったんだ」

　そう言って、ララノアは伏し目がちになった。

「それが正しいことなのかどうかは、今のわたしにはわからない。でも、わたしのこの気持ちはたぶん、恋なんだと思う。先生殿、それは、合っているのだろうか……？」

　じっと顔を見上げて、訊ねてくる。

（これって、答えていいものなのか？）

　弘樹は困惑していた。

　たぶん、恋だと思う。

　そう答えることで、正直、弘樹は、自分を抑えられる気はしなかった。

　その理由は、ただ一つ──。

　とうに自分も、ララノアに恋をしているからだ。

　答えたら、もう後戻りはできないだろう。

（でも、これは俺が求めていた状況なんじゃ……）

　もしここでそれを認めて、自分さえ受け入れれば、夢だったエルフの彼女ができるのだ。

　だけど、答えたら教師と生徒の関係を超えてしまう。

　もしそれがバレたら、その時点で教師はクビになるだろう。

　仕事を紹介してくれた朝子のメンツを潰すし、迷惑をかけることにもなる。

　だから、受け入れるわけにはいかなかった。

　残念だけど、今はララノアを傷つけないように、うまくかわすしかない。

「先生殿、お願いだ。わたしに答えを教えてくれ」

　期待に満ちた瞳で、ララノアが問いかけてくる。

　それに対して、弘樹は答えた。

「たぶん、それは恋だと思う。でも、ララノアはちょっと勘違いしてるんだ」

「……勘違い、だと？」

「驚かないで聞いてくれ。ララノアが思っているほど、俺はロクな人間じゃないんだ。ララノアを助けたのだって、その……ララノアに気に入られようと思ってしたっていうか……」

　そう言って、弘樹は壁のポスターに視線を向けた。

「さっき、あのポスターの話をしただろ？　実は、エルフの教師をすることになったから貼ったって言ってたけど、あれは嘘でさ、ずっと昔から貼ってたんだ。子供の頃から、アニメやゲームでエルフを見て、憧れて……このポスターのエルフが初恋で……」

　ポスターに視線を向けながらそう言ったあとのこと。

　ララノアに視線を向けて、弘樹は続けた。

「フィギュアとかも同じなんだ。エルフのことに元々興味があったから、俺は先生になれたみたいなものでさ。前の先生と違って、エルフに対して理解があるだろうってことでさ」

　その話を、ぽかんとした様子で、ララノアは聞いていた。

　本当はしたい話ではない。

　でもこの話をするのが、一番だと思った。

　ララノアに引かれるだろうけれど、仕方ない。

　ララノアを傷つけないようにかわすには、これが一番だと考えた結果なのだ。

　弘樹は話を続けていく。

「それで、先生をやってみたら、このポスターのエルフに似たララノアがいてさ。なんていうか、すごく興味を持ったっていうか、ええと……もっと仲よくなりたかったから、いいところを見せたくなったっていうか……」

　そう続けながらも、弘樹は混乱しはじめていた。

（まずい、自分で話をしていて、何を言っているのかわからなくなってきた……）

　なんだか言っていることが、むしろ告白のようになってきた気がしていた。

　どうやらララノアも、同じように感じていたようだ。

「……先生殿、それはもしかして、ずっと、わたしのことが、気になっていたということなのか？　あの、エルフに似ているということで……」

「ま、まあ、そういうことになるかな」

　少しの沈黙が、二人の間を覆った。

（やっぱり、引かれたかな）

　でも、仕方ない。

　元々はそのつもりで切り出した話なのだ。

　そう思ったのだけれど──。

「……でも、あのエルフはわたしではない。それでも先生殿は、わたしのことを助けてくれた。それは、その……あのエルフではないわたしでも、気になってくれているということなのだろうか？」

「それは、その……」

「……違うのか？」

「自分の生徒だし、気になるといえば、気になるけれど……」

　弘樹は言葉に詰まってしまう。

　その姿を見たララノアは、もの悲しそうな表情になって、言葉を続けた。

「もしかして、クラスの中に、もっと気になるエルフがいるとか、そういうことなのだろうか？」

「いや、そうじゃなくて……」

　ララノアは、今にも泣き出してしまいそうな表情になっている。

　今にも抱きしめて、そうじゃない、お前が一番だと言ってやりたいという気持ちでいっぱいだった。

（こうなったら仕方がない）

　自分の気持ちをちゃんと打ち明けて、状況も説明した方がいいのではないか。

　ララノアならば、きっと理解してくれるはずだ。

　そう思って弘樹は続ける。

「とりあえず、顔を上げて聞いてくれ」

　その言葉を受けてララノアは顔を上げる。

「他に好きなエルフがいるとか、そういうことじゃないんだ。それは、ララノアが一番だ！　人間を含めたって、変わらない」

「わたしが、一番……」

　震える声で呟いたララノアの目から、一筋の涙がこぼれ落ちた。

「……先生殿、そう言ってもらえて、わたしは今、とても嬉しい。先生殿を誰かにとられると思うと、とても哀しい気持ちになったからだ。でも、そのぶん今は、嬉しくて、嬉しくて、死んでしまいそうだ……」

　ララノアは目尻に浮かんでいた涙の粒を指で拭って、涙声で言葉を続ける。

「これで、晴れてわたしと先生殿は、恋人同士ということでいいのだな？」

「いや、それなんだけどさ……」

「……何か、問題があるのだろうか？」

「やっぱり、先生と生徒でそういうのは、ちょっとまずいと思うんだ」

「そうなのか？　わたしが読んだ本では、そういう関係でも付き合っているのはあったぞ。むしろ、燃え上がるとも書いてあった。誰にもばれることがなかったら、問題がないと。それに、学校の外であれば、先生と生徒ではないと」

「いや、その理論はちょっとアレで、アレな本というか、なんというか……」

「……やっぱり、わたしではダメなのか？　だとしたら、どうすればいい？　どうすれば、先生殿はわたしを、恋人にしてくれる？」

「ええと……」

　嬉しい提案だけど困った。

　卒業してからというわけにもいかないだろう。

　ララノアは元の世界に戻ってしまう。

　時々こちらに来ることができても、それではたぶん、ララノアの求める恋というものは、経験できない。

（そもそも、何を躊躇することがあるんだ）

　元々、先生になると決めたから、可能性は考えていた。

　しかも一番、好みのエルフと恋人になれる。

　あんなことやこんなことだってできるのだ。

　躊躇する必要なんて何もない。

「わかった」

　そもそも、こうなった時点で覚悟を決めるしかなかったのだ。

「今日から、俺とララノアは恋人同士だ」

「本当か、嬉しいぞ！」

　ぎゅっと、ララノアが抱きついてくる。

「そのかわりその、本で書いてあったように、みんなには秘密だぞ」

「わかっている。それでは、先生殿……」

　照れくさそうに頭を下げて、上目がちになったララノアは、唇を上げて目を瞑った。

「これから、恋人同士ですることを、先生殿に、教えてほしい」

「え……？」

　どう見ても、キスしてのポーズだ。

「そういうのは……早くないか？」

「……どうしてだ？　本ではこういうことをすると見たぞ。しないということは、もしかしてその、わたしに、女としての魅力がないからだろうか？」

「いや、そうじゃなくて……！」

　それはある。

　もうめちゃくちゃある。

　弘樹の視線は、その大きく膨らんでいる胸元の二つの果実に向けられていた。

　でも──。

「本当にいいのか？」

「……無論だ。恋人同士なのだし、わたしは、本で読んだ知識が少しあるだけだ。ほとんどわからない。だから、先生殿にご指導願いたい」

「そう言われても、俺だって似たようなものなんだけどな……」

「先生殿も、その、恋人ができるのは、はじめてなのか？」

「まあ、な」

「意外だ……。しかし、つまりは、はじめて同士ということになるのだな」

　そう言うララノアは、どこか少し、嬉しそうだった。

「……それでも、わたしはすべては、先生殿に委ねるぞ。こういうのは、普通は男の方がリードするものなのだろう？　だから、よろしく頼む」

「だったら、その……」

　一つだけ──。

　さっきから一つだけ、ずっと言いたかったことがあった。

「恋人同士ならその、まずは先生殿じゃなくて、名前で呼んでくれないか？　先生って言われると、やっぱりこう、躊躇する気持ちになるっていうか……」

「名前……」

　こくりと、弘樹は頷いた。

「まずは、そこからだと思うんだ」

「でも、先生殿は先生殿だろう。名前で呼んで、いいのか？」

「二人きりの時は、恋人同士だろ？　だから、その、名前で呼んで欲しい」

「……わかった」

　頷いたあとのこと。

　少し照れたようにもじもじしながらも、ララノアは口を開いた。

「ひろ……き……」

　そう呼ばれた瞬間のこと。

　弘樹の心臓が、きゅんと弾んだ。

「ララノア……」

　弘樹は名前を呼び返す。

「……弘樹……♡」

「……ララノア……♡」

　もう一度呼び合ったあとのこと。

　二人は自然と顔と顔を寄せ合っていって──。

　二人の唇と唇が一つになった。

　もちろんキスは慣れていない。

　それでも、お互いの愛を確かめるように、唇を触れ合わせ続ける。

（確かこういうのって、舌を入れてもいいんだよな？）

　エッチな漫画やムービーで見たのを思い出して、弘樹は舌を入れていった。

　ララノアがそれを拒絶することはなかった。

　ただ、少し苦しそうだ。

　口から漏れる吐息が荒くなっている。

　弘樹も同じだ。

　ぷはぁっと大きく息を漏らして、二人は口を離した。

「息、苦しくなかったか？」

「少し、な。でも、気持ちよかったぞ……。それに、先生殿──いや、弘樹と一つになったという感じがした。それは、わたしにとって、とても嬉しいことだ」

　そう言うララノアがとても愛おしい。

「ララノア……」

　そのまま弘樹は体重を掛けて、欲望のままに、ベッドの上にララノアを押し倒した。

「俺、もっと、ララノアのことを知りたいんだ……。だから、この先に進んでいいか？」

「……さっき言っただろう。恋人同士ですることを教えてくれと。これより先は、本で読んだ知識にはない。だからすべて……弘樹に、任せる……」

「……わかった」

　それならと弘樹はもう一度キスをして、ララノアの胸をまさぐりはじめた。

（これが、ララノアのおっぱいか）

　制服の上からでも、張りや、その大きさを感じられた。

　こうして、年頃のエルフの大きなおっぱいを揉めるなんて。

　まるで、夢みたいだ。

　でも、その夢はここで終わりじゃない。

　これは、現実。

　さらに先へと進むことが──。

　生で二つの膨らみを見ることはもちろんのこと、直接触れることだって、できるはずなのだ。

　その証拠に、弘樹が上着に手を掛けても、ララノアは拒絶する素振りを見せることはない。

「これが、ララノアの……」

　ララノアは白のブラジャーを身につけていた。

　それが邪魔だと思えるくらいに、その向こうの二つの果実は、外へとこぼれ落ちてしまいそうだった。

　そんなすごいおっぱいを、直接見たい。

　直接触りたい。

　その気持ちを抑えきれず、弘樹はブラを持ち上げた。

　目に飛びこんでくるピンク色の乳輪。

　その中心には豆粒状の、可愛らしい膨らみがある。

（これがララノアのおっぱい……そして、乳首なんだ……）

　ずっと頭の中で想像していたララノアの乳房の大きさや乳頭の形が、今、目の前に存在する。

　その答え合わせをするように、弘樹は指や舌先で、ゆっくり、じっくりと愛撫をはじめた。

　すると、ララノアが笑い声をあげはじめる。

「あはっ、あはははっ……すまない、弘樹。そんなに、ペロペロされたら……んっ、なんだか、くすぐったいぞ」

「あ、ごめん。それなら、これはどう？」

「あっ、それは……んくぅうっ♡」

　弘樹が軽く乳首を甘噛みすると、ララノアはさっきまでと違って、とても甘い声をあげた。

「もしかして、今の気持ちよかった？」

　照れた表情を見せながらも、ララノアはこくりと頷いた。

　だったらと、弘樹は再び乳首を甘噛みする。

「……ぁんっ♡」

　乳首でこんなに感じて、可愛らしい声をあげるなんて。

　だったら、もっと敏感だろうアソコを触ったら、どんな反応をするのだろう？

　もっとおっぱいを味わっていたい気持ちもあるけれど、それを確かめたい欲求の方が、弘樹の中で大きくなりはじめていた。

　それに女の子の──。

　ララノアのアソコにだって、興味はある。

　なので弘樹はおっぱいを舐めながらも、右手をララノアのスカートの中に入れていく。

　やがてその手は、ララノアのショーツへと辿り着いた。

「んっ……♡」

　ショーツの上から陰部に触れると、ララノアは熱い吐息を漏らした。

　どうやら、感じているようだ。

（だったら、これならどうだ？）

　続けて弘樹は、そのまま指で陰部を押さえてみることにした。

　すると、そこにあった裂け目に、指が軽く埋もれていく。

「あ、ダメだ、そこはっ……！　んくぅっ……♡」

　裂け目に沿って指を動かすと、ララノアは下半身をもじもじと震わせる。

　しばらくすると、指先に、じんわりと伝わってくるものがあった。

（まさかこれって、愛液……なのか？）

　状況的に、そうとしか思えない。

　実際そうなのか直接触って確かめたいと思った弘樹は、ララノアのおへその下に手を移動して、そのままショーツの隙間からその中へと滑りこませていった。

　すぐに指先に感じたのは、うっすらとした茂みの存在だ。

　その丘をゆっくりと下っていくと、そこは水たまりのようになっていた。

　とはいえ、それは普通の水ではない。

　手に付着する粘液だ。

　引き抜いて舐めてみると、甘酸っぱい味がする。

（やっぱり、これはララノアの愛液なんだ）

　愛液を舐めて興奮した弘樹は、再びショーツの中に手を入れ、今度は水たまりの中を指で弄りはじめた。

　実際のところ、そこは水たまりというよりも柔らかな肉と肉の間に存在する温泉であった。

　その中に指先の先端を埋めていくと、それに反応するように、ララノアは声をあげはじめる。

「あっ、そんなところに、指をっ……んぅっ……♡」

　その反応を見る限り、戸惑い半分、感じているのが半分という感じだった。

　続けて弘樹は、クレバスをなぞるように、指先を動かした。

　するとララノアの下半身から、クチュクチュと音が響きはじめる。

　それに従って、ララノアの口からも嬌声が漏れ出してくる。

「んぅっ♡　はぁんっ♡　あっ♡　ひぁんんっ♡」

　どうやら、感じているようだ。

　そんなララノアの可愛らしい声を聞いていると、もっといろいろなことをララノアにしたい、ララノアにされたいと、下半身が疼き出していた。

「ララノア、気持ちいいだろ？」

　こくりと、頷くララノア。

「だったら、今度は俺の方を気持ちよくしてくれ。この中にいるのは、もう限界なんだ」

　そう言って弘樹がズボンの中から取り出したペニスを見たララノアは、一瞬にして頬を紅潮させた。

「それが、弘樹の……」

　口元に手を当てたまま、マジマジとペニスを見つめ続ける。

「よかったら、舐めてくれないか？」

「舐める!?」

　驚いた表情を見せたララノアは再びペニスに視線を向けて、言葉を続けた。

「わたしが、それを舐めるのか……？」

　少し躊躇したような素振りを見せるララノアの背中を押すように、弘樹は言った。

「これは、恋人同士がすることなんだ」

　それも、嘘じゃない。

　この国の恋人同士ならば、ほとんどがしているはずだ。

「ならば、やってみよう。おかしなところがあったらわたしに教えてくれ」

　髪をかきあげ、目の前を開いたララノアは、おそるおそる、ゆっくりと両手をペニスに伸ばしていく。

「結構、硬いものなのだな……」

　指先がペニスに触れると同時のことだ。

　ララノアはそう言って、驚いた表情を見せる。

「興奮すると、男は誰だってそうなるんだ」

　それが弘樹の答えだ。

「ララノアが舐めてくれて、気持ちよくなると、もっと硬く、大きくなるぞ」

「なに？　これ以上、大きくなるのか……？」

　ララノアは信じられないというようにペニスを凝視していた。

　そこに、弘樹は声を掛ける。

「確かめるためにも、舐めてみてくれ」

「わ、わかった」

　両手でペニスを支えたララノアは、ペロペロと、ペニスの先端に舌を這わせはじめた。

　もちろん、はじめてすることなのだろう。

　舌の動きはぎこちないものだ。

　でも、ララノアが必死に舌を這わせている姿は、弘樹にとって、とても魅力的でたまらない。

　自然とそれは下半身に伝わっていった。

　それにララノアは気付いたようだ。

「お、少し大きくなったような気がするぞ。弘樹、気持ちがいいのか？」

「あぁ」

　弘樹は頷いた。

「でも、頭だけじゃなくて、もう少し、全体を舐めてみて。そしたら、もっと気持ちよくなって、さらに大きくなると思う」

　その言葉を受けて、ララノアはペニス全体に奉仕を開始する。

　ペニスの付け根から亀頭まで、頭を動かしながら、吸ったり、舐めたりを繰り返していく。

　そんな中でのことだ。

「あ、ララノア、そこ……」　

　全身が震えるほどの快楽を覚えて、思わず弘樹は声をあげてしまった。

　どうした？　と顔を上げるララノアに、弘樹は言った。

「今のそこ、すごく気持ちがよかったんだ。だから、続けてくれると嬉しい」

「確かに、弘樹のコレも反応していたからな。わかった、そうさせてもらおう」

　気持ちよかったと言われたのが嬉しかったのだろう。

　ララノアの声が弾んでいた。

　どうやらララノアは、奉仕の喜びに目覚めはじめているようだ。

　ララノアは弘樹に言われた通りに、その場所を唇で重点的に刺激しはじめる。

「どうだ？　これでいいか？」

「ああ、いいっ……いいぞ、ララノア……そのまま口で先っぽをくわえて、同じように続けてくれ」

「んむ……わかった……」

　弘樹の指示通り口に含んだ亀頭に、ララノアは舌を絡めはじめる。

（やっぱりこれ、めちゃくちゃ気持ちがいいぞ）

　自分でする、何倍も気持ちがいいものだ。

　このままずっとそのまま舐められ続けていたら、射精してしまいそうなくらいである。

　むしろ、射精をしてしまいたい。

　でも、今射精したら、このあとが心配だった。

　小さくなって続きができなくなったらどうしようという、不安が脳裏を過ぎったのだ。

　せっかくの、童貞の卒業が先送り──。

　それどころか、ララノアを幻滅させてしまうかもしれない。

「……これで、終わりなのか？」

　なんて、言われたら、立ち直ることもできそうにない。

　ご奉仕の授業はここまでだと、弘樹はララノアに告げることにした。

「ララノア、ありがとう。もういいよ」

　立ち上がるようにしてララノアの口の中からペニスを引き抜き、弘樹は言った。

「……そのまま、ベッドに寝転がってくれるか？」

「わかった」

　頷いて、ベッドに寝転がるララノア。

　その姿を見て、弘樹はごくりと唾を嚥下した。

（これから、この身体が俺のものになるんだ）

　さっき以上に気持ちよくて、可愛い声だって聞けるのだろう。

　そう思うと、もう止まることはできない。

　緊張しながらも、弘樹は言葉を続けていく。

「ここからが、今日最後の授業みたいなものだ」

「……最後の？」

「ああ──これまではお互いバラバラだったけど、今度は、一緒に気持ちよくなろう」

　ベッドの上のララノアの身体に覆いかぶさり、両足を持ち上げる。

（ついに、童貞を捨てるときがやってきたんだ……）

　ララノアのまっすぐな縦筋にペニスの位置が合うように、弘樹は腰を動かしていく。

　どこか期待に満ちたような瞳で、ララノアはその様子を見つめていた。

「これから、わたしの中に、弘樹のそれが入るのか？」

「ああ──」

　こくりと頷いて、弘樹は言った。

「それで俺たちは、本当の恋人同士になれるんだ」

「……本当の……恋人、同士……」

　ごくりと、ララノアは息を呑んだ。

「痛かったら、すぐに言ってくれよ。そこで止めるからさ」

「……その必要はない。弘樹と恋人同士になれるというのなら、痛みくらい耐えてみせる」

「無理はしなくていいって。一緒に気持ちよくならないと、意味がないんだからさ。だから、痛かったら言って」

「弘樹は本当に優しいな」

「それなら、行くぞ」

　 その言葉に続いて、弘樹は腰を前へと押し出していく。

　すると、縦筋を押し広げるようにして、弘樹のペニスはララノアの、柔らかな温もりの中へと埋もれていった。

（あ、これが女の子の中──ララノアの、オマ×コの中なんだ……）

　まるで下半身に火がついたようだった。

　同時に童貞を捨てたという嬉しさが、一気に押し寄せてくる。

　なにせ、相手は憧れのエルフなのだ。

　しかし、すぐに障害が現れた。

　ペニスを押し止めるもの。

　ララノアの処女膜である。

　それに先端が触れると同時に、ララノアはクッと歯を食いしばり、痛みに耐える表情を見せた。

　続いて、腰に重みを掛けてみる。

「……んくぅっ……！」

　今度は、悲鳴にも似た声が漏れた。

　それで弘樹は気遣うように声をかけた。

「……大丈夫か……？」

「ちょっと、ちくりとしただけだ。問題ないから、続けてくれ」

　そうは言うが、かなりの痛みを感じたのだろう。

　両目の縁には涙の粒が浮かんでいた。

　できるだけ、痛みは感じさせてやりたくない。

　考えた結果、出た結論は一つだった。

「これからちょっとだけ痛むかもしれないけど、たぶん、一瞬だから──我慢、してくれるか？」

「……わかった」

　こくりと、ララノアは頷いた。

　ならばと弘樹は腰に力を入れて、一気に処女膜を貫いていく。

「ひぐっ……！　あっ……はぁっ……ああああっ!!」

　ララノアの口から漏れた悲鳴。

　やはり、一瞬はかなりの痛みを感じたようだ。

　ただ、おかげでペニスは処女膜を破って、ズブリとララノアの膣内へと沈みこんでいった。

「よく、我慢したな。全部、中に入ったよ」

　弘樹はララノアの頭を撫でる。

　すると、ほっとした様子で目を開いて、ララノアは嬉しそうに微笑んだ。

「よかった。これで、わたしたちは、本当の意味で、恋人同士になれたのだな……」

「ああ──」

　頷いて、弘樹はララノアの右手を自らの右手で掴み、指を絡ませていった。

「俺たちは、本当の恋人同士になれたんだ」

「……弘樹、わたしは、とても嬉しいぞ。ここからも、すべて弘樹に委ねる。弘樹の好きなように、この先も進めてくれ」

　ララノアの言葉を受けた弘樹は、その膣襞の感触を確かめながら、自分の肉棒の形を教えこむように、ゆっくりと腰を動かしはじめた。

「くっ……んぅっ……!!　んぅっ……ああっ……！」

　ララノアの口から、漏れる声。

　当然のように膣内はかなりキツかった。

　一往復するだけでも、弘樹の肉棒にも痛みを感じるくらいだ。

　しかし、キスをしながらゆっくりとした往復を繰り返すたびに、かなり愛液も分泌されてきたようだ。

　二十回ほど往復しているうちに、弘樹の方からは痛みがなくなっていた。

　それはきっと、ララノアも同じだろう。

　痛みに耐えているような声も、感じているような声に変化しているし、苦痛に歪んでいた表情も、かなり和らいできている。

「どうだ？　気持ちよくなってきたか？」

「うむ……」

　頷いて、ララノアは続けた。

「弘樹の言う通り、なんだか、気持ちよくなってきたぞ」

　それならと、弘樹はララノアのおっぱいを掴んで、腰の動きを加速させていった。

　ペニスが往復するたびに、二人の間からパンパン、クチュクチュと淫靡な音が響きはじめている。そんな中でのことだった。

　弘樹がひと突きした直後のことである。

「ひぁっ、そこっ……」

　と、ララノアがとびきり甘い声をあげたのだ。

「ここ、気持ちいいのか？」

　気になった弘樹は一度腰を止めて、そう言いながら同じところを突いた。

「んぁっ……はぁんっ……♡」

　するとララノアは全身を震わせ、可愛らしい声をあげる。

　なので弘樹は、さらにそこを突き続けることに決めた。

「あっ、だめっ……♡　そこを突かれると……あっ、あっ……すごいっ……すごい、気持ちいいぞ……♡」

「だったら、もっと突いてやるな」
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「あっ、はぁんっ……♡　んぅうっ……♡」

　宣言通りにその場所を突くと、ララノアはこれまで聞いたことのないような声をあげ、同じく、これまで見たことのないような表情になった。

　凜々しく、皆から慕われるエルフがこんなにも乱れて、可愛らしく喘いでいる。

　その姿が、愛おしくてたまらない。

　同時に、もっともっとララノアを喘がせて、可愛らしい姿を見たいという気持ちが高まってきていた。

　だからこそ、弘樹はピストンを速めていく。

「あっ、弘樹っ……！　そこっ……イイっ……気持ち、よくてっ……はぁっ……あああんっ……♡」

　肌と肌がぶつかり、パンパンと響き合う音が大きくなっていく中でのこと。

　こんなに可愛らしい声をあげながら、ベッドの上で乱れ続けるララノアを見ることができるのは自分だけだと思うと、さらに興奮が増してきた。

　同時に、もっともっと可愛らしいララノアが見たいと、感情も昂ぶってくる。

　でも、そろそろ限界が近付いていた。

　それはララノアも同じようだ。

「弘樹っ……これ以上、そこを突かれたら、わたしはおかしくなってしまうっ……！　意識が、とんでっ……頭の中が、真っ白になってしまう……！　それが、怖い……。だから、もうやめてくれっ……！」

「大丈夫だ。それは、俺が保証する。だから……もう終わるから、このまま、俺を受け止めて……。ララノアを、絶対気持ちよくするから……俺の愛を……その証しを……ララノアが受け止めてくれ！」

「……っ、わかった……！」

　答えて、ララノアは両腕を大きく広げた。

「弘樹の愛、わたしがすべて受け止めてみせるぞ！」

　その言葉は、弘樹の理性を吹き飛ばすのに、充分すぎるものだった。

「ララノアっ!!」

「んあんっ……♡」

　ララノアの奥深くまで、弘樹はペニスを突き上げた。

　すると、プルプルとお尻が震えだしている。

「イクぞ、ララノアっ！」

「あっ、弘樹っ……！」

　ぎゅっと、ララノアは弘樹の身体に回した両手に力をこめた。

　同じように膣壁も、ぎゅっとペニスを締めつけてくる。

　結果的に言えば、それがきっかけになったようなものだ。

　弘樹に、限界が訪れた。

「あっ……何か……何か、キてるぞ……お腹の奥に、熱いのが流れこんできて……あっ、ダメだっ……！　また、キてっ……はぁっ、あああっ、あああああああッ！」

　弘樹の精液を子宮で受け止めながら、ララノアも絶頂へと達していく。

「ララノア、どうだった？」

　子宮に精液を注ぎ終えたあと。

　弘樹はララノアに尋ねた。

「……弘樹のものを、たくさん中で感じて、幸せだったぞ……」

「そっか……俺も、幸せだよ……」

　ララノアと弘樹の二人は指と指を絡め合い。

　同じベッドの上で寝転がって。

　顔を合わせて。

　視線を重ねて。

　そのまま、軽く唇を触れ合わせる。

　そして、恋人同士になった二人は微笑み合った。

「これで、本当に弘樹と完全な恋人同士になれたのだな」

　呟くララノア。

　弘樹の胸の中は達成感でいっぱいだったし、セックスをする前以上の愛情を、ララノアに感じていた。

「でも、これからのことを考えると、ちょっとドキドキかも」

　そう弘樹が口にした言葉もまた、素直な気持ちだった。

「どういうことだ？　わたしはもう、相当ドキドキしたぞ？」

「そっちの方でも、これからもっとドキドキすることはあるけどさ」

　恋人同士で同じ時間を過ごして。

　お互いのことをさらにたくさん知って。

　思い出をいっぱいつくっていく。

　そう考えると、とてもドキドキする。

　でも、弘樹が言おうとしていたドキドキは、それとは違うベクトルのものだ。

「だったら、どんなものだというんだ？」

「俺たちの関係が、バレないかってことだよ」

「ああ、本と同じ……秘密というやつだな」

「そういうことだ」

　みんなとは、他の留学してきているエルフたちはもちろんのこと。

　朝子たちも含めてのことだ。

「それは、わたしにとっても都合がいいんだ。もし、こんなことがクラスのみんなにばれたら、わたしが嫉妬されて、クラスがバラバラになってしまうからな」

「え、嫉妬って……？」

　ぽかんとした表情で弘樹は訊ねる。

　それは弘樹の考えとは違うし、そんなことは思ってもいなかったからだ。

「もしかして、弘樹は気付いていないのか？　弘樹は、わたしたちの中で、大人気なのだぞ。だからこそ、他のエルフに取られたくない。そう思って、わたしは……」

「それは、ララノアの買いかぶりすぎじゃないのか？」

「そんなことはない。だからこそ、わたしは弘樹が別のエルフに取られてしまうのかもしれないと不安だったところもあるのだからな」

　ともかく、これで秘密にするということは、二人の共通見解となった。

　それからしばらくそのままの格好で、二人は横になっていた。

　しかし、時間はすでに夜の八時を回っている。

（そろそろ、ララノアを連れで寮に戻らないとな）

　変な誤解をされてしまうと思った、その時のことだ。

　突然、スマホが音を立てた。

「やばっ……」

　待機画面に表示された朝子の名前を見た瞬間、弘樹の表情が真っ青になる。

　間違いなく、ララノアをこんな時間まで連れ回していることを非難する電話だろう。

　もちろん、出ないというわけにはいかない。

（どう誤魔化したものだろう）

　猫娘と酔っぱらいの話をして、足を怪我した話もする。

　その痛みを耐えるために少し休んでいたということにしようと思いながら、弘樹が電話に出た。すると朝子は、開口一番、

「あなたたち、警察の厄介になったんだって？」

　と切り出してきたものだから、弘樹は驚いてしまった。

「……朝子姉さん、どうしてそれを？」

「同僚っていうか、あっちの世界で知り合った友人なんだけどね、その子から連絡があったのよ。うちの子が迷惑かけてゴメンなさいって」

「うちの子って、まさか……」

「ええ、フィーニャちゃんよ」

　そのまさかだった。

　朝子の友人は動物学者で、異世界探索中に獣娘に出会って、懐かれ、研究対象として、日本に連れてきていたらしい。

　本来は研究施設から出られないのだが、時折抜け出し、商店街などをうろついているのだという。

「助けてくれたあなたたちのこと、感謝していたみたいよ。でも、大丈夫なの？　酔っぱらいにも、殴られたって聞いているけど」

　それから弘樹は足を怪我したこと。

　少し休んで平気になったこと。

　そしてこれからララノアを寮に送るところだったことなどを告げていく。

「了解。それなら、あとはよろしく頼むわね」

　何も疑われることなく通話が切れて、

　ふぅ、と弘樹は大きくため息をついた。

　こうしてララノアと恋人同士になれたのも。

　うまく、朝子を誤魔化せたのも。

　結果的に見れば、すべてはあの猫娘のおかげだ。

　また商店街で会ったら、クレープあたりを奢ってあげよう。




　それからすぐに、弘樹はララノアを学校まで車で送ることになった。

　学校に到着したあとは、書店の荷物を下ろして、教務室に運ぶことになる。

　それを終えたあとは、学校の外でお別れだ。

「それじゃ、また明日。約束は、忘れないでくれよ」

　別れ際に弘樹がそう声を掛けると、

「わかっている。それではな♡」

　と、ララノアが、頬にキスをしてきたのだ。

　そんなサプライズを受けて、弘樹は呆気にとられながらも、嬉しくて仕方がなかった。

「それでは弘樹、おやすみだ！」

　時折、振り返りながら手を振って、ララノアは寮へと向かっていく。

　その姿を見つめながら、弘樹は思う。

（俺、本当にエルフの恋人ができたんだな……）

　今日一日のことを思い返しながら、弘樹はキスをされた右頬を、手のひらで撫でた。




　こうして、弘樹とララノアは恋人同士となって。

　二人の秘密の関係がはじまったのだった。











第二章　恋人エルフと秘密の関係









　時刻は夜の八時。

　本来、弘樹も家に帰っていてもおかしくはない時間だが、彼は学園の駐車場にいた。

　ずっとこの場所にいたわけではない。

　放課後、教務室で雑務を終わらせたあとに一度、車で学園を出て、商店街まで行って食事をしてきた。

　ララノアが他の学生たちと、寮で食事している間の時間を潰すためである。

　これから、ララノアとこっそり、夜のデートをするためだ。

　ちょうど二週間前の夜に、ララノアと弘樹が結ばれてからというもの。

　こうして二人は隠れた恋人生活を続けている。

　とはいえ、遠出をするのは今日がはじめてのことなのである。

　弘樹が学校の駐車場に戻って三分。

　約束の午後七時三十分になったが、ララノアはまだやってこない。

　それからまた、三分ほど過ぎた頃のこと。

　あとどれくらい時間が掛かるのか訊ねようと、弘樹がメールをしようとしたところだった。

　トントンと、弘樹が座っているのと反対側の、助手席の車の窓が叩かれた。

　──ララノアだ。

「乗って」

　そう言って弘樹が助手席の扉を開くと、ララノアが車に乗りこんでくる。

「今日は、どこにいくのだ？」

「山だよ」

「ここだって、山だろう？」

「ここより、もう少し高い山さ」

　まだ弘樹が大学生で、免許取り立ての頃のことだ。

　男友達と一緒によく行っていた、山の展望台。そこから見る夜景がとても綺麗で、将来、彼女ができたら一緒に見てみたいと思っていた。

　それに、夜の都会の風景を見たことがないだろうララノアは、きっと喜んでくれるだろうと考えたのもある。

　今日の夕食の時にクラスメイトたちが何をしていたのかなどの話をララノアから聞いていると、あっという間にその場所に到着した。

　当時はそうでもなかったが、ここから見る景色がとても美しいことが知れ渡ったのだろう。他にも数組、恋人たちがいた。

　皆、イチャイチャしていて、他のカップルなどには目をくれていない。

　しかも照明は一つだけなので、少し離れた場所に立てば、制服姿のエルフがいても目立ちそうにないのは幸いだった。

　弘樹はララノアと共に、柵の方へと足を進めていく。

「……どうだ、綺麗だろ？」

　柵に手を掛けて、目の前に広がる夜景を眺め見ながら、弘樹は訊ねた。

「ああ──」

　ララノアは、じっと眼下に広がる電気によって彩られた街を眺めたまま、こくりと首を縦に振った。

「このような灯りに彩られた夜景は、わたしたちの世界では見られるものではないからな」

　二人がしばらくの間、その場所でじっと佇み、肩を並べて、夜景を眺め続けていると、側でイチャイチャしているカップルの声が聞こえてくる。

「んぅっ、そんなところ、ダメだって♡」

「だって、お前が可愛すぎるもんよ。お前だって、今日はしたいんだろ？」

　視線を向けてみれば、男は女の首筋や頬にキスを繰り返していた。

「んふっ……それはそうだけど……ここではダメ♡　するなら、あそこでしましょう♡」

　そう言った女の視線が、近くの山の中腹に見える、城のような見た目のラブホテルに向けられた。

「そんじゃ、さっそく行くか」

　そして男と女の二人は身を寄せ合いながら車に乗りこみ、お城の方へと走り出した。

　当然のごとく、ララノアはラブホテルのことなど知る由もない。

　じっとラブホテルを見つめながら、不思議そうな表情で弘樹に訊ねた。

「どうして、あんなところにお城が建っているのだ？」

「ええっと、その……」

　弘樹は言葉に詰まってしまう。

（どう答えたらいいんだろう？）

　恋人同士でないならともかく、今の関係では、ちゃんと答えた方がいいのかもしれない。

　下手に答えて、他の学生たちに変な風に伝わっても困るからだ。

　なので、弘樹はちゃんと答えることに決めた。

「あれはお城みたいだけど、お城ではなくて、その……いわゆる、恋人同士がエッチをする場所なんだ」

　答えているうちに照れくさくなって、弘樹は頬をかいてしまう。

「なんと、そのような場所が、こちらの世界にはあるのか……」

　ぼっと、ララノアの頬に火がついた。

　しかも、興味を沸かせてしまったようだ。

「……な、中はどうなっているんだ？　やはり、見た目通り、お城の中みたいなものなのか？」

「そんなに興味があるのか？」

「わたしだって女だ。少しはそういう、煌びやかなものにも興味はある」

　そう言って唇を尖らせながらも、再び、ララノアが訊ねてきた。

「弘樹は、あの中に入ったことはないのか？」

「そりゃまあ、ララノアがはじめての彼女だし……」

「入って、みないか？」

「え……？」

　男女の熱いキスを見て、自分もしたくなったのは確かだ。

　雰囲気的には俺たちもこのままラブホテルへというのも悪くはない。

　でも──。

「若い女と男が制服姿でラブホテルに入るのは、ちょっと危ないっていうか、この世界の法律で、禁止されているも同然なんだ」

　場合によっては、警察を呼ばれてしまう可能性だってあるかもしれない。

　そう思うと、躊躇してしまう。

「そうなのか……」

　ララノアは残念そうな表情を見せて、俯いてしまった。

　しかし、すぐに顔を上げて──。

「そうだ。つまり、制服以外の服装なら、大丈夫ということなのだな」と訊ねてくる。

「え？　あ、あとは、帽子で耳が隠せたら……かな」

　人間とエルフが付き合うというのも、今はまだ普通でないことだ。

　ホテルの従業員のモラルによっては、変にネットで拡散される可能性だって考えられるだろう。

「よし、それなら、きっとなんとかなるぞ！　ちょっと待っていてくれ」

「あ、おい……！」と、止める時間もなかった。

　ララノアはすぐに勢いよく、トイレの方へと走り出していったからだ。

　しかしトイレに入ったわけではなく、その建物の後ろへと消えていった。

（いったい、何をやってるんだ？）

　着替えなんて持っているわけもない。

　それだけに疑問だ。

　弘樹が首をひねっていると、一瞬だが、建物の後ろで何かが光を放ったように見えた。

「……って──」

　建物の後ろから出てきたララノアを見て、弘樹は驚愕する。

　さっきまでの制服姿ではなく、ホテルへと向かっていった女性のような、大人びた服装をしていたからだ。

　帽子もかぶっていて、エルフの耳はうまく隠れている。

「これならば、わたしたちも、あのお城の中に入れるだろう？」

　そう言ったララノアは、得意げな表情を見せていた。

「それ、どうやったんだ？」

「無論、魔法だ。あくまで、幻覚を見せているだけだがな」

「いや、魔法だじゃなくてさ……」

　弘樹は思わず嘆息する。

「どうしたんだ？」

「学園の外では、みだりに魔法を使ったらダメだって言ってるだろ」

「……すまない。特に誰にも迷惑を掛けるものでもないから、ついな。だが、これなら問題ないだろう？」

「問題は、確かにないけどさ……」

「だったら、早く行くとしよう。長く、この幻覚を保つのは、結構大変なんだ」

　そう言って、ララノアが手を握りしめてきた。

（なんだか、流されてる気がするな）

　でも、ラブホテルに行けるのは嬉しいことだ。

　行くだけ行って、中を見るだけということにはならないだろう。

　つまりは、これからララノアとエッチができるということなのだから──。




「もう変装は必要ないな」

　ホテルの室内に入ると同時に術を解き、制服姿に戻ったララノアは、室内を見回しはじめる。

「お城の中は、こんな風になっているのだな……」

　大きなベッドに、あくまでそれを模したものとはいえ、豪華なシャンデリア。

　確かに豪華なものである。

　楽しそうに室内を眺めながら、歩いているララノアのお尻がふりふりと揺れている。

　それを見ていると、下半身がムズムズしてきて、耐えられなくなってしまった。

「……ララノア……」

　名前を呼んで、弘樹は背後からその身体を抱きしめる。そして──。

「ひろ……」

　と振り返ろうとしていたララノアを、ベッドの上に押し倒した。

　そして顔を正面に向けて、キスをする。

「んっ……んぅっ……ちょっと、いきなりすぎないか？　びっくりしたぞ……」

「ごめん、我慢できなくて……」

　唇を離すと同時に不満を漏らされて、弘樹は謝罪をした。

「さっそくだけど、していいか？」

「……もちろん、構わないぞ……」

　照れたように視線を外して、ララノアは続ける。

「ここは、そういうことをする場所なのだろう？」

「それなら、その……まずは、舐めてくれるか？」

「……うむ……」

　頷いたララノアは、弘樹のズボンを下ろして、飛び出したペニスに手を添え、舌を這わせはじめた。

　まずはチロチロと先端を舐めていく。

　先走り汁が滲み出してきた頃から、全体へと舌を動かし、やがてはキンタマまでも、キスをするように唇で刺激してくる。

（ほんと、うまくなってきたよな）

　まだ片手で数えることができるくらいの回数しかしていないのに、ララノアの奉仕の技術は格段に進歩してきていた。

　それはたぶん、彼女の性格が真面目そのものだからなのだろう。

「ん、ちゅ……弘樹にそう言ってもらえると、とっても嬉しいぞ……あむっ、ちゅっ……ちゅぱっ……♡」

　褒められて、気をよくしたのだろう。

　これまで以上に入念に、ララノアはフェラチオをしてくれている。

「……ぁむ……んむっ……こうすれば、弘樹は、もっと気持ちがいいのだろう？　んぅっ……ぁむっ……♡」

　ララノアはペニス全体を口の中に含んでいった。

　それは、本当に気持ちがよくてたまらないし、上目で訊ねてくるララノアの姿が可愛くて仕方がない。

　しかも場所はラブホテル──。

　学生服の生徒が相手で、自分は教師なのだ。

　なんだか援助交際みたいな状況だ。

（すごいなこの背徳感……）

　ゾクゾクと背筋が震えていた。

　興奮が止まらない。

　気付けば弘樹はララノアの頭を押さえていた。

　そして、その喉の奥底にペニスを突っこんでいく。

「んっ!?　んぅううっ!?　弘樹、何をっ！　んぐぅっ……んむぅっ……んぅうっ!!」

　弘樹が腰を動かすたびに、苦しそうな声をあげ続けるララノア。

　悪いと思う気持ちもあるが、快楽の方が勝っていた。

　腰が離れない。

「んぅっ……んぅっ！　んぐぅっ……ちょ……苦しいぞ、弘樹っ……んぐぅっ……んぅうっ！」
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　同時に湧いてきていたのは、このままイキたい──。

　そのまま口の中に射精したいという欲望だ。

（あと少しだから、我慢してくれ……！）

　本当に出していいのかなんて、迷う暇もなかった。

「……っ……イクっ……！」

　弘樹は容赦なく、そのまま口の中にびゅくびゅく、びゅくと精液を解き放っていく。

　だが、その勢いに驚いたララノアが顔を引いたので、射精中に口からペニスが抜けてしまった。そのせいで、精液がララノアの顔にピチャピチャと降りかかっていく。

　発射したのは合計三回。

　そのうちの最初の二回は口の中だった。

　見れば、こくりこくりと、喉が脈打っている。

　結果、飲み干そうとした喉に絡まってしまったのだろう。

「けほっ、けほっ……」

　と、ララノアが噎せてしまった。

　まだわずかとはいえ、口の中に精液が残っていたのか、口元に当てた手の隙間から、精液があふれ出てくるところも見えた。

「ごめん、びっくりした？」

「さすがにな……少し、苦しかったぞ……」

　眉を顰めて、再びララノアは咳きこんでしまう。

　弘樹は手元のティッシュを取って、ララノアに渡した。

「ほんと、悪い。でも、あまりに気持ちよすぎたから……」

「まあ、弘樹が喜んでくれたのならば、それでいいが……」

　そう言いながらティッシュで口元をふいたあと、ララノアは口元に付着していた精液を指先で拭って、ペロリと舐めた。

　苦いと言っていやがる女性もいるというが、どうやらララノアは嫌いではないようだ。

「そういや、喉はもう大丈夫なのか？　水、飲むか？」

　見れば、ホテルには二本、水が用意されていた。

　自由に飲んでいい、無料のもののようだ。

「いただこう」

　弘樹が差し出したペットボトルをララノアは受け取って開き、ゴクゴクと飲み干していく。

「これで、すっきりした。もう大丈夫だ」

「それじゃ、続きといこうか」

　弘樹はベッドの上にララノアを寝転がせる。

　そして、下半身を覗きこんだ。

　見えたのは、白いショーツだ。

　スカートの中はむわっとした熱気と、甘酸っぱい臭いで満たされていた。

（やっぱり制服といえば、下着は白だよな……）

　前、ララノアに聞いたところ、エルフの村の下着は、それほど拘ったものはないらしい。

　基本は無地で飾り気もないという。

　それでも最近は、こちらの世界に馴染んできて、可愛らしい下着を着用するエルフたちも増えてきたようだ。

　あくまで学びに来ているとはいえ、国家事業の一つである。

　わずかとはいえ、国から研修費が出されているので、そのお金で買っているというわけだ。

　今日ララノアの穿いているものも、白ではあるが、フリルのついたものだった。

　こっちの世界で買ったものだろう。

（それでも白を買うってところが、比較的生真面目なララノアっぽいよな）

　なんて思いながらよく見れば、ララノアのショーツには愛液がべたりと付着していた。

　もう充分に濡れているようだ。

「それじゃ、いくぞ」

　さっそくと、弘樹が足を持ち上げて、弘樹はララノアの上に覆いかぶさっていく。

　すると、照れた表情で、ララノアはこくりと頷いた。

　ララノアの女の部分に触れたペニスの先端は、ゆっくりと花弁を開いていき、その中へと埋もれていく。

　奉仕をしている際に、ずいぶんと興奮していたのだろう。

　膣内は、温かな女の蜜で溢れていた。

（やっぱり、最高に気持ちがいいな）

　ピストンを開始する弘樹。

　それに従って、ララノアが甘い声をあげはじめる。

「ぁっ……んぅっ……くぅんっ……んぅうっ♡」

　いつもと少し違うのは、ペニスごとララノアの身体を押しこむと、ベッドの反動で自然と跳ね返ってくるところだ。

　それがとてもいい感じで、まるで宙に浮いているようだった。

　疲れることもなく、腰の動きが止まらない。

　さすが、こういうことをするためのホテルなだけはある。

　弘樹が休憩することなく、ピストンを続けているせいなのだろう。

　かなりララノアは感じているようだ。

　枕の上で頭を左右に振りながら、甘い声をあげ続けていた。

「……ぁっ、弘樹、いいっ……♡　すごくいいぞっ……はぁんっ……んぅうっ♡」

　どうやら、ずいぶんと感じてくれているようだ。

　その声はもちろんのこと。

　その表情を見ているだけでも愛おしくてたまらない。

「んぅっ……弘樹っ……弘樹っ……♡」

　そう名前を呼んでくるララノアの唇を、弘樹は自らの唇で塞いだ。

　そのまま舌を絡めたり、胸を愛撫したりしながら、ピストンを続けていると、下半身が熱くなってきて、プルプルと震えだしていた。

　そろそろ限界のようだ。

「イクぞ、ララノアっ!!」

「んぅんっ……♡」

　ララノアの身体をぎゅっとベッドに押しこむようにして、奥深くまでペニスを挿入した弘樹は、そのまま子宮へと、熱いかたまりを何発も撃ちこんでいった。

「ララノア、好きだ……」

　射精を終えて、幸福感と達成感に包まれる中でのことだ。

　弘樹はぎゅっとララノアの身体を抱きしめた。

　それからしばらくそのまま幸せに浸っていたが、残念ながらずっとそうしているわけにはいかない。

　十分ほどそのままいたあとのこと。

　汗だくのララノアに、弘樹は言った。

「シャワー、浴びて帰るか？」

「……そうだな。さすがにこのまま戻るのは、ちょっとな……」

「だったら、入ってくるといいよ」

「わかった、そうさせてもらおう」

　ララノアは立ち上がり、風呂に向かっていく。

　どうせなら一緒に入りたかったが、そうなると気持ちが盛り上がって、二回戦に突入してしまうかもしれない。

　ホテルの時間はともかく、そろそろララノアを寮に戻さないといけない時間というのもあるし、それは避けたかったので、諦めることにしたのだ。

　一人になった弘樹は、時間をもてあましてテレビをつけた。

　適当にチャンネルを回していく中で、弘樹が興味を持ったのは、とあるバラエティ番組だった。異世界から日本にやってきた、亜人の特集をしていたからだ。

　ちょうど画面に映っていたのはドワーフの老人である。

　異世界のとある街で、鍛冶屋をしているというその男は、その鍛冶技術を、日本の職人に見せつけていた。

（うーん、すごいな……）

　その迫力といい、鍛えられた包丁といい、素人の弘樹が見ても素晴らしいものに見える。

　その男の側に立っているのは、その男の娘のようだ。

　ドワーフだけあって背が低く、可愛らしい少女である。

　人間でいえば小学生のようにも見えるが、なんと、その年齢は十八だった。

　ドワーフの女性といえばかっぷくのいいおばさんをイメージするが、三十歳くらいまでは、ドワーフ少女はこのような子供の姿のまま、変わることはないらしい。

（ロリコンの男なら、たまらないだろうな）

　こうして自分とララノアのように、恋愛関係に陥っている人間とドワーフもいるのだろうか？

　エルフと人間以上に、いろいろと大変そうだ。

　なんて、そんなことを考えていると、脱衣所の扉が開く音が聞こえた。

　ララノアが脱衣所から出てきたのである。

　身体に大きなバスタオルをまいて、手には小さなタオルを持っていた。

「弘樹も、シャワーを浴びるのか？」

「そうだな、軽く流してくるよ」

　そういって弘樹はそんなララノアと入れ違いになるようにして脱衣所に入り、そのままお風呂場へと足を踏み入れる。

　しっかりと身体を洗っている時間はないので、シャワーで汗などを軽く流したあとのこと。バスタオルで身体を軽く拭いて、外に出た。

　すると、ベッドの縁に腰をかけて、髪にブラシをしているララノアの姿が目に映る。

　ララノアはすでに制服を身につけていた。

　いつでもホテルから出られる状態だ。

「ちょっと待ってくれよな」

　慌てて服を着て、弘樹も準備完了。

「それじゃ、行くか」

「ああ──」




　揃ってホテルを出た二人は、車に乗りこんだ。

　弘樹の運転で学校に向かい、ララノアを降ろすために、その側に車を止める。

「それじゃ、また明日」

「うむ、おやすみだ♡」

　車から降りようとする前のこと。

　別れ際に、ララノアは弘樹の頬に軽くキスをした。

「ああ、おやすみ」

　弘樹がそう言葉を返すと、満足そうな笑みを浮かべて頷き、ララノアは校舎の奥にある、寮の方へと走り出した。

　その姿を見送ったあとのこと。

　弘樹はすぐに車のエンジンをかけて、その場所をあとにした。

　それからしばらくして。

　家に到着しようとしていたところでのことだ。

　弘樹のスマホに一通のメールが届いた。

　ララノアからのものだ。

　デートの感想だろうか？

　それともおやすみの言葉だろうか？

　家の駐車場に車を止めたあと、メールを確認した弘樹は、驚きのあまり目を疑った。

　メールのタイトルが『危なかった』だったからだ。

　いったいどうしたのだろうかと、焦りながら本文を読み進めて、そのタイトルの意味を、ようやく理解することができた。

　車から降りて、寮に戻る途中のこと。

　ララノアは散歩していたクラスメイトと、出会ってしまったらしい。

　ギリギリ車が見えない場所で距離もあったから、なんとかバレることはなかったとはいえ、かなり危ない状態だ。

『今後、夜に外に出るときは、もう少し離れた場所で降りるようにした方がいいかもしれない』

　ララノアから送られてきたメールの最後の一文はそれだった。

（確かに、ララノアの言う通りだな）

　最初の頃は寮に閉じこもりがちだったエルフたちだが、今ではかなりこの世界に慣れてきていて、自由に行動をするようになってきている。

　なので、これまでよりも慎重にならなければ、二人の関係も露呈してしまうだろう。

『わかった、今後はそうしよう』

　弘樹はそうメールを返信する。




　これからはもっと気をつけなければいけない。

　そんなことはわかっていた。

　そもそも二人の関係が露呈しないようにというのは、自分から言い出したことなのだ。

　でも、その後も、つい自分の欲望に負けて、二人の関係が露呈しそうになってしまうことはあった。




　それは、ある日の放課後。

　午後五時のことである。

　今日は学校に残ってやることは特にない。

　なので弘樹は早く家に帰ろうと思い、帰宅前、最後の見回りをしていた。

　すると突然、遠くから声が聞こえてくる。

　生徒たちの声だ。

　その中に、ララノアの声も混じっている。

　弘樹が授業をしている教室から聞こえてくるものである。

（こんな時間に、いったい何をしてるんだ……？）

　そんな風に考えながら扉を開くと、エルフの少女の姿が三人見えた。

　皆、制服姿で、ララノアと二人の少女が机を挟んで向かい合うような形になっている。

　どうやら、ララノアが勉強を教えているところのようだ。

　そのうちの一人が顔を上げて弘樹の姿を確認し、驚くように言った。

「あ、先生！」

　それでララノアと、もう一人のエルフの視線も、弘樹に向けられる。

「先生殿、どうしてここに？」

「帰る前の見回りの最中に声が聞こえたからさ。確認しにきたんだ」

　ララノアの疑問に答えて弘樹は続けた。

「お前たちこそ、何をしてるんだ？」

「見ての通り、わたしが二人にわからないというところを教えていたんだ。でも、ちょうどよかった。たった今、終わったところなんだ」

　ララノアがそう言う中、二人の少女は机の上の筆箱やノートを鞄にしまいはじめていた。同じく帰宅の準備を整えて、ララノアも鞄を持って立ち上がる。

「そうだ、わたしは先生殿と少し話がある。お前たちは先に寮に戻っていてくれ」

「了解しました」

　答えた少女ともう一人の少女は、揃って教室を出ていった。

　教室に残されたのは弘樹とララノアだけだ。

　先に口を開いたのは、ララノアの方だった。

「勝手に教室に残っていて悪かったな。問題があるようならば、今度からは寮でやるようにするが……」

「いや、別にここで構わないよ。お前らが残ってるなら、俺も教務室に残ってるしさ。俺が出ていく用事がある日は、一言声を掛けてくれたらそれでいい。ちゃんとララノアが戸締まりしてくれるならだけどね」

「もちろん、しっかりとさせてもらう。弘樹の計らいに感謝するぞ♡」

「……話っていうのは、それだけか？」

　少しからかうように、弘樹は訊ねる。

　すると、ララノアは照れくさそうに頬を染めて、視線を逸らした。

「いや、その……。家に帰ると言っていたが、これから弘樹は用事はあるのか？」

「特にはないけど……ララノアは？」

「わたしも、特にはない。夕食の時間までは、寮に戻って本でも読んでいようと思っていた。それくらいなのだが……」

「本当にララノアは、頑張り屋なんだな」

　そう言って、弘樹はララノアの頭を撫でた。

「……こうして弘樹に褒められるのは、本当に嬉しい……」

　ララノアは微笑み、弘樹の身体に両腕を回した。

　弘樹もそれを受け入れ、同じように両腕で抱き返す。

「そういや、こうして教室で二人きりっていうのは、はじめてのことだよな？」

　そう言って、弘樹はキスをする。

　本当は「それならデートでもするか」と誘うつもりだった。

　でも、気持ちが盛り上がってしまったのだから仕方がない。

「んちゅっ……ちゅぱっ……ちゅ……れろ……」

　唇を唇で啄むようにしながら、口の中に舌を挿入し、絡めていく。

　そこで、ララノアが抵抗を見せた。

「ちゅぱっ、れろ……ん、弘樹っ……さすがにここではダメだ……いろいろと、危険すぎるのではないか……？」

「いいだろ、誰もいないんだから」

「外から、声が聞こえる」

「……ん？」

　その言葉で気付いた。

　確かに、かすかだが外から声が聞こえる。

　近くの窓から外を眺めると、エルフたちが槍の稽古をしていた。

　どうやら窓が少し開いているようだ。

「それに、誰かが入ってきたらわたしたちの関係がバレてしまうじゃないか……」

「だったら、窓を閉めればいいじゃないか。もちろん、部屋の鍵もさ」

　まずは窓を閉めて、部屋の扉にも鍵を掛けた。

　そして弘樹は、ララノアの元に戻っていく。

「これで何も問題ないだろ？」

「……弘樹は、そんなにここでしたいのか？」

「こういうの、夢だったんだ。学生時代には、できないことだったしさ」

　再び、弘樹はララノアにキスをする。

　そして、そのままララノアを押しつけるように机の上に座らせ、陰部を弄り続けた。

　唇と唇の間で混じり合う吐息。

「やっぱり、お前もいつもより興奮してるのか？」

　そう思ったのは、ララノアの吐息が、いつもよりも激しいような気がしたからだ。

「だって、ここは学び舎なのだぞ。こういうことをする場所では……」

「でも、だからこそ、興奮してるんだろ？」

　それは、弘樹も同じだった。

　やめる選択肢なんてない。

　指で陰部を弄るたびに、ララノアの口から漏れる可愛らしい嬌声。

　加えて、陰部からはクチュクチュと激しい音が響くような状態になっている。

（ちょっと確認してみるか）

　そう考えた弘樹は陰部から指を引き抜き、股ぐらの中に頭を突っこんだ。

　むわっとした空気と、女の香しい香りが鼻腔に流れこんでくる。

「ちょ、弘樹何をッ!?」

　ララノアはスカートの上から、弘樹の頭を押さえた。

「何って、パンティを下ろそうと思って」

　股ぐらから顔を出して、弘樹は答える。

「それなら、言ってくれ。自分で下ろすから」

「いや、俺が下ろしたいんだ」

「え？」

「いいだろ？」

「……弘樹がそうしたいなら、好きにすればいいと思うが……」

「そうだ、だったらそのまま、スカートを持ち上げてて」

「わ……わかった……」

　戸惑いながらもそう答えて、言われた通りにララノアはスカートを持ち上げる。

　いわゆる、たくし上げの状態だ。

「いいよ、すごくいい……」

　スカートを上げて、パンティが見えている姿は、とても素晴らしいものだ。

　弘樹は下半身が熱くなるのを感じながら、パンティに手を伸ばした。

　するするとおろしていくと、なだらかな丘陵と、そこに生えそろった若気の存在を確認することができた。

　こうして明るいところで、ララノアの陰部をじっくりと眺めるのは、はじめてのことだ。まっすぐで綺麗な縦筋である。

「それじゃ、と」

「なっ!?」

　パンティが地面に落ちると同時のこと。

　弘樹は股を開かせて、その間に頭を入れていった。

「なにをするんだ!?」

「どれくらい濡れてるか、確認しようと思ってさ」

　そう言いながら、縦筋を指で開いていく。

　すると、目には綺麗なピンク色が映った。

　さっきまで指で弄っていただけあって、想像以上に濡れている。

　まるで、泉のようだ。

　欲望のままに、弘樹はそこに吸いついた。

　乙女の甘酸っぱい味が、口の中に広がっていく。

「あっ……だめだっ……！　そんなところっ！」

　与えられる快楽の刺激に耐えかねたのだろう。

　ララノアはスカートから手を離し、弘樹の頭に両手を置いた。

「弘樹、もうやめてくれ！　そんなところを……くぅっ、舐めるのはっ！」

　しかし、弘樹はやめることはなかった。

「んぅうっ……くぅんっ……♡」

　弘樹が舌を動かすたびに、ぴくぴくとララノアの下半身が動き、口からは嬌声が漏れる。

　感じているのだろう。

　でも、それよりも感じるのは、やはりクリトリスのようだ。

「あっ、そこっ……ぁっ……ダメっ……ダメだッ！」

　クリトリスを吸い上げると、ララノアは激しく下半身を震わせた。

　だが、弘樹はそれで離れることはない。

　それどころか舌先でぷっくりとした膨らみをなめ回しながら、再び吸い上げたのだ。

　それで、ララノアは達してしまったようだ。

「んくぅっ！　ぅうっ、んんぅうう〜〜〜ッ……!!」

　激しい嬌声と共に、ぷしゃあぁああっと、クレバスの間から愛液を噴出してしまう。

　今は仰向けのまま、片手で顔を隠すような形になって机の上に寝転がり、ハァハァと熱い吐息を漏らしていた。

　どうやら、イってしまったようだ。

　しかし、これで終わりというわけではない。

　弘樹はララノアの片足を持ち上げるようにして、肉棒を挿入した。

「あっ……！」

　いきなり、高らかに甘い声をあげたララノアの膣壁が、キュッとペニスをきつく締めつけてくる。

　イったばかりだということもあるのだろう。

　普段よりも膣内は激しく蠢いていた。

　それだけに気持ちがよく、弘樹も少し張りきりすぎてしまった。

「くっ、んうっ……！　弘樹っ……！　ちょっと痛いぞ！　激しすぎだッ！」
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　そう言われて気付いた。

　ララノアの身体は机の上で斜めになっているし、足も無理矢理開かせすぎている。

　この体勢では、確かに痛いかもしれない。

「だったら、これはどうだ？」

「なっ……!?」

　ペニスを一度抜いた弘樹は、ララノアを机の上に俯せに押しつけた。

「……これなら、大丈夫じゃないか？」

　そう言った弘樹は、お尻を両手で掴むようにしてペニスを挿入し、ピストンを再開する。

　机に押さえつけられているララノアは、どうすることもできそうにない。

　さっきのように痛みを口にすることもないが、一方的に、弘樹が攻め続ける形になっていた。

「ああっ！　ダメだっ……！　こんなの激しすぎてっ……ふぁっ、んんぅっ……♡」

　そう口にするララノアは、必死に快楽の波に耐えているようだ。

　弘樹がピストンを繰り返すたびに、ガタガタと揺れる机を両手で必死に掴んでいる。

（それにしても、ほんとすごい状況だよな……）

　腰を前後させ続けながら、弘樹は思う。

　なにせ夕陽が射しこむ校舎の中で──。

　いつも生徒たちが勉強をしている机の上で、セックスをしているのだ。

　その背徳感がたまらない。

　しかも、自分は教師という立場なのである。

（それに相手が、エルフの恋人なんだもんな）

　まるでエッチなゲームのようにしか思えないような状態だ。

　弘樹は一度ピストンを止めて、ララノアの尖った耳に触れた。

　そして、そのまま黄金色の髪を撫でる。

「ララノア、こっちを見て」

　その言葉を受けて振り返ったララノアの表情は、真っ赤に染まっていた。

「弘樹……このまま、続けるのか？」

「もちろん♡」

　膣内をかきまわすように腰を動かしながら答えた弘樹は、続けてララノアの右腕を引っ張り、顔を近付けてキスをする。

　そして、激しいピストンを再開した。

　パンパンと教室の中を反響する肌と肌がぶつかり合う音と、吐息混じりに漏れ出すララノアの嬌声。

　弘樹の興奮はピストンを繰り返し、膣襞を抉るたびに増していく。

「んぅっ、弘樹っ……さっきから、わたしは、もう……♡」

　どうやら、ララノアはそろそろ限界のようだ。

　顔を見ても、必死にイキそうになるのを耐えているのがわかる。

「大丈夫、俺もそろそろイクからっ……！」

　そう言う弘樹は絶頂に達しようとする中で、どこに射精しようかと、一瞬考える。

　しかし、外に出したら制服も机も、床だって汚れてしまう。

　つまるところ、選択肢はないも同然の状況だ。

　なので、迷うことなく弘樹は、そのままララノアの膣内に射精をする。

「あっ、駄目だっ……！　中っ……流れこんできて……あっ……イクっ……！　くぅっ……んうぅ〜〜ッ……♡」

　たっぷりと精子を注ぎこんで、しばらくしたあとのこと。

　弘樹がゆっくりとペニスを引き抜くと、太ももを撫でて滑り落ちていくように、陰部から精子が漏れ出した。

　ララノアは、机から上半身を動かそうとしない。

　顔を横にして、ハァハァと熱い吐息を漏らしながら、再び絶頂へと辿り着いたあとの余韻に浸っていた。

　しかし──。

　ガタガタと教室の前の扉が突然音を立てはじめたことで、状況は一変する。

「────!?」

　慌てて机の上から身体を起こすララノア。

　目が合った瞬間、弘樹とララノアは頷きあった。

　早く、この状況をなんとかしなければならない。

　それが互いに一致する意見だった。

　慌てて、弘樹が下がっていたズボンを引き上げると、扉の向こうから呟きが聞こえてくる。

「あれ……？　鍵、閉められちゃったかな？」

　それは、さっきまでララノアが勉強を教えていた少女の声だ。

「ララノア、早く服を着て。俺が時間を稼ぐから」

　小さな声でそう告げたあとのこと。

　自分の着衣を直しながら、弘樹は扉へと向かっていく。

　鍵に続いて扉を少しだけ開けると、この場から立ち去ろうとしている少女の姿を見ることができた。

「あれ、先生……？　いらしたんですか？」

　扉が開いたことに気付いて足を止めた少女は、振り返ってそう言った。

「ララノアと話がこみ入ってしまってさ。大事な話だったから、他の人に聞かれたら困ると思って、鍵を閉めてたんだ。それより、どうしたんだ？」

「えっと、机の中に筆箱を忘れて……」

「これだろう」

　そう言って、後ろからララノアが筆箱を差し出してくる。

　振り返ってみれば、ララノアはすでに服装は整えていた。

　さっきまでエッチしていたようにはまったく見えない。

「あ、これです。ララノア様、ありがとうございます」

「もう、話は終わったところなんだ。わたしも共に、寮に戻ろう。それでは先生殿。また明日、教室で──」

　ララノアは一礼して、少女と一緒に教室から出ていった。

（なんとか誤魔化せてよかったけど……）

　エッチの余韻を楽しんだり、そのあと二人でデートしたりなんてことにはならなかった。

　それは、少し残念だ。

　弘樹は愛液や、お互いの汗で濡れた机や床を拭き、椅子も片付けて教務室に戻り、学校を出て、家に帰った。

　そこで、ララノアからのメッセージがスマホに届く。

『危なかっただろう。教室でするのは もうダメだ(--#)』

　弘樹は思わず顔を引きつらせて、苦笑してしまう。

　でも、もっともなことだ。

　残念だが、仕方ない。

『わかった』

　弘樹はメールを返信した。

『今日はホントにゴメン。ちょっと調子に乗りすぎた。これから気をつける』

　ララノアと秘密の恋人関係を続けること。

　それが、なにより弘樹の大切なことなのだから。

　ララノアから返ってきたのは『♡』のスタンプだった。

　弘樹は同じ『♡』のスタンプを返信する。

　お互いの気持ちが変わらない証明のようなものだ。




　弘樹とララノア。

　二人の秘密の、恋人同士の関係は、これからも続いていく。
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　ララノアたちが留学してきて、一カ月半が過ぎていた。

　留学期間は約三カ月なので、ちょうど中間地点である。

　弘樹が教師をはじめてからはちょうど一カ月。

　先生の仕事にも慣れてきていた。

　そんな中でのことである。

　昼休み。

　昼ご飯を食べる前のことだ。

　ポケットからスマホを取り出すと、朝子からのメッセージが届いていた。

　時間ができたら電話をくれというものである。

　いったい何の用だろうと思いながらも、弘樹は朝子に電話をした。

「……姉さん、どうしたの？」

『伝えるのを忘れていたんだけどね、来週末、ララノアには異世界に戻ってもらうことになるから』

　そんな朝子の言葉を聞いた瞬間、弘樹の目の前がくらりと揺らいだ。

「それって、どういうことなんだ？」

　そんな話、ララノアから聞いてない。

　なんで？　どうして？　と、疑問や不安が脳裏を過ぎる。

　もしかして、ララノアとの関係がバレてしまったのだろうか？

　なんて思ったのだが、どうやら違ったようだ。

　朝子曰く、元々、留学期間のちょうど半分の時期にある、エルフの村で行われる祭事の際──ララノアが一度、エルフの村に帰還することは、あらかじめ決まっていたことのようだ。

　村のしきたりとして、式典でララノアがやることがあるらしい。

『ただそこで一つ、予定にないこと──というか、要求がエルフ側からあったのよ』

　それは、教師である弘樹に同行して欲しいというものだった。

　ララノアが求めたものではない。

　異世界側──。

　ララノアの実家側からの要請で、その理由は、朝子にはまだよくわからないという。

　今、問い合わせ中だということのようだ。

「詳しいことは、ララノアから聞いた方がいいかも。最近、向こうと手紙のやりとりをしていたしね」

「わかりました。そうしてみます」

　とはいえ、昼休みの残り時間はその時点で少なく、聞く時間はなかった。

　午後の授業は実技訓練ということもあり、ララノアたちが体操服に着替えている最中だったからだ。

　この学校のカリキュラムは、午前中が座学。

　午後が実技訓練となっている。

　午前の座学はもちろんこちらの世界の一般教養を教えるもの。

　だいたいが弘樹の担当になる。

　午後の実技訓練はこちらの世界の挨拶の仕方や、スマホの使い方、こちらの世界の料理や音楽に親しんだり、運動をしたりなども含まれる。

　ちなみに今日の実技訓練は、こちら側の世界のものではない。

　こちら側の世界に来ている間に、あちら側の世界で、エルフとして生きていくための腕が鈍ってもよくないということで、実技の授業の中には、彼女たちの世界で必要な技術の訓練も入っているのだ。

　今日は講堂で、エルフたちが弓の訓練をすることになっている。

　指導をするのは、生徒の中で誰より弓の技術にすぐれているララノアだ。

（……なんだか、ヘンな光景だな……）

　開始された実技訓練の様子を眺めながら、弘樹は思う。

　なにせ、こちら側の世界でエルフたちが体操服を着用し、講堂で弓の訓練をしているのだ。

　いったいここがどこであるのかと、世界観が揺らいでしまうような光景である。

（でも、やがてはこういう光景が普通になるのかな……）

　なんて、そんな風にも思ってしまう。

　このままいけば、二十年後にはそうなっていてもおかしくない。

　エルフと人間など、異種族同士の子供なども現れる可能性だってある。

（俺がララノアと結婚して、子供をつくったら、そうなるんだもんな）

　そこで思い出したのは、昼休みの話だ。

　弘樹にエルフの村へと同行して欲しいというものである。

　それはある意味で、ララノアの──。

　恋人の実家に向かうということになるわけで。

（ほんとにララノアは、どういうつもりなんだろう？）

　考えれば考えるほど、疑問が深まっていった。

　やがて実技訓練の時間が終わり、放課後がやってくる。




「ララノア、ちょっといいか？」

　講堂から出ようとしていたララノアを、弘樹は呼び止めた。

「先生殿、どうしたんだ？」

　ララノアは足を止めて、弘樹の前で立ち止まる。

「ちょっと話があるんだ。ホームルームのあとに、教務室に来てくれないか？」

「……ん？　ああ、わかった……」

　いったいなんだろうと顔に疑問を浮かべていたが、深く質問はしてこなかった。

　そのまま他の生徒たちと一緒に、着替えに向かっていく。

　よくよく考えたら今呼び出して話をしたほうが、じっと近くで体操服姿を見られて嬉しかったかも──なんて思うところもあるが、そうだと、自分の収まりもつかなくて、まともに話もできなそうだ。

　そもそも、学校ではエッチしないと決めたばかりなのだから避けた方がいいし、これから自分が教壇に立つホームルームだってある。

（でも、今度、部屋で体操着は着てもらおう）

　そして、その格好のままエッチをしてもらおうなんて、そんな風に思ったのだった。
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　生徒たちが着替えを終えたあとに教室で行われたホームルーム。

　そして、放課後がやってきた。

　先に教室を出た弘樹を追うようにして、教務室にララノアがやってくる。

「……弘樹、用事とはなんなのだ？　こうして呼び出したのだから、二人きりでしか話せないことなのだろう？」

「まあな」

「エッチなことではないのならば、なんでも聞こう」

「それだったら、体操着のまま来いって言ってるよ」

　冗談めいた、そんなやりとりをしたあとのこと。

　弘樹は朝子から聞かされた話を、ララノアに告げていった。

「ああ、そういう話だったのか……。わたしは拒否をしたのだが、結局、弘樹も来ることになってしまったのだな……」

「いったい、どういう経緯でそうなったんだ？」

　弘樹の疑問に対してまずララノアが語り出したのは、生徒たちはそれぞれ、定期的に地元のエルフの村に手紙を送っているということだ。

　それは弘樹も知っていた。

　しかし、もちろん中身は知る由もない。

　その手紙にララノアたちは弘樹のことをいろいろ書いていたようで、各村の村長や、生徒たちの親が、弘樹に興味を持ったようだ。

　ちょうどララノアの村のお祭りの日には、近隣の村の村長たちが揃うので、いい機会だし、来て欲しいということになったというのが、弘樹が同行することになった理由だという。

「つまりそれって、俺が見世物みたいになるってことなんじゃ……」

「そういう部分は多少はあるだろうな。だが、弘樹なら誰の前に出ても大丈夫だ。わたしが保証する」

「いや、そんなこと言われても……」

　不安なのは変わらない。

　しかも、相手は村長たち。

　この国でいえば、たぶん政治家みたいなものだろう。

「それに確か、お前の出身の村の村長──お前のお祖父さんは、お前がこっちの世界に来るのに反対だったんだろ？　何を言われるかわかったもんじゃないし……」

「それこそ、本当に大丈夫だ。ぐちぐちと何かを言い出しても、きっと姉様が抑えてくれる。信じてくれ」

「だったら、いいんだけど……」

「しかし、弘樹が来ることになるとはな……。わたしとしては、違う意味で、不安が増してきてしまったぞ」

「ん？　なにか他にも問題があるのか？」

「実は、わたしが戻るのは、式典に参加しなければならないからなんだ」

「そういえば、なんかやることがあるって、朝子姉さんが言ってたな」

「ああ、舞いを踊ったり、矢を放ったりな。去年から、わたしが担当することになったのだが、もう一年が過ぎている。練習なしにこなすのは、正直言って、自信がない。それを、弘樹に見られることになるとはな……」

「そうはいっても、俺にお前らの儀式のいい悪いなんて、わかるわけはないよ。一度やってるなら、そこまで酷いものにはならないだろ？」

「……とはいえ、村の他の娘二人と一緒に踊ることになるのだ……だから、一人だけズレていれば見ればわかる！」

「あー」

　それは確かに、そうかもしれない。

「だから、今日から部屋で練習をすることにしよう」

　ぐっと胸の前で両手の拳を握りしめて、ララノアはやる気を見せた。

（しかし、本当に大丈夫なのかな）

　ララノアは問題ないと言ったが、特にララノアの祖父と会うのは緊張するし、不安なものだ。

　なにせ、恋人の育ての親なのである。

　嫌われるのは、できるだけ避けたい。

　……とはいえ。

（異世界に、行くのか……）

　まさかこんなにも早く、自分にその日がやってくるなんて──。

　それは弘樹にとって夢のようなものであって、正直、ワクワクする部分もあった。




　それから一週間が過ぎて。

　ついに、異世界へと向かう日がやってきたのだった。
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　それぞれ出国の手続きを終えたあとのこと。

　弘樹とララノアの二人は、揃ってゲートの前に立っていた。

「それじゃ、しっかりと役目を果たしてくるんだ」

　そう言った朝子に背中を叩かれた弘樹とララノアは、ゲートに向けて歩き出す。

　そのまま足を進めていくと、目の前が真っ白になって──。

　やがてまた、視界が開けてきた。

「ここが異世界なのか……」

　ゲートを潜り終えた弘樹は、思わず呟いた。

　目に映る景色は、日本と同じく森だ。

　木々の形が少し違うとはいえ、あまり場所が変わった気がしない。

　迎え入れてくれたのが人間──。

　日本人だったせいもあるだろう。

　違うところといえば、わずかだが、空気の質の差を感じたくらいだ。

　しかし、案内されるままにジープ型の車に乗りこみ、森を抜けると、弘樹は異世界に来たということを、嫌でも実感することになった。

「すごい……」

　その景色を見るなり呟いて、弘樹は絶句する。

　どうやら、かなり高地にいたようだ。

　目の前に広がる蒼い空。

　その下には巨大な森が広がっていた。

「お前が住んでいた世界って、こんなすごいところだったんだな……」

　日本ではまず見られない景色──。

　それはアフリカですら、こんな自然豊かな景色を見られる場所は数少ないだろうと思えるほどに壮大で、美しいものだった。

　それから一時間かけて山を下りると、そこには、ゲートのそばにあったのと似た、日本国のベースキャンプがあった。

　日本国は異世界のあらゆるところにベースキャンプをつくり、燃料の補給などができるようにしているようだ。

　エルフの村の側にもベースキャンプはあるという。

　ここからそのキャンプまでは、車で一時間半くらいかかることになるらしい。

　そこからまた三十分かけて、弘樹はララノアと共に、ようやくエルフの村に辿り着いた。

　もちろんエルフたちに日本語は通じないので、エルフ語への通訳が必要だ。

　とはいえララノアがいるし、弘樹たちと同じく祭りに参加する中には、日頃からオリハ村に出入りしている、エルフ語の話せる日本人もいる。

　加えてもう一人、弘樹の通訳を務めてくれる人がいることは、ララノアから聞いていた。

「ようこそ、オリハ村へ」

　そう日本語で声をかけてきた人物こそが、その通訳であり、ララノアを日本に送った人物。ララノアの姉であるクラリス＝オリハ＝アレグラス＝エルゼミアだ。

　尖った耳に、金髪で碧眼。背が高く、おっぱいがとても大きくて──雰囲気はどこかおっとりしているが、ララノアに似た雰囲気がある。

「そしておかえり、ララノア」

「はい、姉様──お久しぶりです」

　そう言って、ララノアが頭を下げたあとのこと。

　クラリスの視線が弘樹に向けられた。

「あなたがララノアの先生さんで、弘樹さんね。ララノアの姉で、クラリスです。よろしく」

　そう言ってララノアの姉、クラリスは頭を下げた。

「あ、ええと、どうも、ララノアの先生をやってる、小林弘樹です。日本語、お上手なんですね」

「ララノアと一緒に、勉強をしたのよ。せっかく別の世界との交流がはじまったんだし、これから、何かと役に立つと思って。上手と言ってくださって、とても嬉しいわ」

　にこりと微笑んで、クラリスは続けた。

「それで、いきなりなんだけど、ララノアは、これから式典の準備があるから、先生さんと一緒に行動をすることはできないの。だから、代わりにわたしが案内と通訳を務めさせてもらうわ。よろしくね♡」

「あ、はい。よろしくお願いします」

　弘樹はクラリスの差し出してきた手に、自分の手を重ねて握手をした。

　その時、視線が胸元の大きな膨らみに引き寄せられてしまう。

　どうやらそれをララノアに気付かれたようだ。

「──痛っ！」

　足元に痛みを感じて弘樹は飛び跳ねる。

　直後、謝罪をしたのはララノアだった。

「すまない。式典の準備に行こうと思ったところで、つい踏んでしまった。姉様、弘樹──いや、先生殿のことはお任せします」

「おい、ララノア！」

　声を掛けても振り返ることなく、ララノアはその場からすたすたと立ち去っていった。

　その背中を見つめながら、クラリスは困ったような笑みを浮かべて、頬を掻いた。

「あらあら〜、先生さんがわたしの胸を見ていたの、ララノアにバレていたみたいね〜」

「いや、胸って──！」

「あら、勘違いだったかしらー？　男の人は、みんなここを見るから」

　くすくすと笑みを浮かべながら、クラリスは自分の胸に視線を落とした。

　その胸はそれだけ魅力的なものなのだから。それも仕方のないことだと、弘樹は思う。

「それはともかく、さっそく村を案内したいところなのだけど、まず、最初に先生さんを、わたしたちのお祖父様──このオリハ村の村長のところに連れていかなきゃならないの。だから、ついてきてくれるかしら？」

　エルフの村で暮らせるのはエルフだけ。

　他の種族を中に入れるときはまず村長と面談し、客人として迎え入れられなければならないのだと、クラリスは説明してくれた。

　それはあらかじめ、ララノアや朝子から聞いていた話でもある。

「もちろん、ついていきます」

「それじゃ、荷物はここで預からせてもらうわ。お祖父様から宿泊の許可が下りたら、そのまま宿泊部屋まで届けるように手配するわね」

　そう言って、弘樹から荷物を受け取って近くにいた衛兵らしきエルフに預けたあと、クラリスは歩き出した。

　弘樹はそのあとを追うように歩き出す。

　その屋敷まで向かっているだけでも、村の雰囲気がなんだか慌ただしいのは、弘樹にもわかった。

「結構、賑わってますね」

「いつもはこの半分も人がいないのよ。半分は、他の村からお祭りに来ているエルフたちなの」

　そうクラリスが教えてくれた。

　確かによく見れば着ている服が少し違う気がすると周囲の人々を眺め見ていると、その中に、ララノアの姿を見つけることができた。

（あれって、式典で着用するものなのかな？）

　なにやら大人の女性から服を受け取っているところのようだ。

　そこに、数人の若いエルフの男たちが近付いてくる。

　服を見る限り、他の村の男たちのようだ。

　自分の知らない男たちと喋っているララノアの姿を見ていると、胸がざわざわしてくる。

　距離もあるので言葉は聞こえないし、聞いてもわからないだろうが、中には妙に親しげな様子で話し掛けているやつもいるのが、本当に腹立たしい。

　ただ、ララノアはあまり親しげにしている様子はなかった。

　異種族交流推進管理本部の人や、自分以外の教員と話をするときのような態度で話をしている。

　そこにはほっとしていると、突然、弘樹の目の前で、一人の少女が足を止めた。

　ララノアよりも年下だろうか。

　弘樹たちの世界で言えば中学生くらいに見える。

「キミは……？」

「あなたは、わたしの敵です！」

　返ってきたのは、自分が何者であるかという回答ではなく、敵宣言だった。

　そんな少女に鋭い眼光で睨みつけられて、弘樹は呆気に取られてしまう。

「ええと、敵って、どういう……」

「わたしから、ララノア様を奪う敵ですっ！　今すぐこの村にララノア様をおいて──」

「……ミーナ？」

「はっ、クラリス様！」

　気付けば、先を歩いていたクラリスが足を止めて振り返っていた。

　その表情と言えば笑顔だが、目の前の少女の名前を呼んだときの声のトーンを含めて、どこか恐ろしい雰囲気を纏っている。

　そのせいだろうか。

　ミーナと呼ばれた少女はびくっと身体を震わせたあと、顔を真っ青にしていた。

　そのままの低いトーンで、クラリスは言葉を続ける。

「あなたには、ララノアの式典のサポートをするという仕事があるでしょう？　こんなところで客人に失礼を働いている時間はないはずよ？」

「で、ですが、まだ客人と決まったわけじゃないじゃないですか。それにたとえ村長様が認めても、わたしは絶対に認めませんし！」

　弘樹に向けて、べーっと舌を出したあとのこと。

「……ということで、覚えていやがれです！」

　そう言い残して、少女はその場から走り去っていってしまった。

「ええと……」

　ほんと、なんだったんだろう……。

　混乱する弘樹に、クラリスが声を掛けてきた。

「ごめんね、あの子、うちのエルゼミア家のサポートをずっとしてくれているクローセル家の娘で、名前はミーナ＝オリハ＝クローセルと言うの。幼い頃からララノアの側にいてね。ララノアのことを慕っているのよ。そのララノアと離ればなれになったことで、先生さんたち日本人を──その中でも、ララノアが嬉しそうに先生さんのことを手紙に書いてくるから、先生さんのことを憎んでいるみたいなの」

「あはは、そうなんですか……」

　なんだか面倒くさいことになっているな。

　弘樹はそんな風に思ってしまった。

「それでは、行きましょう」

　再びクラリスに促されて、弘樹は歩き出す。

　それからすぐに、その場所には到着した。

「ここが、わたしたちの家なのよ」

　足を止めて、クラリスが言った。

　目の前にあるのは、明らかに権力者がここにいると一目でわかる、大きな建物だ。

　建物の佇まいはもちろんのこと。

　中に入ってからの豪華な内装に気も圧されて、弘樹の緊張はさらに増していく一方だった。

　しかし、もう逃げることはできない。

「この先に村長──お祖父様がいるわ」

　扉の前で足を止めて、クラリスはエルフ語を口にした。

「お祖父様、クラリスです。ララノアの客人を連れて参りました」

「──入れ」

　扉の向こうから聞こえてきたエルフ語に従って、クラリスが扉を開いた。

「行きましょう」

　クラリスに案内されるがままに、弘樹は部屋の中へと足を踏み入れる。

　目の前の椅子に、一人の老人が座っていた。

　人間で言えば年の頃は八十は超えているだろう。

　痩せて細身ではあるが眼光は鋭く、その目で弘樹を値踏みするように見つめている。

「貴様が日本という国からやってきた、ララノアの教師か」

「は、はいっ、小林弘樹といいます」

　と答えたところで気付いた。

「……あれ、日本語？」

　思わず口にした言葉に対して、長老はすぐに何かを答えることはなかった。

「わたしはグラジア＝オリハ＝エルダリオ＝エルゼミアだ。オリハ村の長老をしている。ララノアの祖父だ」

「ララノアさんからお話は聞いています。ただ、日本語を喋れるなんて、聞いてはなくて……少し、驚いてしまって……すみません」

「これからの時代に必要だと思い、覚えただけだ。それより、ララノアのことを聞きたい。ララノアはうまくやっているか？」

「あ、はい、それはとても。他のエルフたちをしっかりとまとめあげるリーダー役としても、頑張ってくれています」

「そうか……」

　すっと目を細めて俯いたあとのこと。

　再び顔を上げてグラジアは続けた。

「すでにララノアの両親は亡くなっていて、オリハ村の栄えある一族の跡継ぎはクラリスとララノアだけ……。それだけにわたしにとっても、この村にとっても、大切な娘だ。だから、心配しておった」

「その話は、ララノアさんからも聞いています。自分は、オリハ村の栄えある一族の娘であり、その責務を果たすためにも、これからの時代のことを考えて、日本に学びに来たのだと」

「わたしは反対したのだがな。外の世界を知るには、まだ早すぎる。そう思ったからだ」

「でも、わたしが賛成したわ」

　グラジアに続いてそう言ったのはクラリスだった。

「若いからこそ、先入観なく、吸収できるものがあると思うの。それに、他の若い子たちはみんな怖がっていたし。オリハ村から、誰も出さないわけにもいかないしね。それに、異世界の優れた医療技術があればお父様やお母様だって……」

　沈黙が室内を満たしていく。

　クラリスはそんなもの悲しい雰囲気を打ち切るようにぱんっと胸の前で両手を打ちつけて微笑んだ。

「それにしても、本当に先生さんみたいな人がララノアたちの先生になってくれて、よかったわ。前の先生はそうじゃなかったみたいだけれど、わたしたちエルフ族のことを、理解しようとしてくれているって、ララノアから聞いているわ」

「しようとしているのは、交流ですしね。こちらのことだけを教えるのではなく、お互いのことをよく知らないと、仲良くはなれないと思いますし。だから、こうしてこちらの世界に呼ばれて、エルフの村のお祭りに出られることは、本当に嬉しいことなんです。こうしてお招きくださって、ありがとうございました」

「そんな風に頭を下げる必要はない。お前が悪い者ではないということはわかった。客人として、エルフの村での滞在一日と、祭りへの参加を認めよう。ただし一つだけ、しっかりと胸に刻みつけておいてくれ」

　そう前置きをしたグラジアは一転。

　厳しい表情を見せて、語り出した。

「エルフ族は長年、他種族と混じることなく、伝統を重んじて、森の中で静かに暮らしてきた種族だ。そこから外れることは、神の罰を受けるという言い伝えを守ってな。他のエルフ族はどうかはしらんが、オリハ村の村長として、わたしは先祖代々守ってきたその言い伝えを、死ぬまで厳守するつもりだ。お前たちの出方次第では、いつでも交流を打ち切るし、排除する可能性だってあるだろう」

　その言葉は脅しでもなんでもない。

　これまでもそうしてきたし、これからもそうするつもりだという、強い意志と、凄味を感じるものだった。

　しかしまた一転。

　少し前のように表情を和らげて、グラジアが続けた。

「──話は以上だ。今日は、祭りを楽しんでいってくれ。そして、残りの留学期間、ララノアをよろしく頼む」

　それでグラジアとの会話は終了した。

　これから弘樹はクラリスに街を案内されながら、祭りの式典が行われる広場に向かうことになる。

「はぁ……」

　屋敷を出ると同時に、弘樹は安堵のため息を漏らした。

「ずいぶんと緊張していたみたいね」

「さすがに伝統ある村の長。なんだか、迫力があってさ」

「ふふふ、最後はちょっと怖いことを言ってたけど、ちゃんとこれから異世界との交流は必要不可欠なものになるって、お祖父様はしっかりとわかってるはずよ。ああ見えても、頭がいいことで有名なんだから。こうして先生さんたちを客人としてでも村に入れてくれているのも、その証拠。とはいえ──」

　くすりと笑みを浮かべて、クラリスは続けた。

「先生さんがララノアとお付き合いするとかになれば、本気で怒って大変なことになるかもしれないけどね。その場で魔法を使われて、八つ裂きにされちゃうかも」

「ちょっと、クラリスさん、何を言って！」

「うふふ、冗談よ♡　少しからかってみただけ」

「まったく、やめてくださいよ……それに、ララノアと付き合うだなんて……」

「でも、あのララノアが先生さんには懐いているようだし、それって、すごく驚きのことなのよ。ああ見えてララノアには結構可愛いところがあること、先生さんは知っているでしょう？」

「まあ、それは、それなりに……」

「そういうところ、本当に信頼してる人にしか、見せないんだから♡　手紙に書いてることを見ても、ララノアは本当に先生さんのことが好きみたい」

「て、手紙って、いったい何が書いて……」

「それは、女同士のひ、み、つ♡　でも、どうなの？　先生さんは、わたしの可愛い妹のことをどう思ってるのかしら？」

「どうって言われても」

「可愛くない？」

「いや、可愛いとは思いますけど、俺たちは、教師と生徒で……。そういう関係で付き合うなんて、俺たちの世界では、御法度なんですから」

「ふーん、そう。でもそれなら、卒業したあとなら、何も問題はないのよね？」

「確かに、それはそうですけど……」

「じゃあ、その時が来て、もしものことがあったら、わたしに相談してね。力になってあげるから」

　そう言って、クラリスはにんまりと笑みを浮かべた。

（もしかして、俺たちの関係が、めちゃくちゃ疑われてるんじゃ……）

　かまをかけられて、反応を確かめられている気がする。

　なんて思っていると、そこに数人のエルフが近付いてきた。

　ララノアの祖父であるオリハ村の長老ほどではないが、皆、年がいっている。

　若いのでも日本人に喩えるのならば三十代から四十代くらい。

　上は七十代くらいに見える。

「彼らは、先生さんの生徒のお父さんや、その村の村長よ」

　一つ山場をクリアしたかと思ったら、また山場がやってきたのである。

　……とはいえ、相手はエルフ語だったし、直接話をするわけではない。

　それに、あえて話し掛けてきただけあって、皆、弘樹に好意的だった。

　なのでほっとしたのだが、中には難しい質問を投げてくる者たちもいたので、少しは困ってしまうこともあったのは確かだ。

　うちの娘はうまくやっているかと問われたり、器量がいいだろうくらいの自慢話だったりならば問題はないが、うちに養子にこないかだとか、うちの娘は嫁にどうだなどと問われるのは、答えに詰まってしまう。

　そこはうまく通訳のクラリスに協力を仰ぎながら誤魔化していると、祭事の時間がやってきた。

　エルフ族の正装を着用したララノアと、共に儀式を行う、同じくエルフ族の正装を着用した二人のエルフが、太鼓の音に合わせて舞台の中心に現れたのである。

　用意された台の前でララノアを含めた三人の若いエルフは、しゃがみこみ、目を瞑ってそっと矢を持ち上げた。

「この儀式は、五穀豊穣、無病息災、先祖の供養の願いをこめた矢を、空へと放って、神様に届けるための儀式なのよ」と、クラリスが耳打ちして教えてくれた。

「この近辺で有力なエルフの娘がやることになっていて、二年前まではわたしがやっていたのだけれど、年齢制限があってね。今はララノアの番というわけ」

　三人が空に向けて弓を構えると、演奏と舞いが停止する。

　すると三人は、揃って矢を放った。

　その矢には魔力がこめられていたのだろう。

　赤と青と黄、三色の尾を描きながら夜空に飛んでいき──。

　やがて、爆発。

　キラキラと輝く、光の粒が落下しはじめる。

　それはまるで夜空に浮かんでる数多あまたの星々が、降り注いできているようでもあった。

　クラリス曰く、これにて祭りの儀式は終了。

　あとは飲んで食べての、大騒ぎをするだけということのようだ。

　とはいえ、そこからが弘樹の本番となった。

　次々に生徒たちの父親や、その出身の村の村長たちが、お酒を注いでくるからだ。

　それに応じ続けていると、少し酔いが回ってきてしまった。

「先生さん、大丈夫？」

　心配そうに、クラリスが訊ねてくる。

「これ以上は、ちょっとまずいかも」

　それが、素直な答えだった。

「そろそろ、お酒は遠慮しようかな」

「その方がいいわ、エルフのお酒は強いから、水を持ってくるわね」

　そう言ってクラリスが席を外してすぐのこと。

　呆れた表情を見せながら、ララノアが近付いてくる。

「ずいぶんと飲まされたようだな」

「こっちのお酒も美味しかったし、みんなが注いでくるからさ」

「まったく……」

　小さく嘆息したあとのこと。

　ララノアは弘樹に酒を呑ませた村長たちや、生徒たちの父親たちに、エルフ語で話をはじめていた。

「何を話してたんだ？」

「わたしの先生に、無理をさせるなと言っておいた。とはいえ、弘樹が皆とうまくやれているのは、わたしにとって、とても嬉しいことだ」




☆☆☆




　それからはララノアも輪の中に入って、一時間ほど宴が続いた。

　とても楽しい時間だったが、その終わりが今、訪れようとしていた。

　そんな中でのことである。

「……弘樹、ちょっといいか？」

　式典の後片付けのため、少し席を外していたララノアが戻ってきて、耳打ちをしてきた。

「どうしたんだ？」

「ちょっと、連れていきたいところがあるんだ。今から、行けるだろうか？」

「別に、構わないけど……」

　この一時間ほどは水を飲んでいたため、酔いも少し醒めてきている。

　だから問題ない。

　どこに行くんだと弘樹が聞こうとしたところでのことだ。

「連れていきたいところって、どこなのかしら？」

　二人が話をしている間に入ってきて訊ねたのはクラリスだった。

「ええと、だな……」

　クラリスの質問は日本語だ。

　なので、ララノアも日本語で答える。

「前に、先生殿が向こうの世界で素晴らしい夜景を見せてくれてな。そのお返しがしたいんだ」

　その言葉を聞いて、クラリスは理解したようだ。

「つまり、あそこに連れていくのね」

　こくりと、ララノアは頷いた。

「わかったわ。二人でこっそり村を抜け出すことは、お祖父様たちには、秘密にしておいてあげる。ただ、もう夜も遅いんだし、気をつけてね」

「それは、わかっている。あと、姉様。ありがとう」

「どういたしまして」

　共に酒を飲んでいた長老たちや、村人たちにおやすみの挨拶をして、ララノアと弘樹はそのままその場をあとにする。

　そして、宿に向かうフリをしながらも、弘樹はララノアと共に、エルフの村の外に出たのだった。




　空に浮かぶ月のような天体の光と、ララノアが手に持っているランプの光だけを頼りに、ララノアと弘樹の二人は、森の中を進んでいく。

　村を出てから、十分ほど歩いただろうか。

　突然、ララノアの持っているランプの光が消えた。

「どうしたんだ？」

　足を止めたララノアに弘樹は訊ねる。

「この先だ。目の前の茂みを越えたところが、その場所なんだ」

　先を行くララノアを追って、弘樹は茂みを越えた。

　同時に、言葉を失ってしまう。

「……すごい……」

　しばらくして出てきた言葉はそれだった。

　森の中の開けた沼地──。

　そのあちらこちらで、仄かな灯りを放っている。

「タルホと言ってな。あちら側の世界でいえば《蛍》というものに近い生物なんだ。なんだか、名前も似ているな」

　そう言って、ララノアは悪戯に笑った。

　確かに蛍に近いと思ったけれど、その数はかなりのもので、あちらこちらで瞬いている。

　こんな光景、今の日本で見られるところなんて、そうないだろう。

　その美しさに目を奪われた弘樹は、またしばらくの間何も言うことができず、棒立ちのまま、その光景をじっと見つめ続けていた。

「どうだ、弘樹？　こちらの世界も、悪くはないだろう？」

「ああ、本当に。最高だよ」

　そう言って、弘樹はララノアに視線を向ける。

「それに……」

「どうした？」

「いや、その……その格好のララノア、めちゃくちゃ格好よくて、それに、可愛いなって思ってさ」

「〜〜〜〜っ!!」

　顔を真っ赤に染めて、ララノアは俯いてしまった。

「いきなりそんなことを言うな、恥ずかしいだろうが……」

　照れるララノアに対して、追い打ちをかけるように弘樹は言った。

「でも、本当のことだって」

　そしてララノアの頬に手を当てて、そのままキスをする。

「んちゅっ……ちゅっ……ちゅぱっ……おい、弘樹……こんなところで何を……んちゅ……ちゅっ……」

　唇と唇を何度も触れ合わせながら、お互いの口の中で舌が交わり合い、感じ合う、長いキスだった。

　しかも弘樹はキスをしながら、ララノアの胸を揉みはじめる。

「俺、今の姿のララノアと、エッチしたいんだ……」

　そう言いながら、今度は下半身に手を伸ばしていった。

「ちょ、やめろっ……！　ここは……んっ……神聖な……森の中、なんだぞっ……んぅうっ……♡」

　しかし、弘樹はやめることはない。

　まずはパンツの上から縦筋を撫でるように指を動かし、陰部に刺激を与える。

　続けてパンツの中に指を入れて、直接、陰部に触れた。

「ほら、お前だって濡れてるじゃないか」

　その言葉通り、ララノアの陰部は指に粘液が付着するほどに、水気を帯びていた。

「そ……それは弘樹がキスをしたり、そこを触ったりするからで……はぅっ、んぅうんっ……♡」

「そんな可愛い声を出されたら、やめろと言われても、やめられないよ……だから、さ？」

「ひぁああんっ♡」

　大きな声をあげて、ララノアは足元から崩れ落ちてしまう。

「なんだ、イったのか？」

「いきなりこんなところで、弘樹が弄るから……」

「そうだ、いいこと考えた。ララノア、そこで自分で弄ってみせてよ」

「……な、なに？」

「ララノアが自分で、自分のオマ×コを弄っているところを見たいんだ」

　いつも以上にララノアが恥ずかしがるものだから、面白くなってそんなことを言ってしまった。

　それを聞いたララノアは、呆けた表情を浮かべている。

「な、なななな……弘樹は何を言っているのだ？　自分で、自分のを弄るなどと……もしかして弘樹、酔っているのでは……？」

「少しは酔ってるけど、正気だよ。これまで聞いたことなかったんだけど、ララノアはオナニーってしたことないの？」

「……お、オナニーだと？」

「自分のオマ×コを、自分の指で弄って、気持ちよくなることだよ」

「そ、そんなことを……これまで一度もしたことはないぞ。それをここで、わたしにしろというのか？」

「その姿でオナニーするララノアを見たいんだ。してくれないか？」

「うう……」

　困惑しながらも、ララノアは自分の股間に手を持っていった。

「そ、それで弘樹が満足をしてくれるならば、わかった……」

　ララノアは自らの下半身を隠しているレオタードの衣装の中に指を挿れて、陰部を弄りはじめる。

　さっきまで弘樹が弄っていたのだから、当然のごとくすでにかなり濡れていた。

　少し離れた場所から見下ろしている弘樹の元までも、クチュクチュと音が聞こえるくらいだ。

「んっ……どうだ？　これで……いいのか？」

「ああ、いいよ」

　ララノアの姿をじっと見つめたまま、弘樹はニヤリと笑みをこぼした。

「そのまま続けて」

「うう……」

　言われた通り、陰部を指でかき回し続ける。

「んっ……くうっ……ひあっ……あんっ……♡」

　必死に声を耐えているようだが、それは徐々に大きくなっていった。

「どうやら、気持ちいいみたいだな」

「お願いだ、弘樹。こんなのは恥ずかしい。だから、もう……」

「入れてほしいってことか？」

「それは、その……」

「だったら、そのまま続ける？」

「それは……」

　こくりと、ララノアは頷いて、ララノアは言った。

「まだ、挿れてもらう方がマシだ。こうして見られるのは、恥ずかしくてたまらない」

「それなら、しようか」

　そろそろ弘樹も限界だった。

　パンツを脱ぎ、近くにあった木に両手をついたララノアの背後に立って、弘樹は取り出したペニスの位置を合わせていく。

「さっき言った通り、早く戻らねばならないからな。するなら、早くしてくれ」

「わかってるって」

　弘樹は、ララノアの片足を持ち上げるようにして、一気にズブリと、クレバスの間に肉棒を突き入れた。

　そして、ピストンを開始する。

「はぁっ……んっ……♡　んっ……ぁんっ……♡」

　弘樹が指で弄っていたこともあるし、さっきまでララノアが自分で弄っていたこともある。

　最初から膣内はぬるぬるで、ペニスを気持ちよく包んでくれた。

　ララノアの感じ方も、最初から激しいものだ。

　そのララノアは、弘樹憧れのエルフ衣装なのである。

　興奮が止まらない。

（すごい……俺は異世界で、森の中で、エルフとセックスしてるんだ……！）

　蠢く膣肉の感触を味わいながら弘樹は感慨に耽っていた。

　変わらず、ほとんど雲が見えない空には月のようなものが浮かんでいる。

　その灯りに照らされて、エルフ族の正装を身につけているララノアの姿がしっかりと見えていた。

　汗の浮かんだ白い肌に、ピストンのたびに揺れる金色の髪。

　ピクピクと震えている尖った耳に、エルフ族の正装。

　本当にエルフとセックスをしているという実感がいつも以上に湧いてきていた。

　静謐な森の中で響き続ける、パンパンと肌と肌がぶつかり合う音。

　他に聞こえる音といえば、かすかな風に揺れる木々の葉の音色と、二人の吐息だけだ。

　そんな中、弘樹は気付いたことがある。

　ララノアが必死に歯を食いしばり、漏れそうになる声を抑え続けていることだ。

　そういえば、オナニーをさせた時もそうだった。

　それが疑問に思えたので、弘樹は訊ねることにした。

「なんで、そんな必死に耐えてるんだ？　近くに誰か住んでたりするのか？」

「……違う、そうじゃない……」

　ううんと、左右に首を振って否定したあとのこと。

　ララノアは恥ずかしそうに言った。

「鳥や、動物たちに、聞こえてしまうかもしれないじゃないか……」

　それは森のエルフとして避けたいこと。

　恥ずかしいことだという。

　だから自慰の最中も、あまり声をあげていなかったのだろう。

「へえ、そうなのか」

　ニヤニヤと弘樹は笑みを浮かべてしまう。

　むしろ、それで恥ずかしがっているララノアが可愛くて仕方ない。

　もっと可愛らしいところを見たくもなってしまう。

「そいつらになら、見せつけてやればいいじゃないか」

「っ……くぅんっ！」

　そう言いながら、さらに弘樹は腰の動きを速めていく。

「くぅっ……ふぁっ、はぁっ……あううっ……!!」

　相変わらず、ララノアは必死に声を抑えていた。

　場所が森というのもあって、なんだか無理矢理レイプをしている気分にもなってきてしまう。

　そういうゲームもたくさんプレイしていただけに、気分が入りこんでしまったというのもあった。

　もっと感じさせて、声をあげさせようと、片方の手でララノアの腰を掴み、もう片方の手でおっぱいを鷲づかみにした弘樹は、ララノアの身体を自分に引き寄せ、さらにピストンを速めていく。

　その甲斐があったのだろう。

　ララノアの口から漏れる声は、次第に激しいものになっていった。

「ああっ！　ダメだっ……そんな風にされたら、わたしはイって……ふぁっ、ああああっ！」

　そう大きな声をあげるララノアを見て、勝ったという満足感と征服感が同時に弘樹を襲うと共に、下半身の限界も近付いていた。

「ララノア！　中に出すぞっ！」

　そう声に出して腰を思いっきり突き出した時には、すでにペニスの先端まで熱いものがこみ上げてきていた。

「くぅっ、んんん〜〜っ……んっ、んぅうううっ……!!」

　必死に喘ぎを抑えるララノアの膣内に、弘樹はドクドクと精液を流しこんでいった。

（……っと、危ない……！）
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　射精を終えたあとのこと。

　あまりの気持ちよさに頭の中が真っ白になって、足元から崩れ落ちそうになってしまったが、なんとかギリギリのところで踏みとどまることができた。

　そして、同じくそのまま地面に崩れ落ちそうになっていたララノアの身体を両腕で支え、その首筋に後ろからキスをする。

「ララノア、お疲れ様」

「弘樹……激し、すぎだぞ……」

「わ、悪い……つい入りこんじゃって……」

　しばらくそのままの格好で呼吸を整え、落ち着いたあとのこと。

　陰部からペニスを引き抜くと、ララノアの太ももを伝うようにして、精液がこぼれ落ちていった。

　状況に興奮しすぎたせいだろうか。

　普段よりもたくさん精液が出たような気が弘樹はしていた。

　どうやらそれは、間違いではなかったようだ。

　互いに乱れた着衣を正し、帰路についている最中のことである。

「……おい、どうしたんだ？」

　隣を歩いていたはずのララノアの姿が消えていた。

　振り返ってみると、ララノアは内股になって、もじもじとした様子を見せていた。

「あ、すまない」

　答えてララノアは歩き出すが、どこか、違和感のある歩き方だ。

　足を引きずるように歩いている。

「足、怪我したのか？」

　もしかしてエッチの最中に捻ってしまったのだろうかと思ったのだが、どうやらそうではなかったようで、内股のまま、下半身を震わせながら、ララノアが言った。

「弘樹のが、垂れてきているんだ。そのせいで、ちょっとな。弘樹は何か、拭くものを持っていないだろうか？」

「残念ながら、何も持ってないな」

「うう……このまま、我慢して帰るしかないのか。村の者たちにも気付かれないようにして、部屋まで戻らないといけないな……」

　そう言ったあとのこと。

　弘樹を睨みつけて、ララノアは続けた。

「そもそも、わたしたちの関係がバレないようにと最初に言ったのは、弘樹の方だろう。なのに、あんなに激しくして。本当に、鳥や動物たちに見られていたら、どうするんだ」

「言った通り、別に、それは気にしなくても……」

「気にするぞ！　森のエルフの中には、鳥や動物と話ができる者もいるのだ」

「え、そうなの？」

「そうなのだ！　妖精や精霊などは大抵が会話できるし、そこから伝わる可能性だってある。それに、こっちの世界では、弘樹の世界みたいに簡単に風呂に入れたりはしないのだぞ。まったく……」

　そして、ぷんと顔をそむけてしまう。

　それからしばらく、弘樹が何を話し掛けても、ララノアは何も答えることはなかった。

「そろそろ、機嫌を直してくれよ。ほんと、俺が悪かったからさ」

「……だったらもう、無理矢理はやめてくれ……」

「わかった、もうしないから」

　そう言ってララノアの身体を抱きしめ、頬にキスをする。

「ほんと、ゴメンな」

　するとララノアは赤く頬を染めて、

「まったく……弘樹というやつは……」




　村に戻って、弘樹は床についた。

　弘樹の部屋に辿り着くまで誰にも会うことはなかったし、そこでララノアは垂れてきていた精液を拭き取ることもできた。

　なんとか二人の関係は露呈することなく、異世界での一日を終えることができたのである。

　そして、翌朝のこと──。

「弘樹、そろそろ起きろ」

「ん？　もう朝か？」

「ああ、そうだぞ。お祖父様の家で朝食を食べ終えたあとは、すぐに準備をして、学園に戻ることになる」

　そう言うララノアは、昨日までのエルフ族の正装ではなく、すでに学園の制服を着用していた。

「そっか、もう帰還か……」

　弘樹は藁布団から身体を起こして、んーっと伸びをした。

「本当は、もうちょっとこっちにいたかったな」

　一日だけだと、あまり見回ることもできなかった。

　もっともっとこのエルフの村だとか、異世界のことを知りたかったという気持ちが弘樹の中にはあった。

「弘樹にそう言ってもらえると、わたしとしては嬉しいぞ。何か、見てよかったと思えるところはあるか？」

「見てよかったものか……」

　考えて、弘樹はからかうように言った。

「やっぱり、エルフ族の正装姿のララノアが一番かな」

「な、なにを言うんだ！　恥ずかしいだろう！」

　予想通り、ララノアは顔を真っ赤にして照れてしまう。

　その姿が、とても可愛い。

「ほ、他には何かないのか？」

「それなら、やっぱり昨日の夜の景色かな」

　一面に敷き詰められたような、タルホの光。

　あれは、本当に綺麗だった。

「あの景色をララノアと見られたのは、本当にいい思い出になったよ」

「そう言ってもらえると、わたしは嬉しいぞ」

　ララノアが近付いてきて肩を寄せてくる。

「……ただ、その後のことは、どうかと思うがな」

　そう言って、睨みつけられてしまった。

「あはは、ごめんごめん」

　そう言って、ララノアの肩に頭を乗せた。

「まったく、弘樹というやつは……」とため息をこぼしながらも、ララノアは肩に頭を乗せてくる。

　どうやら、ララノアは許してくれているようだ。

　お互いの肩に頭を預け合って、そのままじっと二人の時間を過ごしていると、ガラリと音を立てて、部屋の扉が開いた。

「ララノア様、朝食の準備が整いました。弘樹様を起こすことは、もうできましたか？」

　扉の音と、続けて放たれた言葉に驚いた弘樹とララノアの二人は、驚きのあまり声をあげて、慌てて距離を取った。

　その姿を見て、ミーナはジト目で訊ねてくる。

「……お二人とも、どうされたのですか？」

「いや、いきなり声を掛けられたので驚いただけだ。そうだよな、先生殿──」

「あ、ああ……」

　あははと二人で誤魔化すように笑ったあとのこと。

「俺は着替えるから、先に行っててくれ。長老の家でいいんだよな？」

「そうだ」

　答えて、ララノアは立ち上がる。

「それではミーナ、先に行こう」

　ララノアはミーナと共に部屋を出ていこうとする。

　しかし、ミーナは途中で振り返り、弘樹を睨みつけた。

　その視線は何かを疑っている。

　そんな気が、弘樹にはしたのだった。














第四章　ウンディーネの妄執









「えー、今日からこのクラスに転入する、ミーナ＝オリハ＝クローセルさんです。みんな、仲良くするように」

　教卓の前でそう言いながら、弘樹は困惑していた。

（……まさか、こんなことになるなんてな……）

　事は、ララノアと共に異世界から日本に戻ってきて一週間後のことである。

　朝子に呼び出されたかと思えば、明後日から担当する生徒に、ミーナが加わることを伝えられたのだ。

　なにやらエルフ側からの提案というか、嘆願により、そうなったのだという。

　最初はイレギュラーすぎると拒否し、次の機会で優先すると交渉した異種族交流推進管理本部側だったが、卒業した時にもらえるパスポートも必要はないので、どうしても今すぐがいい、ララノアと一緒がいいと頼みこまれたというのだ。

　しかも嘆願書はミーナ当人や、オリハ村の村長からだけではなく、他のいくつかの村からもあったという。

　結果、異種族交流推進管理本部側が折れ、条件付きとはいえ、ミーナの留学を認めることになったのだ。

　朝子が聞いている限り、ミーナが留学したい理由は、エルフの村にララノアが帰ってきた時にいろいろな話を聞いて興味を持ったということらしいが、それは嘘だと弘樹は確信していた。

　間違いなく、自分とララノアの関係を怪しんだからなのだろう。

　それでララノアの祖父である村長や、ララノアのことが気になっている他のエルフの村の男たちをそそのかし、監視名目で留学の嘆願書を書いてもらったに違いない。

（だとしたら、かなりまずいよな）

　その予感は間違っていなかった。

　ミーナが留学してきた日からというもの。

　ララノアと一緒になった瞬間、ミーナが間に入ってくるようになって──。

　弘樹はララノアと、なかなか二人の時間をつくれなくなってしまったのである。




　そんな中、ミーナが転校してきて一週間が過ぎた日の放課後のこと。

　ゲート付近にある異種族交流推進管理本部の出張所を、弘樹とララノアの二人は訪れていた。

　二人一緒に来るようにと、朝子に呼びつけられてのことである。

　理由はあとで話すと言われたので、何なのかはわからない。

　ただ、こうして出張所に呼ばれるのは、とても珍しいことだった。

　しかも、ララノアと二人でである。

　久々のミーナ抜きでの二人きりとはいえ、喜びよりも、不安の方が勝っていた。

（ほんとに、いったいなんなのだろう？）

　そんな中、車が出張所に到着する。

　駐車場で待機していた職員によって、弘樹とララノアの二人は、すぐに朝子が待つ所長室へと案内されることになった。

「わざわざ来てもらって悪かったわね。とりあえず、そこに座って」

　朝子に促されて、弘樹とララノアの二人は、応接用のソファーに、二人並んで腰をかける。

　目の前には天板がガラスになっている、低いテーブルがあった。

　二人に続くようにその机を挟んだ目の前のソファーに朝子が座ると、すぐに職員がお茶を持ってきて、弘樹とララノア──そして、朝子の前に置いていく。

　そのお茶を一口飲んだ朝子は、手に持っていた封筒の中から数枚の写真を取り出して、テーブルの上に並べはじめた。

「今日、あなたたちにここに来てもらったのは、相談があるからなの」

「……相談、ですか？」

　そう返しながらも、弘樹の視線はテーブルの上の気になる写真に向けられていた。

　三枚の写真。

　被写体はどれも同じ女だ。

　長身で、薄茶色のフードのついた、怪しげなコートを着ている。

　ポーズを決めているものではないし、フレームにきっちりと収まっているものでもない。

　一枚は、ピンぼけしているし、そのすべてが盗撮された写真のようにも見える。

　その中の一枚──。

　右腕に渦巻く水を纏っている女の写真を手に取り、じっと見て、ララノアが呟いた。

「これは、ウンディーネ……なのか？」

「その通りよ」

　朝子が答える。

「でもって、不法侵入者でもあるわ」




　それは二日前のことだ。

　異世界側のゲートに一人の女が現れた。

　女は水を操る能力を持つ種族、ウンディーネである。

　彼女はその能力を使って警備員を倒し、異世界から、この世界へと不法侵入した。

「つまりそのウンディーネを、わたしたちに探して欲しいということなのか？」

「そういうことよ」

　説明を終えたあと、ララノアからの問いに朝子は答える。

　エルフは魔力に敏感で、他の種族の魔力をキャッチすることができる。

　だからこそ頼みたいということのようだ。

　それが弘樹とララノアをこの場に呼んだ理由だという。

「怪しげな者を見つけたら、ぜひ、わたしたちに連絡をちょうだい。このことは、他の学生たちに伝えても構わない。よろしく頼むわね」







☆☆☆




　出張所を出たあとのこと。

　弘樹とララノアの二人は、そのまま車で商店街に向かうことになった。

　ウンディーネの探索のためである。

「不法侵入したというのならば、すでに別の街に行っているのではないか？」

　車の中で、ララノアは当然の疑問を口にした。

　まったくもってその通りだと、弘樹も思うところはある。

「でも、こっちの世界に来たからといって、こっちのお金をたくさん持っているわけじゃないだろうし、移動するのも大変だろうしさ」

「まあ、それはそうだな」

　近くのコインパーキングに車を止めて、二人は商店街に足を踏み入れた。

「どうだ？　ウンディーネの気配は感じるか？」

「少し待ってくれ」

　ララノアは目を閉じて、周囲の気配を探りはじめる。

「うーん、まったく魔力は感じないな」

「ララノアが感じないっていうことならば、ここにはいないのかな」

　もしくは、うまく魔力を隠しているかどちらかだ。

　どのみち、これで帰りますというわけにもいかない。

　一応、二人は商店街を見て回ることに決めた。

　それは弘樹にとって、とても嬉しいことだ。

　なにせミーナが転入してきてからというもの、こうして二人きりの時間を過ごすことができるのは久しぶりなのである。

　正直気分はウンディーネ探索と言うより、もはや夜のデートだった。

　それはララノアも同じなのだろう。

　二人の肩と肩の距離は、時間と共に接近していく。

　そんな中で、突然、ララノアが、明るい声を張り上げた。

「なあ、弘樹。アレはなんだ！　あんなもの、前にはなかったぞ！」

「えっ、あれって……」

　少し驚きながらも、弘樹はララノアの方に視線を向けた。

「ああ、あれはクレープ屋の屋台だな」

「ほう、クレープというのか」

「薄い生地にクリームやフルーツを乗せたもので、特に女性に人気の食べ物なんだ」

「女性に人気……確かに、とても甘い匂いがするな！」

　そう言うララノアの目は、クレープ屋に釘付けになっていた。

「なんなら、食べていくか？」

「いいのか！」

　ぱっと、ララノアの表情に花が咲いた。

　食べたそうに見えたのは、間違いではなかったようだ。

　クレープ屋の列に並び、何を頼むか迷った結果、弘樹とララノアは二人は揃ってイチゴバナナチョコクレープを注文する。

「……どうだ、美味いか？」

　ララノアが店員から受け取ったクレープにぱくりと齧りついた姿を見て、弘樹は訊ねた。

「うむ！　とても美味いぞ！」

　そう満足げに答えて、再びララノアはクレープに齧りつく。

　こうして見ていると、本当に普通の女子高生のようで、とても可愛らしい。

　先に食べ終えたのは、弘樹の方だった。

　クレープの包み紙をゴミ箱に捨てたところでのことである。

「弘樹、口元にクリームがついているぞ」

　そう言ってララノアは指で弘樹の口元のクリームを拭い、その指をそのまま舐めた。

「もったいないぞ、こんなに美味しいのに」

　そう言って微笑むララノアを見て、ドキッとしてしまう。

　なによりこのようなシチュエーションは、憧れていた恋人同士そのもので、嬉しくてたまらないというのもあった。

（でも、こんな姿、ミーナに見られたら大変なことになるな）

　思わずそんな風に考えてしまったところで、弘樹のスマホが音を立てた。

　朝子からの電話だ。

『弘樹、聞こえるかしら？』

　電話に出ると同時のこと、朝子の焦った声が聞こえてくる。

『あなたたちに探索を頼んだウンディーネだけど、見つかったわ。海沿いの公園なんだけど、場所はわかる？』

「ええ……」

　夜景が綺麗なことで有名なデートスポットだ。

　どのみち、これから向かおうと思っていたところである。

『どうやら、そこで暴れているみたいなのよ。よかったら、その場に向かってくれないかしら？　場合によっては、ララノアの武力行使──そして、《束縛》の指輪や、魔法の使用も許可するわ』

「それって……」

　かなり危険な状態ということだ。

　困惑しながらも、弘樹はララノアの方に視線を向ける。

　その表情から、察するものがあったのだろう。

「弘樹、ウンディーネが見つかったのか？」

　弘樹は頷いた。

　できることなら戦いは避けたい。

　いくらララノアが強くとも怪我をしないとは限らないし、危険もあると考えたからだ。

　しかも弘樹は今、《束縛レスト》の指輪を持っていなかった。

　ララノアから返却されているが、持ち歩いてはいない。

　しかし、ララノアはやる気満々のようだ。

「場所はどこだ──すぐに向かうぞ！」

　自らの任務を、使命を果たすと、その凜々しい瞳が語っている。

　素直に、それはかっこいい。

　弘樹の憧れるエルフそのものだった。

『問題ないかしら？』

「はい」

　朝子の問いに、弘樹は頷く。

『わたしもこれから出張所を出るわ。現地で合流しましょう』

　通話が途切れると同時のこと。

「ララノア、行こう！」

「ああ！」

　先導するように、弘樹は走り出す。

　その後を追って、ララノアも走り出した。




☆☆☆




　弘樹とララノアの二人が向かったのは、朝子から告げられた場所。

　海沿いの公園だ。

　そんな二人の様子を、遠くから見ている少女がいた。

　エルフ族の少女、ミーナである。

（いったい、何が起きたというのです？）

　そもそも、どうして彼女がここにいるのかといえば、寮の中でララノアを探している最中、弘樹とララノア二人が呼び出しを受け、不法侵入のウンディーネの探索を商店街でしているという話を、異種族交流推進管理本部から用事で寮に来た女性職員に聞いたからである。

（あの小林弘樹とララノア様が、二人で探索……！）

　学園の側で見つかったら報告してくれとも言っていたが、もちろんミーナの耳には届いていない。

　なんだか嫌な予感がしたミーナは、こっそりと寮を抜け出し、商店街に向かったのである。

　はじめて来る場所だけに少し迷ってしまったが、なんとか商店街には到着することができた。

　弘樹とララノアの姿を探すのにもかなりの時間がかかってしまったが、こうしてようやく見つかったのだ！

　ただ、その二人は、まるでデートのように、何か美味しそうな物を食べながら、イチャイチャしている。

（やっぱり、あの二人は怪しいです！）

　──ララノア様は、オリハ村の高貴な血筋の者。

　あんな下等な愚かな人間族などとイチャイチャしてはいけないと、二人の前に飛び出そうとしたところでのことだ。

　二人の間に、異変が起きた。

　それでミーナは、動き出そうとしていた足を止めることになる。

　なにやら弘樹はスマートフォンという、自分も入学時に渡された文明の利器を使って、誰かと会話をしていた。

　それが、終わると同時のこと。

　ララノアが、残っていたクレープを一気に口の中に放りこんだのだ。

　そして、食べ終えたあとのゴミを捨てて、弘樹と共に走り出したのである。

　もしかして、ウンディーネが見つかったのだろうか？

　最初に思ったのはそれだった。

　状況からしたら、他にはないだろう。

（ともかく、追いかけるしかありません！）

　弘樹とララノアの二人を追って、ミーナは走り出した。




☆☆☆




　弘樹とララノアの二人は海沿いの公園に辿り着く。

　そこにはたくさんの警察官がいた。

　いわゆる機動隊の者たちも多くいる。

　その全員が銃を構えて同じ場所。

　ただ一点を睨みつけていた。

　その場所──。

　背に海を従えて、波止場に立っているのは、足元まである長い髪をした、いかにもゲームやアニメの異世界ファンタジー的な、露出の多い衣装を身につけている女である。

　その隣には、水でできた触手が全身に絡みついた、スーツ姿の男がいた。

　すでに意識がなくなっているのだろう。

　首がだらんと地面に向かって垂れている。

「あれがウンディーネか……」

「もしかしてあなたたちは、朝子さんに呼ばれてきた……」

　呟いた弘樹の元に声を掛けてきたのは、一人の警察官だった。

「ええ、そうです」

　弘樹が頷く。

「助かります。相手の魔力が強すぎるのか、《束縛》の力がこめられた銃弾も《無効化》されて、どうすることもできないんです」

　警察官が状況説明する中、ウンディーネが弘樹たちに視線を向けて挑発するように言った。

「なに？　助っ人かしら？　どうして、エルフがこんなところにいるの？」

「ここは、わたしに任せてくれ」

　弘樹に向けてそう言って、ララノアはウンディーネの方へと一歩足を踏み出した。

「おい、ララノア！」

　危険なのではと思ったが、ララノアが止まることはない。

「わたしは、不法侵入者であるお前を捕らえに来た。まずは、その人質を放せ！」

「いやよ！　わたしはこの人と、元の世界に戻るの！　だから、邪魔をしないで！」

「……その男と、戻るだと？」

「ええ、そうよ！　彼はわたしのもの──わたしのだーりんだもの！　わたしの元に──あの湖に戻れば、きっとだーりんは元の想いを！　わたしへの愛を、思い出してくれるはず！」

「弘樹、あの女は、何を言っているのだ？」

「さぁ？」

　直接聞いても埒があかなそうなので、弘樹は警察の人たちに事情を聞くことにした。

　それでわかったことは、ウンディーネに捕らえられている男は、半年前まで異世界調査に行っていた若い地質学者の一人だということだ。

　彼は調査中に、森の中で湖に辿り着いた。

　とても綺麗な湖だったのだろう。

　彼は思わず「綺麗だ」と呟いてしまった。

　その言葉は直接わからなくとも、想いは感じたようだ。

　その言葉に反応して現れたのが、その湖の精霊──男を捕らえているウンディーネだという。名はメルキュール。湖の名前そのままである。

　つまる話、湖に対して「綺麗だ」といった男の言葉が自分に放たれたものだと勘違いをして、湖の妖精メルキュールは誕生し、男に恋をしてしまったのである。

　最初は通訳を経てだったが、メルキュールは日本語を覚え、それから何度もその場を訪れた男と交流を深めていった。

　それからしばらくして──。

　その男が、日本に戻る日がやってきた。

　またすぐ来るよと言い残して男は日本に帰っていったが、その後に配置転換があり、男はすぐに異世界に行くことがなくなってしまったのだ。

　代わりに赴任してきた男からその話を伝えられて、メルキュールは絶望した。

　だが、彼女はそこで諦めず、こちらから日本に行ってやると考えたのである。

「そう、そして、わたしは日本にやってきたのよ！」

　どうやら弘樹たちの話を聞いていたようで、胸を張って、彼女は叫んだ。

　とはいえ、もちろんわかっている通り、不法侵入である。

　大暴れをしてゲートをくぐり、日本にやってきて、ようやくその男を捜し出した。

　しかし、男はすでに結婚していたのだ。

　元々、彼には異世界から戻ってきたら結婚しようと約束をしていた彼女がいたのである。

「信じられないでしょう！　わたしのことを口説いておいて！」

「いや、その……」

　弘樹は戸惑いながらも、言葉を続けた。

「そもそもその男の人はあなたのことを口説いてないし、ただの逆恨みなんじゃ……」

「違うわ！」

　すぐさま、メルキュールは否定する。

「彼とわたしは本当に結ばれていたのよ！　だから、邪魔をしないで！」

　完全に感情的になっていた。

　逆上しながら叫んだメルキュールは、宙に水の弾をつくりだし、それを弘樹たちに向けて放った。

「くッ！」

　ララノアは魔力で障壁をつくりだし、それを受け止める。

「やめろ、これ以上攻撃を仕掛けると、容赦しないぞ！」

「容赦？　エルフ風情が、精霊であるわたしに敵うと思っているの？」

　メルキュールがそう言った直後のことだ。

「ララノア、足元！」

　ララノアの足元に向けて、メルキュールの足元から水が流れてきていることに気付いた弘樹は、すぐさま叫んだ。

　しかし、少し遅かったようだ。

「なっ!?」

　突然水は男を捕らえているのと同じような触手へと変化して、ララノアの足に絡みついていく。それによって、ララノアは宙に釣り上げられてしまった。

（くそっ、どうする……？）

　このままではララノアもあのウンディーネの人質になってしまう。

　弘樹が焦りながらも、助ける方法を考える中でのことだ。

　遠くから、聞こえてくる足音があった。

「ララノア様、今、お助けしますッ！　はあああーーッ！」

「ミーナ!?」

　叫びながら駆けてきたその少女の姿を見て、弘樹は驚きの声をあげた。

（なんで、ミーナがここにいるんだ？）

　しかも、手に黄色と黒の模様が描かれたバーを持っている。

　カラーコーンの間に設置されているような、いわゆる進入禁止を示すものである。

　それは、薄い緑色のオーラを纏っていて──。

「はぁっ！」

　その緑色のオーラは、ミーナの魔力によるものだったようだ。

　その一撃によって水の触手は破壊され、ララノアの身体が地面に落下した。

　着地をしたミーナは、すぐさまララノアの元に駆け寄っていく。

「ララノア様、大丈夫ですか？」

「ミーナ……お前、どうしてここに!?」

「ララノア様が小林弘樹と一緒に商店街へと行っているという情報を聞きつけて、様子を見に来たのです！　それで探し回って、ようやく商店街でいちゃついているところを見つけたんですが、すぐに、動き出して……あとを追ったのですが、すぐに見失ってしまったんです。しかしこうしてようやく追いついたと思ったら──」

「もういい、だいたいはわかった」

　小さくララノアは嘆息をした。

「つまりは勝手に寮を抜け出したということ。それはよくないことだ……とはいえ、助かった……感謝する」

「ララノア様！」

　ララノアに頭を撫でられて、ミーナは心の底から嬉しそうな表情を浮かべていた。

　しかし一転、ミーナは弘樹を睨みつけ、手に持っていたバーを振り下ろすようにして向けた。

「あなたという者がいながら、ララノア様を危険に陥れるとは、いったい何を考えて──ってぇええっ!?」

　突然、ミーナの身体が宙に浮き、その手からバーが地面に落下する。

　どうやら、足元にウンディーネが放った、水の触手が迫っていたようだ。

　それに釣り上げられたミーナ当人はもちろんのこと、弘樹やララノアたちも気付いていなかった。

（これは、まずいな……）

　ララノアは助かったが、結果的にミーナが捕まってしまった。

　相手の人質は男を含めて二人。

　状況が悪化していることには違いない。

「……弘樹……」

　メルキュールに聞こえないようにするためだろう、ララノアが耳元で囁いた。

　なので、弘樹は同じくらいの小さな声で答える。

「なんだ？」

「そこに、ミーナが持ってきたバーが落ちているだろう？　あれにわたしが魔法を掛けて、強化をする。それで、ミーナを救ってくれ」

「……俺が？」

「その隙ができるように、わたしが陽動する。弘樹ならきっとできるはずだ。そして、ミーナを助けられたら、わたしにバーを投げてくれ。それで、わたしはもう一つの水の触手を破壊し、あの男を助ける……いいな？」

「わ、わかった。でも、陽動って──」

　その言葉を打ち消すように、メルキュールが叫んだ。

「あなたたち、何を喋っているのかしら？」

「決まっているだろう！　お前を倒す相談だッ！　風よ──」

　叫び、詠唱を開始したララノアは、メルキュールに向けて風の渦を放った。

　それが言っていた陽動なのだろう。

「今だ、弘樹！」

　ララノアが声を掛けてくれた時には、すでにバーには魔力がこめられていた。

　弘樹はもちろん普通の人間だ。戦闘経験はもちろんない。

　でもエルフたちが講堂で剣の訓練をしている最中に「先生もやってみないか」と声を掛けられて、剣を握ったことはあった。

　何回か振り下ろして、巻き藁を斬りつけたくらいだけれど、最低限の握り方、斬り方は教えてもらったのでわかっている。

　それを参考にすれば、きっとできるはず。

　そう信じて──。

「はぁあああああーーーッ！」

　弘樹は、バーを振り下ろした。

「なっ──」

　驚くメルキュール。

　見事、弘樹はララノアの魔力で強化されたバーで、水の触手を切断することに成功したのだ。

　そして、着地と同時のこと。

「ララノア！」

　振り返りながら名前を呼んで、作戦通りバーを投げた。

　それをキャッチしたララノアは、想定していなかった状態に混乱をみせるメルキュールに接近。地面を蹴ってジャンプをし、強化されたバーを振り下ろす。

「はあッ！」

　狙ったのはメルキュールではなく、水の触手だ。

　見事、それを切断し、ララノアは男を救出した。

「そんな……！」

　男を奪われ、絶望の表情を浮かべて地面に崩れ落ちるメルキュール。

　彼女は地面を両手で叩くようにして、声を荒げた。

「どうして、どうして、あなたたちは、わたしの恋の邪魔をするのよッ！」

「恋の邪魔などしていない。その恋は、キミの思いこみだって言っているだけだ」

「違う！　思いこみなんかじゃない！」

　ララノアに対して、メルキュールは涙声で反論する。

　続けて、弘樹が言った。

「思いこみだって！　キミは可愛いのにどうして一人の男に拘るんだ！　キミは魅力的なんだから、他の男だって、いくらでも──」

「……可愛い？」

　ぱっと、メルキュールは顔を上げた。

「わたしが、魅力的……？」

　じっと弘樹の目を見つめたまま、メルキュールは言葉を続ける。

（なんかこれ、まずくないか？）

　そう思ったのは、どうやら間違いではなかったようだ。

「わかったわ！」

　大声で叫んで立ち上がり、両手を広げたメルキュールは、ダンスをするように、くるくるとその場で回転しながら、まるでミュージカルのように節をつけて言葉を続けていく。

「あなたがそこにいる男のことを忘れろっていうのは、あなたがわたしに惚れたからなのね！」

　まずいと思った通りだった。

　目の前のウンディーネの性格を理解していたならば、絶対に言ってはいけない言葉を言ってしまったのである。

「弘樹、それは本当なのか!?」

「それを真に受けるなよ！　そんなわけないだろ──って……」

　振り返って、ララノアにそう答えた瞬間のこと。

　ガスッ、と。

　弘樹は後頭部に衝撃を受けた。

（なんだ、これ……？）

　その衝撃で、正面から、地面に倒れそうになってしまう。

　だが、途中で身体が停止した。

　背後から、メルキュールに抱き留められたからだ。

　朦朧とする意識の中でも、それはわかった。

　続けてメルキュールに頭を撫でられながら、声を掛けられる。

「こんな場所じゃ、本音でお話しできないわよね？　二人きりで、お話しできるところにいきましょう♡」

「弘樹ッ！」

「邪魔よッ！」

　遠ざかっていく意識の中。

　ララノアやメルキュールの声に続いて聞こえたのは、水の轟音だった。

　同時に弘樹の身体に感じたのは浮遊感である。

　そして──。

　弘樹の意識は、途切れた。




☆☆☆




「ここは……？」

　意識が戻ると共に聞こえたのは、ぽと、ぽと、ぴちゃんと、雫が水面に落ちる音だった。

　ゆっくりと瞳を開くと同時のこと。

　目に映った女の姿を見て驚いた弘樹は、思わず起き上がってしまう。

　そのせいで、ゴツンと頭をぶつけてしまった。

「ぶーっ、なんでそんなにいきなり起き上がるのよ」

　頬を膨らまして不平を漏らしたのは、その目に映った少女。

　弘樹のことを膝枕していたウンディーネ──。

　メルキュールである。

「……っていうか、ここはどこなんだよ？」

　弘樹は起き上がり、左右を確認する。

　どう見ても、ここは銭湯だった。

「うふふ、とてもいい場所でしょ？　こっちに来てからは、ここを根城にしていたのよ。昼間はたくさん人がいるけど夜は誰もいないから、ここで眠っていたの」

「そういうことなのか……」

　ウンディーネだけに、水がある場所で暮らすのが普通ということなのだろう。

「だから、今は二人だけなのよ♡」

「お、おい！」

　腕を取って、ぴたりとくっついてくるものだから、弘樹は慌ててそれを振り払い、メルキュールと距離を取ろうとしたが、その手をぎゅっと掴まれて、引き寄せられてしまった。

「もう、なんで逃げるのよ！　もしかして、照れているのかしら？」

「いや、そんなことはないぞ。というか、俺をこんなところに連れてきて、いったい何をするつもりなんだ？」

「閉鎖空間で愛し合う男女が二人きり──そんなの、やることはただ一つでしょう？」

　メルキュールは再び弘樹の腕を引っ張り、自分の身体へと引き寄せる。

「いや、別に俺はお前を愛して──」

　そこまで口にした瞬間のことだ。

　弘樹はギロリと睨まれてしまった。

　ぞくりと、背筋が震えるほど鋭い視線だ。

　下手に刺激をすると殺されてしまうかもしれないと思ってしまったほどの鋭さである。

「え、ええと……」

　どうすればいいんだ。

「あ、あのさ……」

「なにかしら？」

「ここに来てから、どれくらいの時間が経ってるんだ？」

　とりあえず状況を把握しよう。

　そう考えて、弘樹は訊ねた。

「んー、こっちの時間の単位はまだよくわからないけど、まだほんの少しよ。それが、どうかしたの？」

「いや、ちょっと気になってさ……」

　ということは、まだララノアたちはこの場所を探している最中だろう。

　運がいいことに途中で落ちることなく、スマホはポケットに入っている。

　警察が逆探知して見つけてくれるはずだ。

　それには、どれくらいの時間がかかるかはわからない。

　なにより、自分で現在地を送ることができるのが一番だ。

　とりあえず今やるべきことは時間を稼ぐことと、自分の居場所を朝子やララノアに伝えること──その二点である。

　考えた結果、弘樹はとある作戦を思いついた。

「ええと、さっきの公園で倒れたりして、ずいぶん汚れちゃったし、とりあえず身体を洗いたいんだけど……」

「だったら、わたしが洗ってあげるわ」

「へ？」

「そういうの、憧れていたのよ。とりあえず、脱ぎ脱ぎしましょうか♪」

「ちょ、ちょっと待って！」

　上着にかけてきたメルキュールの手を振り払って、弘樹は後ずさりながら言った。

「じ、自分で脱ぐから！　大丈夫だから！」

「えー、いけずー。わたしが、脱がしてあげたいのにー」

「いいから、ちょっと待ってて！」

「あっ！」

　弘樹は浴場から脱衣所に向かって飛び出し、そこで小さくため息をついた。

（これで、少しは時間が稼げるだろ……）

　それに、うまくやれば場所も伝えられるかもしれない。

　こっそりと、ズボンのポケットからスマホから取り出そうとすると、浴場から、声が聞こえてくる。

「脱ぎたいっていうなら、一人で脱いでもいいけれど、逃げるのは無駄よー？　ちゃんと影が見えてるし、逃げようとしたら、すぐに捕らえちゃうからね？」

「お、おう……」

　これまでのことから考えて、その勇気はなかった。

　下手をしたら殺されてしまうかもしれないのは、わかっているからだ。

（それでも、なんとか場所は伝えないと……）

　とりあえずスマホをマナーモードにして、メルキュールに悟られないように、弘樹は服を脱ぎながら、こっそりと現在地のＧＰＳデータ付きのメールを朝子に送った。

　まずは一つ、ミッションをクリア。

　少しすれば、きっとここに助けが来るだろう。

　あとは、時間を稼ぐだけだ。

　そこでガラリと、引き戸が開いた。

　もちろんメルキュールである。

「ねえ、まだー、だーりん？」

「だ、だーりん？」

「だって、弘樹はわたしのだーりんでしょ？　脱げないなら、わたしが脱がして……って──うふふ……♡」

　全裸になっている弘樹を見て、メルキュールは悪戯な笑みを漏らした。

「さすが、男の人の身体……素敵だわ♡　さあ、だーりん。着替えが終わっているなら、すぐに行きましょう♡」

　メルキュールに腕を引っ張られるままに弘樹は浴場へと戻らされ、シャワーの前に立たされてしまう。

「それじゃ、いくわよだーりん♡」

　そう言ったメルキュールは弘樹の目の前に立ち、ボディーソープを手のひらで泡立てていく。

　そして、それを弘樹の身体に塗りはじめた。

　首筋から肩。

　肩から腕。

　次は胸を通って下半身まで、まんべんなくだ。

　途中でボディーソープを継ぎ足してまで、身体に塗り続けていった。

　やがて、その手がペニスに触れる。

　びくっと、弘樹はその刺激に反応して、身体を震わせた。

「うふふ、可愛い反応♡　だーりん、このまま続けるわね♡」

　そう言ってメルキュールはそのままペニスを手で握るようにして、扱きはじめた。

　ボディーソープがあるだけに、滑りは抜群だ。

　次々に触れる指が、亀頭に刺激を与えて続けてくる。

「……っていうか、お前、ずっと湖の中で暮らしていたんだろ？　どうして、こんなことを知ってるんだよ……」

　時間を稼ぐためだ。

　快楽に耐えながら、弘樹が訊ねる。

「いろいろと、聞いたのよ」

　それが、メルキュールの答えだった。

「……聞いたって、誰に？」

「鳥や、動物たちによ」

　メルキュール曰く、ゲートが開通して以降のこと。

　異世界にやってきた人間たちが、森の中などでいちゃついて、エッチなことをしていることもあるという。

　それを鳥や動物たちがこっそり見ていて、こういうことをこのようにしていただとか、教えてもらっていたようだ。

「どうかしら？　間違ってるかしら？」

「いや、間違ってはいないけど……」

　弘樹自身、ララノアと森の中でエッチをしている。

　それだけに、他の人間たちを責めることもできない。

「でしょう！　ちなみに、こういうことだって知ってるのよ。ほら、そこに寝転がって♡」

「えっ!?」

「ほらほら♪」

　弘樹はメルキュールに促されるままに、床に寝転がされてしまう。

「さてー、それじゃサービスタイムのはじまりよ♡」

　そう言って、メルキュールは、自らの胸元にある二つの大きな膨らみに、ボディーソープを垂らしはじめた。

「お前、いったい何を……」

「もちろん、わたしの身体を使って、キレイキレイするのよ♡」

　胸元だけではない。

　全身にボディーソープをつけて、メルキュールは弘樹の身体の上に乗っかった。

「どうかしら？　ぷにぷにって気持ちいいでしょ？」

　弘樹の胸板におっぱいを押し当てながら、上下に動きはじめるメルキュール。

　ボディーソープがローション代わりになって、柔らかな温もりが、弘樹の身体の上を滑り続ける。

（これは、まずいぞ……）

　正直言って、めちゃくちゃ気持ちがいい。

　そのせいで、ペニスがはち切れそうな程に勃起していた。

　メルキュールはそれに気付いたようだ。

「あらあら〜、こんなに大きくしちゃって。こっちも、気持ちよくなりたいの？　だったら……うふふ……♡」

「──なっ!?」

　メルキュールは片手でペニスを握って、そのまま扱きはじめたのだ。

　もちろん身体と同じく、ボディーソープがローション代わりになっているので、何も問題はなかった。

（ああ、すごい……気持ちよすぎる……）

　まるで、天国みたいだ。

「うふふ、感じてるわね。だーりん、可愛い♡」

　さらにメルキュールはちゅっちゅっと、頬や首筋にキスまでしてきたのだ。

　やがては、口の中に舌まで入れてくる。

（も、もう、ダメだ……）

　このままではイってしまう。

　そう思った時のことである。

　メルキュールが耳元で囁いた。

「そろそろイキたくなってきたでしょ？　わたしの中でイキたい？　それとも、このままイキたい？」

「そ、それは……」

　正直、答えなくても、どのみちこのままではイカされてしまうだろう。

　今だって、必死に耐えている状態なのだ。

（早く、誰か助けに来てくれ！）

　とりあえずこのまま耐えて、時間を稼ぐしかない。

　そう思ったのだけど──。

「だーりんってば、シャイなんだから♡　それとも、わたしから挿れてほしいの？　だーりん、そういう性癖なの？　だったら、わたしから挿れてあげるわね♡」

「お、おい……！」

　メルキュールは立ち上がり、天に向かって反り返ったペニスと、自らの腰の位置を合わせはじめる。

「メルキュール、ちょっと待って、まだ心の準備が！」

「あれ？　もしかしてだーりんこういうことをするのはじめて？　わたしもはじめてよ♡　つまりはダーリンとわたしは、一緒にはじめて、身も心も一つになれるのね♡」

「いや、身だけじゃなくて、まだ心も一つになってないから！」

「もう、照れなくてもいいのよ。あんなにわたしで感じていたのに♡　それに、ダーリンのここは、早くわたしとしたいって言ってるの、わかってるんだから♡」

「う……」

　それはどれも否定できなかった。

　なにせペニスは大きく膨張し、カチカチになっているのだ。

「さあ、だーりん♡　わたしと、身も心も一つになりましょう♡」

　ハァハァと熱い吐息を漏らし続けているメルキュール。

　目が据わっているし、今にも口の端から涎を垂らし出してもおかしくない表情になっている。完全な興奮状態だ。

（まずい……！）

　このままでは、ララノアを裏切ることになってしまうだろう。

　それ以上に本番までしたら、本当に取り返しがつかないことになってしまうような気もしていた。

　でも──。

（本当にもう、どうしようもないのか？）

　ララノア、朝子姉さん──。

　誰でもいいから、早く助けに来てくれ。

　弘樹がそう願った直後のことだ。

　激しい爆音と共に、浴場の扉が吹き飛んだ。

「──何事ッ!?」

　立ち上がって、メルキュールは扉の方に視線を向ける。

　すると、爆煙の向こうにララノアの姿が見えた。

　どこから持ってきたのだろうか。

　ララノアは、手に弓を持っている。

　それと、ほぼ同時のことだ。

　弘樹もララノアの姿を捉えていたし、ララノアも、弘樹とメルキュールの姿を捉えていた。

　顔を真っ赤に染めて、怒りのあまり肩を震わせながら、ララノアは叫んだ。

「貴様、弘樹に何を──というか、弘樹も何をしてッ！」

　この状況、変な誤解をされても仕方がない状態だ。

　よって、弘樹はすぐさま弁解──もとい、説明を開始した。

「何って、見ての通り、コイツに襲われそうになっていて──」

　その言葉で、ララノアはすべてを理解してくれたようだ。

「くっ……！」と、悔しそうに歯噛みして、メルキュールに向けて矢を構えた。

「貴様──まずは弘樹から離れろッ！」

「離れろ？　わたしたちの逢瀬を邪魔しに来て、あなた、何を言っているの？」

　ララノアを挑発するようにそう言ったあとのこと。

　メルキュールは弘樹の身体に絡みつくようにしながら、その頬を撫でた。

「ねえ、だーりん♡　だーりんとわたしは、これから、身も心も一つになるところだったのにね」

　そのメルキュールの行動で、ララノアの我慢の糸はプッツリと切れてしまった。

「だから、離れろと言ってるだろう！」

　叫び、ララノアはメルキュールに矢を放った。

「あら、野蛮ね」
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　飛んでくる矢に向けてメルキュールが手を伸ばすと、水によってシールドが完成。

　矢が床に落とされてしまう。

　その直後のことだ。

「あ、わかったわ！」

　ぱんっ、と胸の前で両手を打ちつけて、メルキュールが言った。

「あなた、わたしに嫉妬しているのね」

「……嫉妬、だと？」

　そう言って、ララノアは片眉を吊り上げる。

「ええ、そうよ。あなたもわたしと同じく、だーりんに恋をしているのでしょう！」

　そして、メルキュールは弘樹の身体をぎゅっと抱きしめた。

「でも、残念♡　だーりんは、わたしのだーりんの。だから、諦めてここから立ち去って！」

「それはできないな」

　ララノアは凜とした態度で、きっぱりと答えた。

「なんですって？」

　一瞬にして、メルキュールの表情に狂気が宿る。

「どうして引き下がらないというの？　わたしから、だーりんを奪うとでもいうのかしら？」

「馬鹿なことを言うな。その必要などない。お前はさっき、弘樹と身も心も一つになるところだと言ったな。それはつまり、まだ弘樹と身も心も一つになっていないということだ……そうだろう？」

「だ……だからどうしたというのよ！　あなたが来てなかったら、わたしはだーりんと、身も心も一つになっていたもの！」

「果たして、それはどうだろうか？」

　そう、疑問を呈したあとのこと。

　ララノアは自らの胸に手を当てて、勝ち誇った姿で宣言をした。

「なにせ弘樹とわたしは、すでに、身も心も結ばれているのだからな！」

「なッ──」

　メルキュールは目を丸くする。

　それと同時のことだ。

「ああっ、わたしは、なんてことを口にして……」

　真っ赤に染まった頬に両手を当てたララノアは、恥ずかしさに耐えきれず、その場に座りこんでしまった。

（自分で宣言して何を照れてるんだ！）

　なんて思いながらも、弘樹は周囲を確認する。

　朝子たちの姿は見えない。

　まだ追いついていないようで、ほっとした。

（これなら俺たちの関係は、バレることはないな）

　そんな中でのことである。

　メルキュールは大きな足音を立てながら弘樹に迫ってきた。

「……だーりん、彼女がいたの？」

　彼女は涙目になりながら、言葉を続ける。

「それなのに、わたしにあんなこと言って、わたしを弄んだの？」

　メルキュールの肩が、プルプルと震えていた。

　このままではキレて、公園の時のように大変なことになってしまうのではないだろうかと、弘樹が身構えたその時のことだった。

「うわああああんっ……！」

「……え？」

　メルキュールは大声で泣き出して、崩れ落ちたのだった。

「やだぁあああ、このままじゃ、わたし消えちゃうぅうう！」

「ええと、いったいどういうことなんだ？」

「愛によって生まれたウンディーネは、愛する人に捨てられると、そのショックで、存在が消えちゃうの！　水に戻ってしまうのよぉお!!　うぇえええーーーん！」

　その話を聞いて、弘樹は思い出す。

　愛によって生まれたウンディーネは、愛によって死ぬ。

　そういう話を昔、何かの本で読んだことがある。

　どうやら、それと同じようだ。

「それはいいことを聞いたな。弘樹、もっと冷たい言葉を放って、完全に心を折ってやれ。それで、この女を消滅させて、事件は解決だ」

「いや、でもそれは……」

「可哀想とでもいうのか？」

「……まあ……」

「まったく、誘拐までされて襲われそうになっておいて、本当にお人好しだな。だが、弘樹のそういうところは嫌いではない。とはいえ──」

　ジト目で弘樹を睨みつけて、ララノアは言った。

「弘樹があのウンディーネと付き合うというのは、絶対にナシだからな！」

「そ、そんなことはわかってるって！」

「だったら、どうするというんだ？」

　その答えは、まだ見つかっていない。

　どうするべきなのだろうかと考えようとした、その時のことだ。

「方法は一つしかないんじゃない？」という声が、その場に響いた。

　朝子のものだ。

「朝子姉さん、いつからここに？」

「愛によって生まれたウンディーネは、愛する人に捨てられると、そのショックで、存在が消えちゃうの！　とか言ってたところよ。ララノアが早く助けに行くと先走っていってしまったから、追いつくのが大変だったのよ」

　そう答えた朝子は、背中に機動隊を引き連れて、壁に開いた穴の向こう側に立っている。

（つまりそれって、ララノアの告白は聞いてなかったってわけか？）

　あの時は確認した通りまだ誰もいなかったはずだ。

　だとしたら、タイミングはよかったのだろう。

「で、朝子殿──その方法とはなんなのだ？」

　続けて訊ねたのはララノアである。

　それに対して、朝子はあっけらかんと答えた。

「さっきの男や、弘樹の他に好きな男をつくる。それ以外に、何があるっていうのよ」

「でもそれって、別の男の人が彼女の犠牲になるだけなんじゃ……」

　思わず弘樹はそう答えた。

　どこからそんなに涙が出るのかという勢いで、相変わらずメルキュールは泣き喚き続けている。

　こんな面倒くさそうで、重そうな女性を愛してくれる人なんて、そう簡単に見つかるのだろうか？

「それについては、いいアイディアがあるの。とりあえず、今日のところはメルキュールさんはわたしたちに任せて。作戦が成功するかどうかはわからないけど、あなたたちにちゃんと事後報告はするわ」

　こうしてメルキュールは異種族交流推進管理本部に捕らえられ、ウンディーネ事件は一段落。

　後日、状況報告をすることになって、解散となったのだった。




☆☆☆




　まさか、ウンディーネ探しがこんな大変なことになるなんて──。

　正直、想像もしていなかった。

　かなり身体は疲れているし、とても眠い。

　それでも、弘樹はすぐに家に戻ることはできなかった。

　まずはララノアと共に異種族交流推進管理本部の人に商店街まで車で送ってもらい、そこで自分の車を回収。

　それに乗って警察に向かい、保護されているミーナを回収して、ララノアと一緒に寮まで送り届けるというミッションがあるからだ。

　警察署に行けば、ミーナは疲れ果てて眠っていた。

　もう夜も遅いし、それだけ疲れ果てていたのだろう。

　ミーナは寮についても起きることはなかった。

　なのでララノアが背負って車からおろし、部屋のベッドまで送り届けることになったのである。

　弘樹はその間、寮のロビーに置かれている椅子で待っていたのだが、睡魔が身体を襲ってきて──。

「……弘樹……弘樹、起きるんだ……」

　そのように声を掛けられながら、ゆさゆさとララノアに身体を揺すられて、目を醒ました。

「俺、眠っていたのか……」

「あれだけのことがあったのだ。ミーナと同じく、疲れきっていたのだろう。これから、家に帰れるのか？」

「うーん……」

　この学校から家までの距離は車で十分ほどだ。それでも運転中に眠ってしまう危険性はあったし、そもそも、帰る気力すらあまりなかった。

「ちょっと疲れてるし、今日は保健室で眠っていくよ」




　そして、翌朝──。

　保健室で目覚めた弘樹は、一度家に帰ることにした。

　三時間ほどしか寝られなかったが、寝る前に比べれば相当マシだ。

　まだ時刻は六時半。

　これから一度家に帰って、軽くシャワーを浴びてから着替えて、朝ご飯を食べて学校に戻る予定だ。

　その通りに一通りの行程を終えて学校に戻ったのは八時十五分。

　学校では昨夜のウンディーネ事件のことが話題になっているようだった。

　悪い意味ではない。

　不法侵入者をララノアと共に捕まえたということで、これまで以上に、生徒たちからの弘樹への信頼は厚くなっていた。

　それはどうやら、自分のことを敵視していたミーナも同じようで……。

　授業開始直前のこと。

　教務室にやってきたミーナは、顔を赤く染めながらも弘樹を睨みつけ、

「昨日のことは感謝しています。でも、わたしはあなたのことを、すべて認めたわけではないですからねっ！」

　そう言うだけ言って、教務室から走り去っていった。

　なんだかツンデレみたいだなと、思わず笑ってしまう。

「ともかく、元気そうでよかった……かな」

　昨夜はメルキュールの触手に捕らえられもしたのだ。

　それだけに身体や心に問題ないなら何よりだと、弘樹は心の底から、そう思ったのだった。




☆☆☆




「あれから一週間か……」

　部屋のお風呂に浸かっていると、ふとウンディーネの事件の日のことを思い出して、下半身がムクムクとしてきてしまった。

　実際、あの日以降は用事が入ったり、仕事が忙しかったりして、ララノアとエッチをするタイミングはまったくなかった。

　それだけに、ずいぶんと溜まっている。

　思い出したのは、メルキュールの裸体や、その胸の感触だ。

（いや、待て！　どうしてそうなるんだ！）

　相手はともかく、あのプレイ自体はとてもよいものだった。

（今度、ララノアにやってもらおうかな）

　そんな風に思うと同時に、ふと思った。

（そういや、メルキュールはどうしたんだろう？）

　朝子に連れていかれてからどうなったのか、まだ何も報告がない。

（明日、朝子姉さんに聞いてみよう）

　決めて、弘樹は風呂を出た。




　そして、翌日──。

　午後の授業が終了し、放課後がやってきた直後のことだ。

「ララノア、ちょっといいか？」

　帰り支度をしていたララノアに、弘樹は声を掛けた。

「どうしたのだ弘──ではなく、どうしたのだ、先生殿？」

「ちょっと用事があるんだ。教務室に来てくれないか？」

「ああ、構わないが……」

　そう答えながらもララノアは、いったい何の用なのだろうというように、不思議そうな表情を浮かべていた。

　唐突な誘い出しの上に、理由も言わなかったのだから、それも当然のことだろう。

　というよりも、言わなかったというより、他の生徒たちの前で言えなかったのだ。

「……で、いったい何の用なのだ？」

　教務室に入って二人きりになると同時に、ララノアが疑問を投げかけてくる。

　それで弘樹はまず、メルキュールがどうなったのか気になっていたので、それを訊ねるために、昼休みに従姉妹の朝子に連絡を取ったことを告げていった。

「それで、朝子に言われた通り、これからメルキュールの様子を見に行くということか」

「まあ、そういうことだな」

　報告が遅れたが、メルキュールは今、この学園の裏手にある湖の畔で暮らしていると、朝子は答えたのだ。

　そこには古びた小屋があり、それを改装したものが、彼女の住居となっているという。

　その説明を朝子が終えたあとのこと。

「ちょうどいいし、よかったら、うまくやっているか様子を見てきて、わたしに報告をしてちょうだい」などと、いきなり口走ったのだ。

「いや、様子を見に行くって……」

「怯えているの？　まあ、あんな風にさらわれた後ならば、当然だろうけれど」

　からからと笑いながら、朝子は続けた。

「見に行けばわかるけど、メルキュールはもう安全よ。それは、わたしが保証する。それでも心配だというのなら、ボディーガードにララノアを連れていけばいいわ」

　そして弘樹はこうして、ララノアに声を掛けたというわけだ。

「ついてきてくれるか？」

「もちろん、ついていくに決まっている」

　ララノアは即答した。

「あのウンディーネがまた弘樹に何かするようなら、今度は完全にその存在を消し去ってやる」




　そう言うララノアを朝子が大丈夫って言ってるんだから、たぶん大丈夫だと落ち着かせたあとのこと。

　弘樹とララノアの二人は、学園裏の湖へと向かった。

　五分ほどでその畔に辿り着く。

「おーい、メルキュールー！」

　まずは湖に向かって声を掛けたが、反応はなかった。

「あの小屋の中にいるのだろうか……？」

　畔に立っている丸太で構成されている小屋に視線を向けて、呟くように、ララノアが言った。

　状況からすればそうに違いない。

　二人は小屋の前に移動して、ノックをしながら声を掛ける。

「おーい、メルキュールー！」

　しかし、また反応はなかった。

　弘樹とララノアは顔を見合わせて首を傾げる。

「……いない、のか？」

「どうなんだろう？」

　ノブをひねってみると、扉が開いた。

「あれ？　開いてるみたいだな」

　失礼しますと、そのまま弘樹は扉を開いていく。

「──って……」

　目に映った室内の様子を見て、弘樹は絶句した。

　ララノアも同じく絶句したあと、右左と首を向けて室内の様子を眺めながら、不思議そうに呟いた。

「これは、なんなんだ？」

「なんなんだっていうか……」

　アニメや漫画、ゲームのキャラクターのポスターが、壁一面に敷き詰められているように貼られていた。

　いわゆる、乙女ゲームと呼ばれるものである。

（まさか、これが朝子姉さんの作戦なのか？）

　つまりは惚れやすく、思いこみの激しい彼女に乙女ゲーをさせて、そのキャラクターにハマらせれば、誰にも迷惑をかけることはないというものである。

　見る限り、その作戦は実質大成功のようだ。

　とはいえ──。

（いくらなんでもハマりすぎじゃないか？）

　自分たちが部屋に入ってきたことすら、まだメルキュールは気付いていない。

　彼女はパソコンの前に座って、ぐへへへと、不気味な声を漏らし続けている。

「おい、メルキュール」

「ひやぁっ!?」

　近付き肩に手を置くと、メルキュールは椅子の上で飛び上がりながら悲鳴をあげた。

「……誰!?　って元だーりんに、嫉妬エルフじゃない」

「いや、元でもなんでもないから」

　というか、嫉妬エルフって。

　そんな風に呼ばれるなんて、考えてもいなかったのだろう。

「嫉妬エルフ……だと？」と、ララノアは鳩が豆鉄砲を食らったような表情を浮かべて、呆然としていた。

「それより、ずいぶんハマってるな」

　弘樹はパソコン画面に視線を向ける。

　そこには壁に貼られているポスターと同じ、金髪イケメンのキャラクターが表示されていた。

「あ、そう！　そうなのよ！」

　嬉しそうに胸の前でぱんと両手を打ちつけたメルキュールは、壁に貼られている巨大ポスターに頬ずりをしながら言葉を続けた。

「えへへ、朝子には、本当に感謝してるわ。なにせ、御神楽くんと出会わせてくれたんだから！」

　どうやら今画面に映っているキャラクターであり、ポスターに描かれているそのキャラクターこそが、御神楽くんのようだ。

　この小屋の中に貼られているポスターやグッズの三分の一はその御神楽くんである。

「でもね、一つだけ問題があるの。御神楽くんが出てる御曹司シリーズのアニメ、二期で終わりで、三期がまだなのよ。原作のゲームのシリーズは、まだアニメをやってないのがあと一本あるし、もう二期から三年も過ぎているのによ！　ほんと、こんなに御神楽くん可愛くて、素敵で、カッコよくて、もう無理って感じなのに、信じられない！　だから、開発メーカーに苦情の電話やメールを山ほど入れさせてもらったわ。五百通も愛情の籠もったメールを出せば、絶対つくってくれるでしょ！」

「…………」

　アニメやゲームにハマらせても、結局、誰かに迷惑は掛かっているようだ。

（ほんと、愛が重すぎる……）

　御曹司シリーズの開発メーカーは、ほんとご愁傷様だが、直接的な被害が出てないだけマシと考えるべきなのだろう。

　弘樹は、心の底からそう思った。

「それはそうと、こっちの石油王シリーズの、ディーレくんが可愛くてね。来期、アニメ化するんだけど──」

「あ、うん。そっか。これ以上ゲームの邪魔をしても悪いし、俺たちはここで失礼するよ！　それじゃ！」

　聞く態度を見せたら何時間でも、マシンガントークを聞かされることになりそうなので、弘樹はララノアと共に、問答無用で小屋から飛び出した。

　同時に、ララノアが訊ねてくる。

「とりあえず、一件落着なのか？」

「まあ、そうじゃないかな」

　とりあえずは、御曹司シリーズのアニメの三期がつくられることと、メルキュールが怒らない程度に、石油王シリーズのアニメの出来がいいことを祈るしかない。

　それ以外、弘樹たちにできることは何もなさそうだった。




☆☆☆




　それからしばらく過ぎた、ある日の商店街でのことである。

　弘樹はララノアとミーナと買い物に来ていた。

　ミーナはほとんど日用品を持たずにこちらの世界にやってきたので、足りないものが多すぎて、買い足しに来たのだ。

　同行しているクラスメイトのエルフたちもいる。

　その姿を遠目から見ている一人の女がいた。

（なんだい、あのエルフたち……それに、あの男は……）

　ローブのようなものを着用し、深いフードをかぶった、怪しげな女である。

　その肌は褐色であり、フードの奥には尖った耳が見える。

（楽しそうで──幸せそうで、羨ましいことだね……）

　そういえば国の政策で、こちらの世界に留学してきているエルフたちがいると、先日、一夜を共にした男が言っていた。

　きっと、彼女たちがそのエルフなのだろう。

　こちらの国の政策に選ばれるくらいなのだから、きっといい家のエルフに違いない。

　見るからにお嬢様風なのもいる。

（それに比べて、アタシときたら……）

　思わず彼女は、悔しそうに歯ぎしりをした。

　幸せそうなエルフたち──。

　それは彼女の一番嫌いなものだからだ。

（そうだ、いいことを考えた）

　あのエルフの娘たちを見る限り、あの男にかなり好感を持っているようだ。

（若くて、見た目も悪くないしね）

　なにより、エルフにも理解がありそうだ。

　ならばいっそ、あの男を自分のものにしてしまおう。

（そうすればアタシの目的も達成できるし、あのエルフたちへの復讐にもなるしね）




　そう──。

　自分を排斥した、エルフたちへの復讐だ。




（そして、アタシは幸せを手に入れるんだ！）











第五章　ダークエルフ襲来









　月曜日の朝。

　エルフたちの先生としての一週間が、またはじまろうとしている中でのことだった。

　駐車場に車を止めた弘樹が、校舎へと向かおうと歩き出した直後のことである。

　ふらふらとした足取りで目の前を横切ろうとしている、不審人物の姿が目に入った。

　深いフードをかぶっているせいで男か女か判断できないし、人間か亜人なのかも、現状では判断することができない。

「えーと……」

　まだ不審人物は自分の存在に気付いていないように見える。

　しかも、向かっているのは街の方だ。

　この側にはゲートもあるだけに、異世界からの不法侵入者という可能性だってあるだろう。最近だって、メルキュールの件があったばかりなのだ。

　学園の教師としても、こんなに怪しげな不審人物を放置するわけにはいかない。

　なので、弘樹は声を掛けることに決めた。

「あの、そこの人──って……」

　声を掛けたところで、ばたりと突然、不審人物は正面から地面に倒れてしまう。

　そのまま俯せになって、動くことはない。

「え、ええと……」

　戸惑いながらも弘樹は倒れた不審人物の元に近付き、屈みこんで、その耳元に声を掛ける。

「あの、大丈夫ですか？」

「お腹……」

「お腹？」

「お腹が、空いた……」

　その言葉を残して、不審人物は、そのまま気を失ってしまった。

「さすがにこのまま、放置するわけにはいかないよな」

　とりあえず保健室に運ぼうと考えて、弘樹はまず、不審人物がかぶっているフードに手を触れた。

　それからすぐに、弘樹は気付くことになった。

　不審人物の耳が尖っていて、その肌が、浅黒いことに──。




☆☆☆




　学園の保健室に弘樹はいた。

　側のベッドには、行き倒れた不審人物が眠っている。

（さて、どうするかな……）

　弘樹は思わずため息をついた。

　彼女は気を失う直前に、お腹が空いたと言っていた。

　だとすれば、倒れた原因は栄養失調か何かだろう。

　教務室にはカップラーメンやパンがある。

　小腹が空いたときに食べるため、買い置きをしているものだ。

　できればそこから何かを持ってきて食べさせてやりたいが、まだ気を失ったままだ。

　この状態で食べさせるのは不可能だろう。

（とりあえず、朝子姉さんに電話するか）

　新しい転入生が来るなんてことは聞いていないし、フードのついたローブと、どう見ても怪しい格好だ。ファンタジーゲームの闇魔道師のようでもある。

　耳を見ても、彼女はたぶん、ダークエルフだろう。

　前に商店街でガングロギャルを見た時のララノアの反応や、これまでエルフたちの話を聞いた限り、エルフとダークエルフは水と油。

　ここに置いておくのは危険だし、そもそも、今、異種族交流推進管理本部からなんの連絡もなく、ダークエルフがこちらの世界に来ているということ自体、何か事件の臭いがする。

　というか、厄介な臭いしかしない。

　弘樹はポケットからスマホを取り出し、朝子に電話を掛けようとした。

　すると──。

「どこに電話を掛けようとしているんだい？」

「……え？　って──うわぁっ!?」

　背中に声が掛かったかと思えば、すぐに腕を引っ張られ、弘樹はベッドに引き倒されてしまった。目の前に見えるのは、ニヤリと歯を見せた不審人物の姿だ。

　腰の上に乗られ、完全にマウントを取られている。

「驚いた顔をしているね」

「いきなりこんな風にされたんだから、そりゃ驚いた顔もするだろ」

　弘樹は不審人物を睨みつけながら、言葉を続けた。

「……っていうか、どういうつもりなんだ？」

「アンタをハメたのさ。こうして二人きりになって、エルフたちから、アンタを奪うためにね」

　そう言って舌なめずりをした不審人物の姿が変化していく。

「これがアタシの本当の姿さ」

　どうやら前にララノアも使っていた変装の術のようなもので、衣装を変更していたようだ。

　さっきまでのローブ姿ではない。

　ローブは光になって消え去り、彼女は褐色の肌を晒した、下着同然の姿になっていた。

　しかもその下腹部には、怪しげな紋章のような痣がある。

「いったい、俺をどうするつもりなんだ？」

　問いながら、弘樹はまずいなと思う。もしもの時のための《束縛レスト》の指輪は教務室の机の中だ。

　イルザが答える。

「だから言っただろう？　アタシのものにするって──」

「おい、やめろって！」

　いきなり不審人物がズボンのベルトに手をかけてきたので、弘樹は必死に抵抗を見せた。そこに不審人物が声をかける。

「動くんじゃないよ」

　その瞳と、弘樹の瞳が重なると同時のことだ。

　不審人物の瞳が、赤く輝いた。

　どくんと高鳴る、弘樹の心臓。

　同時に、身体が動かなくなってしまう。

「なんだ、これ……？」

「驚いたかい？　今のがアタシの術の一つ。サキュバスの母親から受け継いだ《魅了》の術さ」

　その術をかければ、相手はいいなり。

　目を合わせることで掛けることができると、不審人物は言った。

　その話を聞いている最中のこと。

　弘樹は一つ、疑問に思うことがあった。

　不審人物がサキュバスと言ったことだ。

「……っていうか、サキュバスって……お前は、ダークエルフじゃないのか？」

「アタシの母親は、サキュバスなんだよ。サキュバスとエルフの子供。それがアタシ──ダークエルフのイルザというわけさ」

「そういうことなのか……」

　ダークエルフが生まれる理由の一つは、高潔なるエルフの血に異質な血──。

　それも、魔族の血が混ざることだと言われている。

　目の前のダークエルフ──。

　イルザは、それそのものということなのだろう。

「どうやら理解してくれたようだね。だったら、これからすることはわかるだろう？」

　イルザは動けない弘樹の腰の上に乗り上げて、顔を寄せてくる。

「な、何をするつもりなんだ？」

「わかってるくせに、そんな反応をするんだねぇ。もちろん、アンタの精をいただくんだよ。こんな魅力的な身体をしたアタシとエッチできるなんて、アンタは幸せな男さ」

「いやだ！　俺は、お前なんかとしないぞ！」

「どうしてだい？　ダークエルフは嫌いかい？」

「そういうわけじゃなくて、俺には、ララノアが──恋人がいるから……恋人を裏切ることはできない！」

「ララノア？　ああ、街で一緒にいた、エルフのうちのどれかかい？　こんな美味しそうな果実を目の前にしてまで拒絶するほど、愛しているエルフがいるとはねえ。ほんと、羨ましくて、ぶち壊したくなるよ」

　そう言ってイルザは弘樹の唇を、自らの唇で塞いだ。

　すると再び、どくん、と弘樹の心臓が跳ねて、その鼓動が速まっていく。

（なんだ、これ……？）

　さっきの感じとも違う。

　身体の奥底から熱くなってきて……。

「んふふ……♡」

　唇を離すと同時のこと。

　淫靡に微笑みながら、イルザは言った。

「アタシの唾液には、催淫効果があるんだよ。キスをした相手の性欲は、普段の何倍にも膨れあがるし、欲望にも素直になる。どうだい？　アンタは今、アタシとしたくてたまらないだろう？」

　その言葉通りだった。

　目の前のイルザが魅力的に見えてたまらない。

　──抱きたい。

　全身をムチャクチャにしたいという感情が湧き上がってくる。

「さあ、今度はアンタからアタシにキスをするんだ♡」

「……キス……」

　その言葉が、弘樹の中に深く沈みこんでいった。

「そうだ、とっても気持ちがいいぞ♡」

　そう言って目を閉じるイルザ。

　その言葉に背中を押されるようにして、弘樹の唇は、イルザの唇に近付いていく。

　やがて、唇が一つになると同時のこと。

　イルザが舌を入れてきた。

　それで、弘樹の舌は絡め取られてしまう。

　ちゅぱちゅぱと、二人の間に響きはじめる淫靡な音。

　口の中で舌が動くたびに、頭の中がグチャグチャにかき回されているような感じだ。

　それくらい、イルザとのキスは気持ちがいいものだった。

「あ……」

　唇が離れると同時に、弘樹は切ない気持ちになってしまう。

　もっとキスしていたい。

　気持ちいい時間を過ごしたいという想いが、胸の中からあふれ出してくる。

「キスは、またあとで、だ。もっと、もっと気持ちよくなりたいだろう？」

　こくりと、弘樹は自然に首を縦に振っていた。

　もっと気持ちよくなりたい。

　その想いが身体の奥底から、あふれ出してきている。

「なら、気持ちよくしてあげるよ」

　ニヤリと笑みを浮かべて、イルザはベッドの上に弘樹を押し倒した。

　そして弘樹の上に乗り上げ、下半身に触れた直後のことだ。

　ガラリと、保健室の扉が開いた。

「いったい、何をしてるのですかッ!?」

　その声で、弘樹はハッと我を取り戻した。

　扉の方に視線を向けて、そこに立っている少女に声を掛ける。

「ミーナ、どうしてここに……？」

「こっちの方から変な魔力を感じたので、何かあったのかと思い、確認しにきたのです。というか、小林弘樹！　あ、あなたはそんなエッチな格好をした女と、い、いったいなにをッ……！」

「ええとだな、見ての通り、俺はこのダークエルフに襲われていて──」

「ダークエルフ……！」

　値踏みするような視線をイルザに向けたあと、言葉を続けていく。

「確かに、この女はダークエルフ。しかもその感じだと、サキュバスの血を継いでいるようですね……」

「ははは、ご明察。よくわかったね、その通りだよ！」

「つまり、この状況は全部お前のせい──お前が悪いということですか。だったら、やることは一つ──お前を倒すです！」

「おい、ちょっと待てって！」

　右腕に風を纏わせたミーナを見て、弘樹は思わず声をあげた。

「なんでかばうのですか！　やはりもしかして、このダークエルフと恋仲に！」

「いや、そういうのじゃなくて──」

「ならば、いいじゃないですか。わたしだけでこいつを倒して、ララノア様に褒めてもらうのです！　わたしだって、勇敢なるオリハ村のエルフ族のはしくれ。紛い物のエルフになんて、負けませんッ！」

「だから待てって！　ここは保健室で──それに、助けを呼んだ方が絶対にいいって！」

「そんなことをしていたら、このダークエルフに逃げられてしまいます！　ってことで、くらうですよッ！　はああッ！」

　弘樹の制止を聞くことなくミーナは腕を引いて、イルザに攻撃を仕掛けた。

　しかし、イルザが慌てた様子を見せることはない。

　ミーナが放った竜巻を、魔力の障壁でかき消した。

「この程度の力でアタシに対抗しようだなんて、十年早いよ」

「くっ……！」

　悔しそうな表情を浮かべるミーナに対して、さらにイルザは言葉を続ける。

「そんな風に、嫉妬しなくていいのに」

「……嫉妬？　何が、嫉妬と言うのですか！」

「今、アンタがしていることが嫉妬さ。この男のことが──小林弘樹のことが好きだから、顔を真っ赤にして怒っているんだろう？」

　ミーナを挑発するように、にたりと、イルザは怪しげな笑みを顔に浮かべた。

「そ、そんなのじゃありませんっ！　あの男──小林弘樹にはララノア様がいるのに、あなたと、その……え、エッチなことをしていたから、怒って！」

「言い訳はいいのよ。素直になりなさい」

　イルザがそう言った直後のことだ。

　ミーナの瞳が大きく開かれる。

（まずい）

　少し前に、自分がされたことと同じだと弘樹は思う。

　そんなミーナに、さらにイルザは言葉を続けていった。

「ミーナ、アンタは、その男が──小林弘樹が好きなんだろう？」

「そ、そんなことは……」

「無理はしなくていいんだよ」

　イルザはミーナに接近し、その頬に手を当てた。

　そして、心の中を覗きこむように、じっと目を合わせる。

「今、ここにララノア様はいないんだからさ。バレなければ、問題は何もないよ」

「お、お前は、何を言って……」

「アンタは小林弘樹のことが好き。でも、敬愛するララノア様の手前、本音を表立って口にすることはできない。そういうことだろう？」

「ち、違う……わたし、は……」

「無理をしなくていいんだ。アンタが素直になるだけで、とっても気持ちよくなって、心も満たされることになるんだからね♡」

　ミーナに顔を近付けていくイルザ。

　その姿を見て、弘樹は声をあげた。

「やめろ！」

　しかしイルザがやめることはない。

　イルザはミーナの唇に、自らの唇を重ねた。

　すると、ミーナの瞳から光が消えていく。

　唇を離したあとのこと。

「もう一度訊くよ」

　と、イルザは言葉を続けた。

「ミーナ、アンタはそこにいる弘樹のことを、どう思っているんだい？」

「……嫌い……そう、最初は嫌いでした……。わたしのララノア様に粉を掛けて、奪い去ろうとしている、最低な男だと思っていました。ですが……」

「でも、なんだい？」

「……でも、弘樹は……思っていたよりもいいヒトで……わたしが何をやっても、邪険にしても怒らないで……その上で、わたしのことも、助けてくれて──」

「好きになった、そういうことだね？」

　こくりと、ミーナは頷いた。

「だったら、その気持ちを素直に伝えるんだ。そうすれば、弘樹がすべて解決してくれる。アンタは楽になれるんだ」

「わたしが、楽に……」

「だから、弘樹に訊いてごらんよ。わたしはどうしたらいいのって」

「弘樹に、訊く……」

　ミーナが視線を弘樹に向けたあとのこと。

　一歩、また一歩と、足を進めはじめた。

「弘樹……わたしは、弘樹のことが好き……好きになったら、ダメなのに……ララノア様の手前、それは、いけないことなのに、わたしは……」

「おい、ミーナ！」

「……弘樹……」

　はーっ、はーっと、熱っぽい吐息を漏らしながら、ミーナは一歩、二歩と足を進め、弘樹の身体に抱きついた。

「……弘樹……わたしは、どうすればいい……？」

　火照った顔を上げたミーナは、潤んだ瞳でじっと見つめてくる。

（ほんとにどうする？　どうすればいい？）

　ミーナの身体をやさしく抱いたまま、この状態をどう切り抜けるべきか、弘樹が考えている最中のことだ。

　ニヤニヤと笑みを浮かべながら、イルザが言った。

「早く楽にしてあげなよ。一度発情したら、その子が満足するまで、元の状態に戻りはしない──だから、やることはただ一つしかないよ」

「それって……」

「ミーナをイカせるしかないってことさ」

「くっ……」

　当然、弘樹は困惑を見せた。

（……どうしよう？）

　本番をするのはララノアへの裏切りになる。

　ともなれば、辿り着く結論は一つしかない。

　あくまで治療と割りきるというものだ。

　ミーナをイカせればいいとすれば、それしかなかった。

「少し、じっとしてろ」

　そう言った弘樹はミーナの下半身に手を伸ばし、下着の上から陰部に指を這わせはじめる。

「んぅっ……♡」

　可愛らしい声をあげて、ミーナは身体を震わせた。

　間違いなく、ミーナは処女のはずだ。

　陰部を触られるのには慣れてないだろう。

　だとしたら、陰部を撫でるだけでもミーナをイカせて、満足させることができるかもしれない。

　そうすれば元の状態に戻るだろうと考えた弘樹は、ミーナの身体を百八十度回転させるようにして、背後から抱きしめた。

　そして、片手は胸に──。

　もう片方の手はスカートの中に入れて、下着の中に指を滑りこませていく。

「んぅっ……ふぁっ……♡」

　まずは優しく、柔肉に触れた。

　誰かに触れられたことがないのはもちろんのこと、自分だってほとんど触れたことがない場所だ。

　それだけに弘樹が陰唇に沿ってかすかに指を動かしただけで、ミーナは可愛らしい声を漏らした。

　それは、弘樹の狙い通りのことだった。

　そのまま弘樹は指で陰部に刺激を与え続ける。

　すると、ミーナは身体を捩るようにして感じはじめた。

「……んぁんっ……♡　ひろ、き……♡」

「どうだ、気持ちいいか？」

　潤んだ瞳で見つめてくるミーナに弘樹は訊ねた。

「……うん、気持ち、いい……♡」

「そっか」

　ならばこのまま続けようと決めた弘樹は、柔肉をほぐしていくように指を動かし続けるのと同時に、胸に当てていたもう片方の手で乳首も弄りはじめた。

　それは、かなり効果的なことだったようだ。

　下半身を震わせながら、ミーナは言った。

「ダメ……弘樹……このままじゃ、わたしおかしく……」

「いいんだ、そのまま気持ちよくなって……。そうすれば、ミーナは元のミーナに戻るから」

「わたしが……元の……わたしに……？」

「そうだ、元のミーナに戻れるんだ」

　そう言いながら片手で豆粒状の乳首を転がし、クチュクチュと陰部を弄り続ける弘樹を、イルザはニヤニヤと笑みを浮かべながら、楽しそうに見つめていた。

　それにむっとしながらも、早くこの状況から逃れようと、弘樹は指の速度を速めていく。

　すると、さらにあふれ出てきた愛液によってチュクチュクと響く音に従って、ミーナの声も大きくなっていく。
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「あ……いいっ……気持ちいいっ……ふぁっ……あっ……んぅんっ……♡」

　下半身の震えも激しくなっていたし、乳首も硬くなり、わずかに膨らんでもいた。

　口元の締まりも悪くなり、端からは唾液もこぼれ落ちはじめている。

（そろそろかな）

　弘樹がそう思ったのは、間違いではなかったようだ。

「あっ、わたしっ、わたしっ、んぅっ、あっ、ああああっ……♡」

　全身をビクビクと震わせると同時のことだ。

　プシャアアッ……と、ミーナのクレバスの間から愛液が一気に噴き出した。

（どうやら、イったみたいだな）

　ミーナはベッドの上に倒れ、陸に打ち上げられた直後の魚のような姿になって、ピクピクと小刻みに震えている。

（これで、とりあえず落ち着いてくれればいいんだけど……）

　そう思った弘樹の耳に届いたのは高笑いだった。

　もちろんイルザのものである。

「なにをほっとしているんだい？　それで終わったとでも思っているなら、大間違いだよ」

「なッ……」

　見れば、ミーナが起き上がっていた。

　思っていたのと、状況は違う。

　指でイカせる前と同じく、熱っぽい瞳で、弘樹のことを見つめながら、変わらずはーっ、はーっと吐息を漏らし続けている。

「弘樹、もっとして……♡」

「あはは、結局、アンタは、その子とエッチをするしかないのさ。大好きな女を裏切ってね。男なら、どんな女でも抱きたい。だからこそ、わたしの術が通るんだよ」

　まずいと思ったが、遅かった。

　イルザと目が合った直後のこと。

　弘樹の目の前が真っ白になった。

（──あ──）

　次に意識がはっきりした時のこと。

　気付けばミーナに押し倒されていて、上に乗られていた。

　その姿を見て、イルザが言った。

「そうだよ、ミーナ……そのまま挿れてしまいな！」

　その言葉に従うようにミーナは腰を落としていった。

「んぅうっ……♡」

　先ほど指でイカせたのも影響したのだろう。

　小さな入り口だったが、すぐに奥までペニスが入っていった。

　そこに聞こえたのは、イルザの高笑いだ。

　弘樹はイルザを睨みつける。

「何を笑っているんだ」

「ほっとするにはまだ早いってことさ。見てごらん？　それで終わったと思っているなら、大間違いだよ」

「……なっ……！」

　気付けば、ミーナが起き上がっていた。

　想定していたのと状況が違う。

　ミーナは指でイカせる前と同じく、熱っぽい目で弘樹のことを見つめている。

「弘樹、もっと……♡」

「あはは、指だけじゃ、その子の心も身体も、満足してないようだね」

　自らの身体を弘樹に擦りつけながら誘惑しようとしているミーナを見て、イルザは笑みをこぼした。

「くっ……！」

「結局、アンタはするしかないのさ。大好きな女を裏切ってね。男なら、どんな女でも抱きたいもの──だからこそ、アタシの──サキュバスの術が通るのさ」

　イルザが瞳を赤く輝かせた。

　すると弘樹の心臓がどくんと大きく高鳴って、目の前が真っ白になる。

　次に意識がはっきりしたのは、背中に軽い衝撃を覚えたからだ。

　何が起きたのかと思えば、弘樹はベッドの上で仰向けになっていた。

　ミーナに押し倒されていて、上に乗られていたのだ。

　その姿を見て、イルザが言った。

「いいよ、ミーナ。そのままその男のチ×ポを挿れてしまうんだ。そうすれば、アンタは満足できるよ」

「弘樹のオチ×ポを、わたしの中に……挿れる……」

　ミーナが物欲しそうな顔で、天井に向けて勃起したペニスを見つめている。

「そうさ、腰を浮かせて、お前の女の部分で受け入れるんだ」

「弘樹のオチ×ポを、わたしが、受け入れる……」

　はーっ、はーっ、と興奮した様子で呼吸を繰り返しながら、ミーナは自らの腰を浮かせていった。

　そして、自分の女の部分にあてがっていく。

「そう、そのままでいいよ。そして腰を落とすんだ」

「ミーナ！　やめろ！」

　しかし、弘樹の声は届くことはない。

「んっ、んぅううっ……♡」

　先ほど指でイカせたのも影響したのだろう。

　小さな入り口だったが、すぐに奥までペニスが入っていった。

「ははは、さすがに全部は収まりきらなかったようだね。でも、これでアンタは処女卒業だ。これからは大人の女として、大好きな男と、思いっきり気持ちよくなることができるのさ」

「大好きな弘樹と……気持ちよく……」

「ああ、そうさ。そのためにも、腰を動かしてみるんだ」

「腰を……」

　俯いて、接合部に視線を向けるミーナだったが、動くことはない。

　どうやら痛みの方が大きくて、動けないようだ。

　目を腫らしてぐっと歯を食いしばり、ふるふると震えている。

　そんなミーナに、イルザが言った。

「ほら、早く動くんだ。そのままの方が、弘樹も、アンタも、痛いだけだよ」

　弘樹もとイルザは言ったが、確かにその通りだった。

　身体が小さな上に、はじめてなのだ。

　狭い膣内では、膣壁が異物を追い出そうと、強くペニスを締めつけてきている。

「わたしが、動いて……気持ち、よく……」

　自分に言い聞かせるようにイルザの言葉を呟いて、ミーナは腰を動かしはじめた。

「どうだい、ミーナ？　気持ちいいだろう？」

「……うん……気持ち……いい……♡」

　それは弘樹も同じだった。

　締めつけてくる狭い膣内の襞の感触は、かなりの快楽を弘樹のペニスに与えてくれている。

「そうかい。ならもっと腰を早く動かしな。そしたら、もっともっと気持ちよくなれるよ。弘樹と一緒にね」

「気持ち、よく……」

　その言葉は、今のミーナには甘美なものに響いたのだろう。

「わたし、もっと、弘樹と……気持ちよく……なりたい……♡」

　そう言って、ミーナは腰の速度を上げていく。

「ふぁあっ……あっ……あっ……あんっ♡」

　ピストンのたびに、可愛らしい嬌声をあげるミーナ。

「どうだ、本当に気持ちいいだろう？」

「うんっ……いいっ♡　弘樹ので、わたし、とても気持ちよくなって……んぅううっ♡」

　狭くてキツい膣内でペニスを擦り上げられるのは、いくらなんでも刺激が強すぎる。

　すぐに弘樹の下半身は、限界に達しようとしていた。

　しかし射精をするわけにはいかない。

　そう自分に言い聞かせて、弘樹は必死に我慢をしていた。

（そうだ、相手はミーナなんだぞ）

　まだ少女と言っていい姿のエルフ──。

　それも大好きな人の妹分の子宮に、欲望のかたまりを注ぐわけにはいかない。

　だが一方で、むしろそれが興奮すると思う自分もいた。

　──バレなきゃいい。

　こんな子供みたいな身体の、エルフの少女の新品の子宮に精子を注ぎこめる機会なんて、人生の中でもうないだろう。

　極上の快楽と、征服感を覚えることができるはずだ。

　それにミーナのことだ。

　ララノアが傷つくことをするはずがない。

　彼女に告げ口するようなことは、絶対ないはずだ。

　それが、自分の本心なのか──。

　イルザの術のせいで浮かび上がってくる邪心なのかは、自分では判断がつかない。

　ただどちらにしろ、このままだと射精は避けられなかった。

　そこに、さらなる刺激が加えられる。

　ふふふと、淫靡な笑みを浮かべながら、イルザが弘樹に抱きついてきたからだ。

　イルザは弘樹の乳首を指で弄りながら、耳元で囁いてくる。

「ほら、もう限界なんだろ？　そのまま、膣内なかに出しちまいなよ！」

　すでにイキそうな状態なのに、そこにイルザの愛撫も加わるとなれば、もう抵抗はしようがない。

　ミーナの腰を両手で掴んだ弘樹は壊れたように腰を振って、そのまま迫り上がってくる精液を、欲望のままに解き放った。

「あ……何か、きてるっ……！　熱いの、流れこんできてっ……♡」

「そうだ、それが精液だ。子宮で感じて、気持ちよくなるんだ！　それが、女の悦びなんだよ！」

「女の……悦び……？」

「そうだ、女の悦びだ！」

「これが、女の悦び……んぅうっ♡　こんなの、わたし……おかしくなって……ひぁっ、あああああっ!!」

　射精を終えたあと。

　しばらくすると意識が戻ってきた。

（そうだ、俺……）

　少し前から記憶が曖昧だ。

　でも、自分がしたことは概ね理解していた。

　身体の上にミーナが倒れていて、はーっ、はーっ、と、熱い吐息を漏らしていることからも、それはわかる。

（俺、ミーナとやっちまったんだな……）

　一気に罪悪感が襲ってくる中でのことだ。

　隣で笑い声をあげたのは、イルザだった。

「ははは、たくさん出したもんだね。でも、これで終わりじゃないよ」

「なっ、お前……いったい、何を……」

「次は、アタシの番ってことだよ」

　そう言ってイルザは、ミーナの身体を弘樹から引き離す。

　すると、ごろりと転がったミーナの股間から、ドロリと精液があふれ出た。

「さて、まずはもう一度、元気になってもらうとしようか」

　その言葉に続いてイルザは萎えた弘樹のペニスに手を添えて、ペロペロと舌を這わせはじめた。

「どうだい？　アタシの舌技は気持ちいいだろう？」　

「あ……」

　最初は亀頭を優しく刺激するように──。

　それで、元の大きさを取り戻してきたらねっとりと、イルザはペニスに刺激を与えてくる。

　自信たっぷりなだけあって、イルザの奉仕はとても気持ちのいいものだった。

　キンタマを手で揉まれながら、口の中の温もりに肉棒が満たされていく。

　その上で舌先が尿道口を刺激してくるものだから、思わず声を漏らしてしまったくらいだ。

「さて、これで充分だね」

　大胆かつ繊細な彼女の奉仕によって、弘樹の肉棒は元気よく屹立していた。

　それを見て淫靡に微笑んだイルザは、よいしょと弘樹の上に跨がり、腰を落としはじめる。

「おい、やめろ……」

　もちろんその言葉を受け入れるイルザではなかった。

　動くこともできないし、助けも来ない。

　メルキュールの時は乗り越えられたけれど、今回は無理そうだ。

（……ごめん、ララノア……）

　ミーナに挿れておいて今さらだが、心のそこからそう思う。

　亀頭に感じる温もり。

　待ち焦がれ、ヒクヒクとひくついていたイルザのオマ×コの中に、弘樹のペニスは埋もれていった。

「はぁっ、あああっ……♡」

　熱い吐息を漏らしながら、肉棒をすべて呑みこんだあとのことである。

「思っていた通り、やっぱりいいオチ×ポだよ、アンタのは……最高だ♡」

　そう言って、イルザは円を描くように、腰を動かしはじめた。

「ふふ、どうだい？　膣内なかが蠢いていて、気持ちいいだろう？　アタシも、とっても気持ちいいんだ。その証拠が、ここさ──」

「……ここ？」

　イルザが視線で示したのは、彼女のお腹の下に存在する痣だった。
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　それが、仄かに光を放っている。

「ふふ、これが光っているのは、アタシが感じている証拠なんだよ♡」

　そう言うイルザの腰の回転が、速まっていった。

「ほら、もっとおっぱいを揉むんだよ。アタシをもっともっと、たくさーん感じさせるんだ！」

「おっぱい……」

　その要求にも、弘樹が刃向かうことはできなかった。

　視線が、イルザのおっぱいに釘付けにされてしまう。

「イルザの、おっぱい……」

　胸元にぶら下がる二つの果実が、普段よりも何倍も魅力的に見えて──。

「──なっ!?」

　イルザは目を丸くする。

　突然、弘樹が身体を起こして、その胸にむしゃぶりついたからだ。

「あっ、んぅうッ♡」

　その勢いのままにイルザは押し倒され、今度は、弘樹がマウントを取る形になった。

　弘樹はイルザのおっぱいを乱暴に揉みながら、その乳首に噛みついていく。

「──ひぁんッ♡」

　可愛らしい喘ぎを漏らすイルザ。

　彼女は満足げな表情を浮かべながら言った。

「いいよ、いい！　ようやく、やる気になったようだね。本当にいいよ！　そのまま、アタシをイカせてくれよ！」

　その言葉は、弘樹には届いていなかったが、状況はその通りに進んでいく。

　……というよりも、弘樹はもはや何も考えられてはいなかった。

　目の前の美味そうなメスを、隅から隅まで味わい尽くしたい。

　そして、気持ちよくなりたい。

　イルザの術によってオスの本能が刺激され、ただ、それだけしか考えることができなくなっていた。

「はぁっ、ああっ……♡　いいじゃないか。それでいいんだっ……もっと腰を動かして……！　そうだ、そうっ！　もっと乳首も刺激するんだ！　さあ！」

　言われるがままに、イルザの身体を味わうように口で愛撫しながら、弘樹は自らの欲求に従って、乱暴に腰を動かし続ける。

　それに応じるように、イルザも腰を動かし続けていた。

「ふふっ、どうだい？　アタシの膣内なかも、テクニックも、なかなかなものだろう？」

　その通りだった。

　腰の動きが止まらない。

　弘樹にできることは、ただ絶頂へと向かっていくことだけだ。

「ははっ、動きながらでも、アンタのがお腹の中でピクピク動いてるのを感じるよ……。もう、限界なんだろう？　だったら、イっていいんだ。ほら、イって、ピュッピュッと熱い精液をアタシの中にたくさーんぶちまけて、アタシの奥までもっと気持ちよくさせてごらんよ、さあ！」

　イルザの膣壁が、ぎゅっぎゅっとペニスを締めつけてくる。

「さあ、ほら……イクんだ！　イキなッ！」

　腰の上下を速めるイルザ。

　もう少しこの天国のような快感を味わっていたい気持ちが弘樹にはあったが、耐えることは不可能だった。

「イクッ、くぅっ……！」

　ゾクゾクと背筋を震わせながら、弘樹は自らの欲望のかたまりを、イルザの中に流しこんでいった。

「ああっ……キたぁッ……！　アンタの熱いのが……アタシの中に流れこんでくるよ……いいねえ、最高だ……んぅっ……ああ、まだ、流れこんできて……ふぁぁっ……ああああっ……♡」

　一度だけではなく、二度、三度と連続して精を放ったあとのこと。

　はぁはぁと、熱い吐息を漏らし続けている弘樹の耳元で、イルザが囁いた。

「どうだい？　アタシの膣内にたくさん射精して、気持ちよかっただろう？　もっと気持ちよくなりたいなら、何度だってさせてあげていいんだ」

「……何度……だって……？」

「そうさ、好きな体位で、好きなだけ、アタシのに射精しても構わない。それこそ、孕ませてしまうくらいにね。若くて魅力的な女を孕ませる。男の本望さ。その代わり、アタシのことが好きだって──もっとイルザとエッチがしたいって言うんだ。そうすればさせてあげるからさ♡」

　──孕ませる。

　その言葉が、妙に弘樹には魅力的に響いていた。

「俺は……俺はイルザともっとエッチしたい……俺はイルザでもっと気持ちよくなりたい……孕ませたい……だから……」

　そう言葉を続ける弘樹の目は虚ろなものだ。

「さあ、次は好きだ……アタシのことを好きっていうんだ……ほら！」

「俺は……俺は、イルザのことが……す……」

　その言葉を言い終われば、弘樹を完全に自分のものにできるとイルザは思っていた。

　しかし、そこに一人のエルフの少女が現れた。

「……弘樹、これはどういうことなんだ……？」

　その声で、弘樹はハッと我を取り戻した。

　俯いているので顔は見えないが、その声と肩が震えていることで、怒りは存分に伝わってくる。

　そんなララノアをすぐさま落ち着けようと、弘樹は状況の説明を開始した。

「ええと、ララノア、聞いてくれ。俺も、ミーナも、このダークエルフの術にかかって──」

　弘樹がそう言うまで、ララノアは、その存在に気付いていなかったようだ。

「……ミーナ、だと？」

　そう口にしながら、気を失って倒れているミーナに視線を向ける。

　その胸や、下半身は露出したままだ。

　一目で、憔悴していることがわかる状態である。

「貴様、どういうつもりだ。弘樹だけではなく、ミーナにも何かしたのか？」

「へえ、やっぱりアンタがララノアかい？　どういうつもりって、決まっているだろう？　アタシはダークエルフ。半分がエルフの血で、もう半分はサキュバス──淫魔だ。つまり、食事をさせてもらったというわけさ。そしてまだ、食事中でね。邪魔をしないで欲しいね」

「そんなわけにいくか！　すぐに弘樹から離れろ！」

　ララノアが叫ぶと同時のことだ。

　その身体から激しい魔力が迸ったのを感じて、イルザは思わず苦笑した。

「おやおや……ものすごい力だねえ……」

　両手を頭の上に上げて、降参のポーズを取りながら、イルザは言葉を続ける。

「離れろと言っているだろう。でなければ、容赦はしないぞ」

「わかったよ」

　両手を上げて、イルザはベッドから下りた。

「結構、アタシは魔力には自信がある方なんだけどね。アンタのは、それを凌駕している。喧嘩はしたくない相手だ。これでいいかい？」

「ああ、そこから動くなよ」

「……で、アタシをどうするっていうんだい？」

「もちろん捕らえて、異種族交流推進管理本部に突き出させてもらう。人間やエルフに危害を加えた、ダークエルフとしてな」

「へえ？　捕らえるってなんで捕らえるのさ」

「とりあえず、シーツで手を縛らせてもらおう。それに《固定ロツク》の魔法を掛ける。そうすれば、簡単に逃れることはできない」

「好きにすればいいさ」

　そう言って、イルザは不敵に笑った。

　それが気に触ったのだろう。

　睨みつけて、ララノアが言った。

「なにがおかしい？」

「すぐにわかるさ」

　イルザがそう言った直後のことだ。

「お姉様……♡」

　その声で、弘樹とララノアは、ミーナがふらつきながらも身体を起こして、ベッドの上で立ち上がっていることに気付くことになった。

　その様子はおかしなものだ。

　はぁはぁと熱い吐息を漏らしているし、目も据わっている。

　しかもミーナはベッドの上でジャンプをして、ララノアに飛びついたのである。

「ララノアお姉様……わたしは、お姉様にも気持ちよくして欲しいのです……♡」

　ミーナはそう言いながら、ララノアの胸に頭を擦りつけてきた。

「おい、ミーナっ！　しっかりしろ！　おい！」

　ララノアが頬をパチパチと叩いても、ミーナが正気に戻ることはない。

「うへへ、お姉様……♡」とだらしない笑みを浮かべ続けているだけだ。

　ララノアが身動き取れないその隙を、イルザが見逃すわけはなかった。

　今だと窓を開いて、そこから飛び降りたのである。

「しまった！」

　それに気付いたララノアは悔しそうな表情を浮かべるが、どうしようもなかった。

　追いかけようとしても、ミーナが離さないからだ。

「弘樹、これはいったい、どういうことなんだ？」

「あのダークエルフは、サキュバスとの間にできた子で、他人の心を操る術を使うことができるんだ。それで、俺たちはいいようにやられて……」

「そういえば、淫魔だとか、なんだとか言っていたな。つまり、ミーナがこんな風になっているのは、つまりその、サキュバスの術のせいというわけか」

　ギリッと、悔しそうに歯ぎしりをして、ララノアは続けた。

「──弘樹、わたしは他のエルフたちにも協力をしてもらいながら、あのダークエルフを追うことにする。弘樹はミーナと、朝子殿への連絡を頼む！」

「わ、わかった！」

「ミーナ、悪いな」

　幸せそうにして、自分の身体に抱きついているミーナの首筋に、ララノアは手刀を落とした。それで気絶したミーナの身体を弘樹に預けたあと、

「弘樹、あとは任せた！」

　ララノアは窓から飛び降り、イルザを追って走り出した。

　保健室に残されたのは、弘樹と気を失っているミーナだけだ。

（……今の感じだと、たぶん、ララノアにはバレてないよな……）

　なにかといえば、ミーナと交わったことである。

　たぶんだが、すべてはイルザがやったことだと認識していたように見える。

　それは弘樹にとって不幸中の幸いだが、状況としてはそれどころではない。

　なにより、ララノアが心配だ。

　イルザの実力はわからないとはいえ、正面から戦って、ララノアが負けることは弘樹には想像しにくいことだった。

　しかし、エルフとダークエフである。

　戦いの中で何があるかはわからないし、それこそ街に下りて、人間を巻きこんだら一大事だ。

（とりあえず、朝子姉さんに連絡をしなきゃ）

　なによりそれが最優先だった。

　次にやることが、ララノアを追うことである。

「ごめん、ミーナ」

　ミーナの身体にベッドのシーツをかぶせたあとのこと。

　ポケットからスマホを取り出した弘樹は、朝子に連絡を入れながら、ララノアを追って走り出した。
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　慌てて弘樹が朝子に連絡を取っている頃のこと。

　ララノアは逃げていたイルザに追いつこうとしていた。

「くそっ、しつこいね！」

　多くの木々が生い茂る深い森の中、幹や枝を足場に、ジャンプしながら移動していたイルザは、追ってくるララノアに向けて、手に溜めた魔力のかたまりを放った。

　それをジャンプしてかわしたララノアは、追う途中に手にした弓を構え、魔力をこめた矢でイルザを狙い撃とうとする。

　その前に、別の場所から放たれた矢。

　それが、イルザの頬を掠めた。

「くっ、新手か！」

「諦めて、投降したらどうだ？」

　ぐっと歯を食いしばったイルザに対して、ララノアが言った。

　同時に、他の場所からもイルザ目掛けて矢が放たれる。

「ちっ……めんどくさいね、まったく……！」

　次々に飛んでくる矢をすべてかわせたとはいえ、どれもギリギリだった。

　エルフたちの姿も見えないだけに、どこから矢が来るかはわからない。

　次はその矢を身に受けてしまうかもしれないと危機感を覚えながらも、イルザは矢が来なかった方角へと向けて逃げ続ける。

　すると、ララノアの気配をまったく感じなくなった。

　他のエルフたちの気配も感じないし、矢が放たれることもない。

　だが、イルザは違和感を覚えて立ち止まった。

（ここは、いったいどこなんだ？）

　本来、すでに森を越えているはずだ。

　なのに、どこまで見ても森は続いているし、靄がかかってもいた。

「まさか、これは……」

　イルザが呟いた直後のことだ。

「どうやら、気付いたようだな」

　目の前の木々の間を縫うようにして、靄の中からララノアが現れ、ニッと笑みを浮かべた。

「すでにお前は包囲されている」

　その言葉と同時に、靄が晴れていく。

　イルザの視界に映ったのは、多くのエルフたちの姿だ。

　全員が弓や槍など武器を構えて、イルザを睨みつけている。

「やはり、そういうことだったのか」

「ああ、お前は森の中を逃げていると思っていた。だが、それはわたしが《迷路メイズ》の魔法でつくりだした、幻惑の中だったというわけだ」

　そしてまんまと、エルフたちが待ち構えていた校庭の真ん中におびき寄せられたというわけである。

「これで、チェックメイトだ」

「確かに、今度こそお手上げか……」

　そう言ってイルザは両手を上げるが、ミーナの件もあるだけに、ララノアが警戒を解くことはない。

　そこに、弘樹がやってきた。

「ようやく、追いつけた。なんか道が変だったんだけど、ララノアの魔法のせいだったのか？」

　ララノアをはじめとしたエルフたちの視線が、前屈みになってハァハァと呼吸を繰り返している弘樹へと向けられる。

「弘樹、朝子さんへの連絡は？」

「ここに来る途中にしたよ。すぐに来るはずだ。それに、《束縛レスト》の指輪だって持って──」

　ララノアの疑問に弘樹が答え、話を続けている最中のことだ。

　突然、イルザが高らかに声をあげて笑いはじめたのである。

「あはっ、あははははっ！」

「何がおかしい？」

　ララノアがイルザを睨みつける。

　すると、イルザは弘樹に視線を向けて、ニヤリと口元を吊り上げた。

「弘樹、アンタが来てくれてよかったよ。アタシはアンタの精をちょうだいして、今は、漲っているところでね──《束縛レスト》の指輪？　そんなものはアタシに効かないし、それに──」

　イルザの瞳が赤い光を放つ。

　すると、数人のエルフたちの身体が、びくんと跳ねた。

「おい、お前！　まさか──」

「はは、何をしたかは、見ていればわかるさ」

　その言葉通りだった。

　突然、エルフたちの一部が構えを解いたり、武器を下ろして投げ捨てたりしたのだ。

　その瞳はさっきまでとは違って、鋭く、意志の強いものではない。

　とろんと蕩けたもので、さっきのイルザの瞳のように、赤く染まっている。

　そして、その瞳で見ているのは──。

「ちょ、おい……みんな、しっかりしろ！」

　まるでゾンビのようにゆらゆらと左右に揺れながら近付いてくる少女たちを見て、弘樹は焦った様子を見せる。

　後ずさって距離を取ろうとするが、背後からも生徒たちが近付いてきていた。

　その少女たちの表情は、発情したメスそのもの──。

　頬は上気し、目はとろんと蕩けている。

「うふふ、先生……♡」

「いつもご指導、ありがとうございます♡」

　そんなことを口走りながら、エルフの少女たちは弘樹を囲んでいく。

（まさかとは思ったけど、やっぱりこれって……）

　間違いなくイルザのサキュバスの《魅チヤ了ーム》の術によるものだろう。

　どうやらイルザと視線があったエルフたちは、術に掛かってしまったようだ。

　弘樹の頬にキスをしたり、身体に大きな二つの膨らみを擦りつけたりと、愛撫をはじめている。

「おい、お前たち、やめろって……！」

　弘樹がいくら声をあげても、その制止など聞くことはない。

「そんなこと言って、先生、気持ちいいんじゃないですか？」

「日頃のお礼ですよぉ♡」

　などと口走りながら、さらなる愛撫を続けていく。

　それに従って、弘樹の身体からは力が抜けていった。

　どうやらララノアも、この状況がサキュバスの《魅チヤ了ーム》の能力チカラによるものであることには気付いているようだ。

「おい、お前たち、気を確かにしろ。気合いを入れれば、耐えられるはず──」とクラスメイトたちに声を掛け続けているが、残念ながら、その声は届いていないようだ。

「……先生……♡」

「好きです、先生……♡」

　ついには弘樹の股間を撫ではじめる少女や、耳に吐息を吹きかけ、舌を這わしはじめる少女まで現れている。

「おい、お前たち！　さすがにやりすぎだ！　弘樹から離れろッ！」

　こうなったら仕方がない。実力行使だと、ララノアは他のエルフたちを引き離すために、弘樹の元に駆け寄ろうとする。

　しかし、そのララノアを囲んでいくエルフたちが四人いた。

　全員が顔を赤く染めていて、熱い吐息を漏らしている。

　どうやらその四人のエルフたちは、ミーナと同じように、ララノアに対して敬愛以上の感情を抱いているようだ。

「ララノア様……♡」

「わたくし、ララノア様のことが……♡」

「お、おい、お前たち、何をッ!?」

　他のエルフたちが弘樹にしているように、四人のエルフたちはそれぞれララノアに対する想いを吐露しながら、愛撫をはじめたのだ。

「んっ……やめろ、お前たちっ……！　女同士で……んぅぅんっ……！　このようなことをっ……！」

　このままでは、自分と同じようにララノアも骨抜きにされてしまうと弘樹は思うが、どうしようもなかった。

「先生……♡」

「素敵です、先生……♡」

　一人の生徒は頬にキスをしてきて、もう一人の生徒は耳に舌を挿れてくる──かと思えば、上着をめくり上げ乳首を舌で舐めはじめる生徒や、手のひらで股間を撫ではじめている生徒もいた。

（これは、ほんとヤバいな……）

　まるで夢のようなエルフハーレムである。

　なにせ、元々エルフ好き。

　ララノアへの想いで耐えているとはいえ、気を抜けば、この状況にすぐにでも流されてしまいそうだ。

　そうなれば、完全にイルザの術中に弘樹も落ちてしまうだろう。

　しかし、このままでは、本当にどうしようもない。

　なにせ、エルフの数は着実に増えてきているのだ。

「えいっ、と♡」

「うわっ!?」

　少女たちの勢いのままに、弘樹は押し倒されてしまった。

　しかもその視界は、顔を近付けてくる三人の発情したエルフたちによって埋め尽くされていく。

「せんせい♡」

「先生さん♡」

「せーんせ♡」

　頬にキスをされて、下半身を撫でられ、乳首を弄られて……。

　鼻腔はエルフの少女たちから香ってくるとても甘い、いい匂いで満たされていた。

　──ヤバい。

　このままでは本当に流されてしまうし、耐えていたとしても、生徒たちに犯されてしまうだろう。

（本当に、どうすればいいんだ？）

　しかし、思考が定まらない。

　もうなるようになれ。

　この状況を楽しむしかないのかもしれない。

　あとのことはあとで考えようなんて、そんな風にすら思い出した、その時のことである。

　ざっぱーん！　と、いきなり空から水が降り注いできたのだ。

　いきなりの雨──なんて量ではない。

　大量の水のかたまりである。

　弘樹はもちろんのこと。

　エルフの少女たちも頭上から襲い掛かったそれに押し流されてしまう。

　ララノアの方も同じだ。

　それで弘樹とララノアは、ようやく、ハーレム状態から抜け出すことができたのだった。

「……ててて、いったい、なんだっていうんだ？」

　弘樹は立ち上がりながら、周囲を見回した。

　そこで目に映ったのは、一人の女性だ。

　思わず弘樹はその女性の名前──ウンディーネの名前を呟いた。

「メルキュール……。それに、朝子姉さんも……」

　その言葉通り、メルキュールの隣には、異種族交流推進管理本部の主任である朝子も立っていた。

　不満げな表情で、メルキュールが言った。

「まったく、ゲームの途中だったっていうのに、朝子に頼まれて、助太刀に来たら……なんだっていうのよ、この状況は」

「いや、ほんと助かった」

　弘樹は素直に感謝の言葉をメルキュールに告げた。

　彼女が頭から水をかけたことで、エルフの少女たちは正気を取り戻していたからだ。

　続けて、状況を補足してくれたのは朝子だ。

「弘樹から電話があったあと、こっちに向かっている途中に、他の学生エルフからも、異種族交流推進管理本部に連絡があったのよ。学園の中で、トラブルが起きているって。それで状況を把握して、メルキュールさんに手助けを頼んだってわけ」

　パチリと、弘樹に向けてウインクをして、

「さて、本題といきましょうか」

　朝子はイルザを睨みつけた。

「あなた、イルザさんね」

「……そうだ」

　答えながら、イルザは立ち上がる。

　彼女もメルキュールの水を受けて、地面に尻餅をついていたからだ。

「交流リストを調査させてもらったわ。あなたはちゃんと許可を得てゲートを越え、異世界から、我々の世界へとやって来ている。しかも、異世界側の交流推進管理本部の特別待遇での措置でね」

　つまり、メルキュールとは違う。

　正当な手続きを得て、この世界にやってきたというわけだ。

「でもね、ちゃんと調べると、不思議なことがあったのよ」

　朝子曰く、異世界で暮らす者たちが人間世界にやってくるには、いくつもの試験を受けて、すべてを通過しなければならないという。

　日本語だけではない。

　異世界で何をしてきたのかや、日本で何をしたいのか、問題を起こす可能性はないかなどである。

　それは、ララノアたちも受けてきたものだ。

「イルザさん、あなたはすべての試験を完璧に近い状態で通過しているけれど、あなたを面接したという者は誰もいなかった──でも、あなたにこの国の言葉を教えて、書類を偽造した者が、異種族交流推進管理本部人員の中から一人、見つかったわ」

「ははっ、全部お見通しってわけか」

　イルザはやれやれと両手の手のひらを宙に向けて、フフッと笑みを浮かべた。

「そうだよ、アタシはアタシの──サキュバスの《魅チヤ了ーム》の能力チカラを使って操り、書類を偽造させた。そして、この世界にやってきたんだ」

「それは、不法侵入というもの。だから、あなたには元の世界に戻ってもらわなければいけません」

　きっぱりとそう言って、朝子はイルザに銃を向ける。

「この銃にこめられている弾には、あなたたちの世界で魔力と呼ばれるものを弱体化させる力があるわ。殺傷能力はないけれど、かなり痛いのは間違いないし、麻酔薬も入っている。この至近距離なら、どうすることもできないはずよ。動くならば、容赦なく撃ちこむわ」

　その言葉にララノアが続けた。

「朝子殿の銃だけならなんとかなるかもしれないなどと考えるなよ。ヘンな動きをしたら、わたしたちが頭を射貫いてやる」

　その手には弓と矢があり、イルザに向けて構えている。

「まったく、仕方ないねえ」

　ずっと逃げる道を探し続けていたが、朝子が連れてきた機動隊の人間に、ララノアを含めたエルフたちにウンディーネのメルキュールと、完全に囲まれている状態だ。

　逃げ道はどこにもない。

　さすがに、観念するしかなかった。

　自嘲するように笑って、イルザは諸手を上げて言った。

「わかったよ、降参だ」




　こうしてイルザは異種族交流推進管理本部に逮捕され、異世界に強制送還されることになった。

　もちろん二度と人間世界に来ることもできなくなる……はずだったのだが──それは、あの日の事件から、二週間ほど過ぎた日のことだった。




☆☆☆




「ずいぶん遅くなっちまったな……」

　放課後、テストの採点をしていたら、夜の八時を回っていた。

　お腹がすいたし、家に帰ってから料理をするのも面倒くさい。

　今日はファミレスで何か食べて、ついでにそこで仕事をしてから家に帰ろう。

　そう決めて弘樹は学校を出て、街に向かった。

　そして、ファミレスの駐車場に車を止めて店に入り、店員さんに空いている席へと案内されている途中のことである。

　弘樹は客席で紅茶を飲んでいた、一人の女に目を奪われた。

　褐色の肌をした、尖った耳を持つ女。

　間違いなく、イルザだった。

「なんでお前が、こんなところにいるんだよっ！」

　驚きながらも思わずツッコミを入れると、何食わぬ顔でイルザは答えた。

「なんでって、アタシがパフェを食べたかったからだよ」

「いや、そういうことを聞いてるんじゃなくてさ……」

「立ち話もなんだ。とりあえず座りなよ。そこの店員さんだって、困っているだろ？」

「あ……」

　イルザの言う通りだった。

　弘樹を席に案内をしていた店員は、どうしたものかと困惑の表情を浮かべているし、確かにこのまま立ち話をするのもなんだ。

　周囲の注目を必要以上に浴びるのも避けたい気持ちも弘樹にはあるし、それになにより、なぜここにイルザがいるのか聞きたかった。

　なので、弘樹はイルザの言うことを聞いて、席につくことにする。

「で、どうしてお前はここに──」

「注文はいいのかい？」

　弘樹が話を切り出そうとすると、イルザにいきなり言葉を遮られ、出鼻を挫かれてしまった。

　目の前でメニューを広げているイルザを睨みつけるようにして、弘樹は訊ねる。

「俺は夕食を食べに来たんだけど、食べていいか？」

「好きに頼めばいいさ。その代わり、自分で払いなよ」

「そんなのわかってるよ」

　水とおしぼりを持ってきてくれた店員にハンバーグセットを頼んだあとのこと。

「ドリンクバー、取ってくる」

　そう言って立ち上がり、弘樹はドリンクバーコーナーに向かっていった。

　このままではイルザのペースに呑まれてしまうような気がしたので、とりあえず一呼吸入れて、落ち着こうと思ったのだ。

（本当に、何を考えてるんだ？）

　ウーロン茶をコップに注ぎながら、弘樹は考える。

　イルザがなぜここにいるのか、どういうつもりなのか、まったくわからない。

　結局のところ、訊いてみるしかないのだろう。

（危険を感じたら、すぐに朝子姉さんに連絡をしよう）

　そう心に決めて、弘樹はイルザのいる席に戻ると、

「おかえり」

　とイルザは余裕ありげな笑みで迎え入れてくれた。

　またペースを操られているような気分になりながらも、仕切りなおすように、弘樹は訊ねる。

「……で、お前はなんでここにいるんだよ？　朝子姉さん──っていうか、異種族交流推進管理本部に、あっちの世界へ強制送還されたんじゃないのか？」

「ああ、されたよ」

「なら、どうしてここにいるんだ？　一度強制送還されたら、そう簡単にこっちの世界には──」

「それはまあ、いろいろ方法があるんだよ……いろいろね♡」

　そう言ってイルザが唇に人差し指を当てて、淫靡な表情を見せたことで、弘樹は確信した。

「つまりまた、男を騙して不法侵入したってわけか……」

「あはははっ、そうだよ。男ってのは、本当にチョロいもんさ」

「今すぐ朝子姉さんに連絡するぞ」

「おいおい、やめてくれってば」

　弘樹が取り出したスマホを、イルザは机に身を乗り出して奪おうとする。

「もう悪いことはしないさ。サキュバスの能力を使ったりもしないって。アタシは普通の人間みたいにこの世界で恋をして、幸せを見つけたいんだよ。ダークエルフが忌むべきものと思われているあっちの世界じゃ、難しいことだしね」

　そう言って遠い目をしながら、少し哀しそうな表情を浮かべたあとのこと。

　弘樹の顔をじっと見て、イルザはニヤリと悪戯に笑った。

「なんなら、アンタがその幸せをくれるのであれば、話は終わりなんだけどね。アンタのアレ、結構よかったよ？」

「そういうことをこういう場所で言うのはやめろ。それに、それは無理な相談だ。俺はララノア一筋なんだから」

「……まあ、そう言うと思ってたけどね」

　やれやれと両手を天井に向けて儚げな笑みを見せたあとのこと。

「ほんと、あのお嬢様エルフが羨ましいよ。でも、アンタみたいな男がこっちの世界にいるなら、きっと、アタシにもいい男が──アタシにとっての王子様が見つかるんじゃないか。そんな気はするんだ。これは、本当のことだよ」

　目の前に置かれたパフェの最後の一口を食べ終えて、立ち上がりながらイルザは言った。

　そして、んーっと大きく伸びをする。

「さてさて、自分のものにならない男と喋っていても意味はないし、アタシはこれで失礼するよ。お勘定は任せた」

「へ……？」

　出口に向けて歩き出したイルザの背中に、弘樹は訊ねる。

「おい、待てって！　どこに──」

「だから、さっきから言ってるだろ。アタシの王子様を、探しに行くのさ」

　振り返ることなくイルザは答えて、弘樹に向けて手を振った。

　そして、イルザはいつか──。

　いや、今夜にでも自分の王子様に出会うことを期待しながら。

　求める幸せを掴めることを期待しながら。

　夜の街へと消えていった。











第六章　婚約、卒業、これから









　弘樹がエルフの少女たちの先生になって、二カ月半が過ぎようとしていた。

　定められていた百日の留学期間が終わろうとしている。

　それが終われば、彼女たちは卒業し、異世界へと帰還することになってしまう。

　もちろん、ララノアだって例外ではない。

　このままでは、あと二週間ほどで、ララノアと弘樹は離ればなれになってしまうというわけだ。

　ゲートは開いているし、すべての学習カリキュラムを終えて、卒業が認められたエルフには、特別なパスポートが日本国から提供される。

　それさえあれば異世界と日本の間を自由に行き来することができるようになるとはいえ、同じ国に住んでいたって、遠距離恋愛のハードルは高いものだ。

　この街にゲートがあるにしろ、オリハ村とこの街の間を行き来するには、東京から大阪まで行くのと同じ──いや、それ以上の時間がかかってしまう。

　近々、異世界でもインターネットに接続できるようになるという噂があり、電話などもできるようになるかもしれないが、今のところ、通信手段だってほとんど確立されていないのだ。なかなか会えないどころか、声も聞けないとなると、それは弘樹にとって、とてもつらいことである。

（その気持ちは、ララノアも同じなのかな？）

　これからどうしたいのか、どうしようと思っているのかを、直接、弘樹はララノアから聞くことはまだできていなかった。

　恋人同士とはいえ、相手のことはもちろんすべてはわからない。

　今の気持ちが同じかどうなのか、聞くのが少し怖かった。

　そうしているうちに、卒業が迫ってくる。

　やってきた卒業前、最後の土曜日のことだ。

　今日、エルフたちは商店街にお土産を買いに行くことになっていた。

　最初は弘樹も同行する予定だったのだが、生徒たちは自分たちだけで行きたい。自分たちだけで大丈夫だというので、任せることにしたのだ。

　心配もあったが、だいぶこちらの世界にも慣れてきているし、何も問題はないだろう。

　何か起きたら自分か朝子に連絡をすることを条件に、生徒たちだけで街に行くことを弘樹は許可した。

　実質、最後の課外実習というわけだ。

　生徒たちだけで買い物をして、戻ってくることができるかどうかというのがその内容である。ララノアやミーナも、他のエルフたちと一緒に、それに参加していた。

（ララノアは、明日どうするのかな？）

　自分の部屋でベッドの上に寝転がりながら、弘樹は考える。

　明日の日曜日は、卒業前、最後の休日である。

　できることならゆっくりと、ララノアと二人きりで過ごしたい。

　これからのことを、ララノアと話したい。

　弘樹はそう考えていた。

（でも、ララノアがクラスメイトと一緒に過ごせる時間も、明日が最後なんだよな……）

　それを邪魔していいものかと思うところもあるけれど、結局、明日会いたい。

　一緒にいたい。

　これからのことを話したいという気持ちに、嘘はつけなかった。

（ララノアに、明日の予定を聞こう）

　一日一緒にとは言わない。

　半日──。

　いや、三時間でもいい。

　一緒にいて。

　愛を確かめ合い。

　これからのことを話したい。

　弘樹はそう心に決めてメールを書いて送信ボタンを押した。

　今から電話をしていいかと訊ねるものだ。

　すでに時刻は夜の八時。

　寮に戻って部屋にいるだろうと考えてのことである。

　それとほぼ同時のことだ。

　ララノアからのメールが届いた。

　内容は弘樹とほぼ同じ。

　これから電話をしていいかと訊ねるものだった。

　二人の想いは同じだ。

　ならばと弘樹はすぐにララノアに電話するけれど、通話中だった。

　たぶんララノアも同じようにかけているのだろうと思って今度は待つが、なかなか掛かってこない。

　もしかしてララノアも同じように待っているのかと思い、再び弘樹が電話をかけようとしたところで、着信があった。

　ララノアからのものだ。

『──弘樹っ！』

「ララノア……お前……」

　聞こえてきた声を聞いて、弘樹は驚いた。

　涙声であることが、すぐにわかったからだ。

『ああ、すまない。今、同じ気持ちだったと思うと嬉しくて……』

「……それ、嘘だろ？」

『──っ!!』

　ララノアは、言葉を詰まらせた。

「俺だって、気持ちは同じなんだ。今、話したいことも、同じなんだと思う」

『……弘樹……うぇえっ、えええええっ……』

　そのまま嗚咽を続けたララノア。

　しばらくして落ち着いたあとのこと。

　ララノアから、今日、みんなと買い物に行ったこと。

　その最中もずっとこれからのことを考えていたこと。

　弘樹と離ればなれになるかもしれないと考えると、不安で、つらくて、胸が苦しくなったこと。

　それがずっと続いていて、我慢できなくなったことなどを、ララノアは話してくれた。

　そして、ララノアは続けた。

『わたしは弘樹と離れたくない。ずっと、弘樹と一緒にいたいんだ』

「ごめん、ララノア……」

『……弘樹……？』

「このことは、俺から言うべきだったんだ」

　──ごめん。

　もちろんそれは、それが無理だという謝罪ではない。

　自分がそのことから逃げ続けていたことに対する謝罪だ。

「さっきも言った通り、気持ちは同じだ。俺だって、ララノアと離ればなれになりたくない。そんなのは、絶対嫌だ。でも、それを言い出す勇気がなかった」

　家族や友達を捨ててこっちに残れだとか、俺が異世界に行くだとか、そういうことを言えなかった。

　それは、簡単なことじゃない。

　隠れて付き合うのとは全然違うことだ。

　周囲の目もあるし、いろいろと説得だって必要だ。

　そのハードルは山よりも高く感じるほどだった。

「でも、この電話で覚悟はできた。ララノアさえよければ、俺、一緒に、異世界に行くよ。そして、将来は一緒に暮らそう」

『……本当に、いいのか？』

「もちろん、異種族交流推進管理本部が認めてくれないと無理だけどな」

　ララノアがこちらの世界にいることは、ルールとしては現状は難しい。

　でも、弘樹が異世界に行くという形ならば、異種族交流推進管理本部さえ説得すれば、不可能ではないはずだ。

「……明日、勇気を出して朝子姉さんに相談してみるよ。朝子姉さんならたぶん、力になってくれると思う」

　うまく行けば、異世界でも今のような仕事を続けてお金が稼げるかもしれないし、家だってなんとかなるかもしれない。

『つまりは、朝子殿にわたしたちの関係を告げるということか？』

「それは、まだわからない。でも、俺があっちに行きたいって言ったら、すぐに気付くとは思う」

　弘樹はそう思っていた。

『弘樹、わたしも同行していいか？　朝子殿に難色を示されたら、わたしも、想いをちゃんと──』

「いや、それはいいよ。ここは俺に任せて。ララノアは、みんなとの時間を大切にして欲しい。俺とはこれからもずっといられるけれど、なかなか会えなくなる相手もいるんだからさ」

『……弘樹……』

「こっちの世界のことは、俺が話をつけてちゃんとする。だからララノアは、将来、ララノアのお祖父さんを説得する時に、よろしく頼むよ」




　その後、明日の夕方に直接ララノアに会って、朝子との話の結果を報告することを約束して、弘樹は通話を切った。

　本当は、今すぐにララノアと直接会いたかった。

　その身体を抱きしめて、お互いの寂しさや不安を埋め合わせたかった。

　でも、もう時間も時間だ。

　それにさっきも言ったけれど、話さえ纏まれば、これからいつだって、側にいられるのだ。

　だから、今日は我慢をする。

　弘樹はそのまま、明日大事な話があるので、少しでも時間をくれないかと、朝子に連絡をした。

　結果はオーケーだ。

　ただし明日は休みなので出張所ではなく、昼間に自分の家でならという条件だった。

　もちろん問題はない。




　そして、翌日のこと。

　ドキドキしながらも、弘樹は午後イチで、朝子の家に向かったのだった。

「さすが外務省職員……ずいぶんと豪勢なマンションですね……」

　弘樹の住む街から地下鉄で三十分ほどかかる都心に、朝子の住むマンションはあった。いかにも富裕層向けのもので、いわゆる億ションと呼ばれるようなものである。

　朝子は毎日ここからゲート付近の出張所まで、ハイヤーで通っているらしい。

「豪勢っていっても、１ＤＫでたいした広さもないしね。たいした家賃じゃないわよ。出張所までも遠いし、そろそろここを出ようと思っているんだけど……って、それより、話っていうのは何？　いったい、どうしたのかしら？」

「ええと、それなんですけど……」

　弘樹は一転、真剣な表情になって、話を切り出した。

「実は、これからのことを話そうと思って」

「これからっていうのは、エルフたちが異世界に戻ったあとのことよね？」

「そういうことです」

「わたしから言えることは、あなたに先生を続けて欲しい。ただ、それだけよ」

　朝子曰く、すぐというわけではないけれど、また、新しい生徒を迎え入れることになる可能性が高いという。

　それがエルフかどうかは、まだわからない。場合によっては、他の種族かもしれないが、弘樹ならばきっとうまくやれるだろう。

　それは朝子だけの意見でもなく、生徒エルフたちからの弘樹に対する評価も聞いての、異種族交流推進管理本部全体の意見だという。

「もしあなたが続けてもいいというのであれば、待遇もこれまでとは違って正式に交流課の一員になってもらうことになるわ。もちろん、給料もあがることになるから、悪い話ではないはずよ」

「確かに、それは悪い話じゃないです。でも、その前に一つだけ、俺から朝子姉さんに頼みたいことがあるんです」

「なにかしら？　ララノアのこと？」

「えっ!?」

「別れるのがつらいとか、これからもずっと一緒にいたいとか、そういう話？」

「え、その……」

「朝子姉さんをなめないで。どうせ、話があると言われたときに、そういうことだ思ってたわ。あなたたちが付き合っていること、わたしにバレてないと思ってた？」

「…………」

　何も言うことができなかった。

　そんな気はしていたけれど、結局、すべてはバレバレだったのだ。

（でも、ある意味で話は楽になったな）

　下手に誤魔化す必要だって、なくなったのだ。

「で、どうなの？　わたしの予想は当たってる？」

「はい……」

　弘樹は素直に頷いた。

　うふふと、してやったりの表情で微笑んで、朝子は続ける。

「……というか、わたしのところに来るのが遅すぎよ。そろそろ、そういう風に言ってくると思って、せっかく、事前にいろいろと策は練ってあったのに」

「……策、ですか？」

「それを話す前に、あなたの覚悟を聞きたいわ。弘樹……あなた、ララノアと結婚する覚悟はある？」

「け、結婚って!?　なんでいきなりそんな……」

「そこまで驚くことはないんじゃない？　恋人の延長は結婚──そうでしょう？」

「それは、そうかもしれないですけど……」

「きっとこれからは、亜人と人間の間でも、それを求める声は増えていく。だからこそ、わたしたち異種族交流推進管理本部は、与党の議員と協力して、人間と亜人の結婚に関しての法案の作成を進めているところなの。その委員の中には、わたしも入っているのよ。あとは、これを見て──」

　朝子がスマートフォンを差し出してくる。

　画面に映っているのは、朝子と若いエルフの青年だ。

　ずいぶんと背が高く、イケメンのエルフである。

　二人は仲良さそうに身体を寄せ合っていた。

「彼ね、わたしのカレシなの」

「……はい？」

　突然の告白に、弘樹は呆然としてしまった。

「それ、マジで？」

「マジよ、マジ。嘘なんかついてどうするのよ。異世界にいった時に、仲良くなっちゃってね。いろいろあって、恋人同士になったのよ。どうかしら？　イケメンだと思わない？」

「確かに、イケメンだと思うけど……」

　贔屓目なしに見てもそう思う。

　まるで外国映画に出てくる俳優のようだ。

「昔から外国人が好きで外務省に入ったってところはあるんだけど、まさか、エルフに恋しちゃうなんてね。朝子姉さん、自分でもびっくりよ。なんていうか、血は争えないってことかしら？」

　その言葉に対して、弘樹は苦笑を返すことしかできなかった。

「……ていうか、もしかして朝子姉さん、その人と結婚したくて、法案の作成に協力してるとか……」

「そうよ」

　それが何か？　と言いたげな表情を朝子は浮かべながら、言葉を続けていく。

「なんならわたしが結婚第一号になって、見世物になってもいい。それくらいの覚悟で協力しているわ」

　自分の仕事もある。

　だから異世界にいるエルフの彼とは今、離ればなれで暮らしている。

　ララノアたちのようにエルフがこちらの世界に来るための方法はあるし、滞在することもできるとはいえ、それはあくまで条件付きのもの。

　今現在、百日以上の長期滞在は、エルフをはじめとする亜人には認められていない。

　もちろん結婚すると言っても法的に夫婦だと認められることはないし、遺産や保険金の相続人にすることだってできない。子供ができた時の制度設計だって、もちろんまだできていない。

　だからこそ、朝子は自分が矢面に立ってでも、制度設計の必要性を訴えるつもりだという。

　亜人と人間が夫婦として、日本で暮らせる日を迎えるために──。

　そのためならば、サンプルケースにでもなんにでもなってやるというのが、朝子の想いだった。

「……ということで、できることなら、あなたにも同じだけの覚悟を見せて欲しいの。それなら、わたしが全面協力して、ララノアとあなたが一緒にいられるようにしてあげる」

「つまりその法案作成に協力したり、そのサンプルケースとなったりする必要があったら、自分と同じように矢面に立って欲しいってことですか？」

「そういうことね」

「それって、俺が朝子姉さんに巻きこまれてるだけじゃないですか……」

「何を言っているの。そんなの今さらでしょ？　それでララノアとも会えたのよ？」

「確かに、それはそうですけど……」

　弘樹は再び苦笑する。

「でもその前に、一つ教えてください。俺とララノアが一緒にいられるようにするって、どうするつもりなんですか？」

「本当はララノアがこっちにずっといられればいいんだけど、それにはいろいろと手続きが必要だし、必然的に問題も多くなる。だから、あなたが異世界に赴任するという形にしようと考えているの」

　それから朝子は弘樹の新しい仕事──。

　異世界で日本の言葉や常識、技術などを教える仕事について告げていった。

「つまり、日本にララノアたちが来る前に受けたような研修を、異世界でエルフや、他の種族の皆に俺がつけるってことですか？」

「ララノアたちよりも、もう少し長く、深く、教えることになるけれどね」

　日本に来る予定がある者だけではなく、そうでない者たちにも、技術などは教えることになるだろうと朝子は言った。

　そうなると弘樹も現地の言葉を覚える必要が出てくるし、エルフたちとは違って、知能が低い種族にも言葉などを教えることにもなる。

　それらはとても困難を極めることだ。

「条件はさっきと一緒よ。むしろいいくらいだわ。あなたが受け入れてくれるなら、あなたは交流課の一員となれるし、給与も増える。異世界でララノアと共に生活することができるし、国から生活の支援もされる──どうかしら？」

　もちろんエルフの村にずっといられるわけじゃない。

　一週間単位の異世界内での出張や、日本への出張もあるだろう。

　それでも、ララノアと一緒に堂々と暮らせる。

　共に多くの時間を過ごすことができるなら、迷うことなんてない。

　それに──。

「実は俺も、近いことを考えてたんです。異世界で働くこと。まさか、朝子姉さんから提案されるなんて──」

「なら、話は決まったわね。あとはララノアがどういうかだけど、話はついているの？」

「まあ、だいたいは。細かいことは、これから話す予定ですけど」

「これから直接会うってこと？　だったら、わたしからあなたに、プレゼントをあげる。エルフの村の参考資料として、彼を通じて、手に入れたサンプルなんだけど──」

　そう言って立ち上がった朝子は、棚の中からいくつかのアクセサリーを持ってきた。

　宝石がついている、ネックレスのようなものである。

「これって……」

　確かエルフの村でも、何人かの女性が頭につけていたものだ。

「何なのかは知らない？」

　こくりと、弘樹は頷いた。

「だったら、教えてあげる。これは人妻になったエルフが、それを示すために、頭につけるアクセサリーなのよ。結婚の約束の時にこれをプレゼントする風習がエルフにはあるの」

「つまり、婚約指輪みたいなものってことですか？」

「そこまで堅苦しいものじゃないみたいだけどね。サンプルとはいえ、本物よ。どれでも持っていくといいわ。あなたが、ララノアに似合うと思うものを選びなさい」




　いきなりこんなものを選ばせるなんてと思ったけれど、ありがたいのはありがたいことだ。

　迷ったあげく一つを選んで、弘樹は帰宅した。

　家についたのは、午後四時のことだ。

　ララノアが来るまで、あと一時間。

　まだララノアには朝子との話の詳細は伝えていない。

　直接会って伝えたいという気持ちが大きいからだ。

　とはいえ、ずっと不安にさせているのは可哀想だというのもあるので、話はいい方向で纏まったとだけメールで伝えている。

（それにしても、めちゃくちゃドキドキするな……）

　はじめてララノアが家に来た時、自分の思いを伝えた時に近い緊張だった。

　やはりそれは、あのヘッドアクセサリーを渡すというイベントがあるせいだろう。

　日本人同士だったら、婚約指輪を渡すようなものだ。

　断られることはないだろうけど緊張するのは確かなことだ。

（ララノアが、喜んでくれたらいいけどな）

　そんなことを考えていると、ララノアから『もうすぐ到着する』というメールが届いた。

　数分もしないうちに、チャイムが鳴り響く。

「弘樹っ！」

　扉を開けると同時に、ララノアが飛びついてきた。

「話は、うまく纏まったのだろう！　つまり、わたしと弘樹は、これからずっと一緒にいられるのだろう！」

「ええと、取り合えず落ち着いて。中に入って」

　本当に、ララノアが嬉しそうなのは本当によかったと思いながらも、外にまだ誰もいないとはいえ、扉を開けっ放しなのは恥ずかしい。

　なので弘樹は室内にララノアを招き入れ、いつものようにテーブルを挟んで、向かい合うようにして腰を下ろした。

　そして、弘樹は説明をはじめる。

　まずはララノアたちと一緒に異世界に行くことが認められたということ。

　こちらの世界ではなく、異世界で先生をするという形になること。

　給料も出るし、場合によっては家も用意してくれる。

　何も問題なく生活はできるだろうということだ。

「やったな、弘樹！」

　ララノアはテーブルに手をついて、目にきらきらと星を浮かべる。

「あとはわたしに任せろ！　あっちの世界のことは、わたしがなんとかする！」

「それは、本当によろしく頼むよ。あとは、ちょっと待って……」

　弘樹は立ち上がり、棚の上に置いてあったジュエリーケースを持ってくる。

「これ、なんだけど」

「……なんだ、それは？」

　弘樹がテーブルの上に置いたジュエリーケースを見て、ララノアは首を傾げる。

「とりあえず、見て欲しいんだ」

　そう言って弘樹がジュエリーケースを開くと同時に、ララノアは目を丸くする。

「これって……」

　どうやら、それがなんであるのかを一瞬にして理解したようだった。

「朝子姉さんが、異世界から仕入れていたものみたいでさ。その中から好きなのを選べって言われて、選んできたんだ」

「弘樹、これがどういうものなのか、わかっているのか？」

　ララノアはそのヘッドアクセサリーを手に取って、弘樹に尋ねる。

「もちろん、朝子姉さんから聞いてるよ。エルフ族が結婚するときに、男から、女にプレゼントするものだって」

「つまり、これは、そういうことでいいのだよな……？」

「……まあ、今さらだけどさ。朝子姉さんから促されたものなんだけど、こういうのって、やっぱり何か、記念になるものがあった方がいいって、俺も思うし……」

「嬉しい！　嬉しいぞ！」

　もはや、自分を抑えきれなかったのだろう。

　間にあった机を倒してしまう勢いで、ララノアは弘樹に抱きついた。

「……でも、ただ一つ、わがままを言っていいだろうか？」

「なんだ？」

「これを、わたしの頭につけてくれないか？　エルフの村で、その……こういうときは、男が、女の頭につけるものなんだ」

「もちろん」

　弘樹は即答する。

　どうやら思っていた通り、感覚的には婚約指輪のようなものであるようだ。

「それでは、よろしく頼むぞ」

「ああ──」

　目を閉じて、頭を下げるララノア。

　少し緊張しながらも、弘樹はその頭にアクセサリーをつけた。

「これで、わたしは弘樹の妻になったのだな」

　嬉しそうに言ったララノアの瞳の端には、涙の粒を見ることができた。

「な……どうして涙が……？　こんなに、嬉して、嬉しくて、嬉しすぎるのに……」

　そう言って涙を拭うララノアの姿が、とても愛おしくて──。

「ララノアっ！」

　弘樹は、ララノアを抱きしめる。

　そして二人は自然と口づけをして、ベッドに寝転がった。

「ちゅっ……んぅっ……弘樹……ふぁっ、ちゅ……♡」

　そのまま何度も熱いキスをしたあとのこと。

　お互いありのままの姿になって、ベッドの上で抱き合い、好きという気持ちを一つにして、溶け合っていく。

「んぅっ……弘樹、好きだっ！　本当に、ずっとお前と一緒にいられるんだな！　わたしは、嬉しくて仕方ないぞ！」

「俺もだよ……俺のプロポーズをララノアが受け入れてくれて、本当に嬉しい……嬉しいよ！　これから、ずっとずっと一緒だ！」

　ララノアの額にある、輝くもの──。

　自分の婚約者となったことを示す証しを見つめながら、弘樹はペニスを挿入し、ピストンを続けていく。

　腰を動かすたびに漏れる声も、感じるぬくもりも、髪からふんわりと伝わってくる匂いも、何もかもがすべて、これから自分と共に歩んでいくものなんだ。

　もはや、自分の半身のようなものなんだ。

　そう感じながら互いの性器を擦り合わせ続けていると、自分の身体が自分だけのものでもないように──。

　本当に、一つに溶け合っていくような感覚に囚われはじめていた。

　まるで誰かに操られているかのように腰を動かし、舌を動かし、両手を動かして、弘樹は快楽の頂へと上り詰めていく。

　それは、ララノアも同じようだ。

　互いの行動がズレることなど、まったくない。

　弘樹がすることすべてを最初から理解しているように、腰や手や指、舌を動かし、同じく快楽の頂へと上り詰めていく。

「弘樹っ！　ずっと、ずっと一緒だ──これから、永遠に、ずっと──」

　叫んだララノアは、ぎゅっと弘樹の身体を抱きしめた。

　ララノアが絶頂に達する直前のいつもの行動だ。

　弘樹もそろそろ、絶頂へと達しようとしている。

「ララノア、いくぞっ！」

　もう、恋人同士──。

　──否。

　相手は婚約者なのだ。

　中に出すことを躊躇する必要なんて、どこにもない。

「ああ、来てくれ！　幸せなわたしを、もっともっと、幸せにしてくれっ！」

　ぎゅっと、弘樹の身体に回した両手に力をこめるララノア。

　その膣内に、弘樹は自らの愛の証しを、解き放っていった。

「あっ……感じる……感じるぞ……弘樹の想いが……わたしの中に、染み渡っていく……♡　はあっ……あああああ……♡」

　放たれた弘樹の愛を子宮で受け止めながら、達していくララノア。

　それからしばらくの間、二人はお互いの身体を包みこむような形で、ベッドの上で抱き合っていた。

「俺、ララノアのこと、一生大事にするから……」

　弘樹がそう言って少しだけ両腕に力を入れると、ララノアは胸板に頭を擦りつけてくる。

「……ああ、これから、末永く、よろしく頼むぞ……♡」

「こちらこそ」

　弘樹はララノアの頭を撫で、口づけした。

　それからしばらくまた、お互いの体温や胸の鼓動を感じ続ける。

　とても、とても──。

　本当に、幸せな時間だ。

　朝までこうしていたいけど、そうするわけにもいかない。

　ララノアを寮に帰さないといけないからだ。

「本当は一晩ずっと一緒にいられたらいいんだけど、まだ、みんなにバラすわけにはいかないからさ」

「わかってる。これからは、ずっと一緒にいられるのだから、少しくらいは我慢するさ。それに、これもあるのだからな」

　ララノアが目線を上げた先にあるのは、例のアクセサリーだった。

「そういやそれ、つけたまま帰るなよ」

　それこそ、皆に質問攻めに遭うことだろう。

「でも、持って帰ってはいいのだよな？」

「そりゃ、プレゼントしたものだしな」

「ならば、ずっと側に置いておく」

　頭からアクセサリーを取って、手に握りしめた。
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「寝るときだって、枕元に置いておくぞ。それくらい、わたしにとってこれは、嬉しくて、大切なものなんだ」

　そう言ってララノアは、本当に心の底から、嬉しそうに微笑んだ。




　それから数日が過ぎて──。

　生徒たちの卒業の日が、ついに訪れた。




☆☆☆




　エルフたちの留学期間。

　その最終日。

　参加する人数もそれほど多いものではないし、卒業式は講堂ではなく、今や一番慣れ親しんだ教室で行われることになった。

　寮のおばさんや、給食のおばさんをはじめとする学校の関係者や、朝子をはじめとする異種族交流推進管理本部や政府の人間たち──ララノアの祖父であるオリハ村の村長はいないが、数人のエルフたちの親や村長たちが後ろで見守る中、開始される卒業式。

　最初に行われるのは、卒業証書とパスポートの授与である。

　教壇の上に立った弘樹が生徒たち一人一人の名前を呼んで、卒業証書と特別なパスポートを渡していく。

　特別なパスポートとは、自由にゲートを抜けるために必要不可欠な旅券であり、異世界で日本国認定のナビゲーターとして振る舞うことができるようになるものだ。

　それさえあればゲートをくぐっていつでもこちらの世界に来ることができるし、日本のベースキャンプでエルフたちに日本語を教えたり、日本人にエルフ語を教えたりすることもできる。つまりはそれによって給金ももらうことができるようになる、資格証書でもあるのだ。

　ララノア含め、全員に卒業証書とパスポートを渡し終えたあとのこと。

　弘樹は最後の授業である、別れの挨拶をすることになった。

　こうして生徒たちの前に立つのはこれで最後だ。

　そう思うと、妙にしんみりした気持ちになってしまう。

　あふれ出しそうになる涙を堪えて、弘樹は授業を開始した。

　なにせこのあとにはもっと大切な報告が、待っているのだ。

　今、泣いている場合なんかじゃない。

「ええと、たった二カ月と少し──中には、それ以下の生徒もいるけれど、今日まで、俺なんかに付き合ってくれてありがとう。ここで学んだいろいろなことが、君たちのこれからの人生のため──そして、俺たち日本人とエルフ族──そして亜人たちとのよりよい友好関係をつくるための架け橋になるのであれば、なにより俺は嬉しいと思う。今日でみんなと別れるのはつらいし、哀しいけれど、君たちはそのパスポートがあれば、いつだってこちらの世界に来ることができる。日本に来た際は、ぜひ顔を見せてくれ──って、本当は言いたかったんだけど……実はそうもいかなくなったんだ」

　頭を掻きながら放たれた弘樹の言葉をきっかけに、教室がざわめきだした。

「先生、それっていったいどういうことなんですか？」

　一人の生徒が手を上げて、弘樹に訊ねてくる。

「ええと、それなんだけどな──俺は、お前たちと一緒に、異世界に行くことにしたんだ」

　いったいどういうことだと、驚きの声が広がる中、弘樹が目配せすると、ララノアが立ち上がった。

　なんだなんだと、再び教室がざわめきだす。

　──そう。

　ここからは、二人で決めたお披露目の時間。

　弘樹の元に到着したララノアが、その左隣に立った。

　もちろん事情を知っている朝子以外の全員が、これからいったい何が起こるのかと、二人を注目している。

　教師をはじめて二カ月と少し──。

　こうして教壇の前で注目を浴びるのには慣れているとはいえ、さすがに緊張してしまう。

　オリハ村の長の娘として、多くの人々の前に立つのに慣れているララノアだって、同じく緊張した表情を見せていた。

　これからの告白の反応がどのようなものになるのか、皆目、見当がつかないのだから、それもそうだろう。

　でも、もう後戻りはできない。

　緊張しながらも、弘樹は言葉を続けていく。

「これから、みんなに報告することがあるんだ。それが、俺がみんなと一緒に、異世界に行く理由なんだ」

　弘樹がそう言って視線を送ると、ララノアは頷いて、ポケットの中からジュエリーケースを取り出した。

　その中に入っているのは、弘樹がプレゼントしたヘッドアクセサリーである。

　弘樹はその中身を手に取って、ララノアの頭にかけていく。

　それがどういう意味であるのかは、ほぼ全員が理解しているようだった。

　ただその反応は生徒たちによって様々なものだ。

　顔を真っ赤にしてきゃーっと歓声をあげたり。

　あわあわとしたり。

　中には泣き出したり。

　ミーナのようにこんなこと聞いてなかったと言いたげに、口をあんぐりと開けている者もいた。

　朝子以外の異種族交流推進管理本部の人間や、政府の人間──そして、卒業式の見学のために異世界からやってきたエルフたちも皆、驚きの表情や、呆然とした表情を浮かべている。

　それを見て、朝子はしてやったりと笑みを浮かべていた。

　教室が、人それぞれのざわめきに満ちる中、弘樹とララノアは皆の方に視線を向けて、揃って宣言をする。

　俺たち、わたしたちは、結婚することになったんだ──と。











エピローグ　君エルフと俺人の幸せ









　弘樹が異世界で暮らすようになって一年が過ぎていた。

　一度異世界を訪れたことがあったとはいえ、あくまでララノアと一緒に少しだけ滞在しただけだ。

　まったく文化が違う世界で暮らすのは相当大変だろうと考えていたが、正直なところ、そこまででもなかった。

　なにせ戻ろうと思えば、いつでも日本に戻ることだってできるし、それに人間世界は、自然や生態系を壊さないものからゆっくりと、異世界に文明を広げていたからだ。

　その一つが電波である。

　弘樹が暮らしはじめてすぐに、オリハ村にＷｉ─Ｆｉが導入された。

　それによってインターネットに接続することができるようになったのだ。

　人間世界のニュースを見られるのはもちろんのこと。

　電子書籍を購入することもできるし、ソシャゲだってプレイできる。ゲームを購入してプレイをすることだってできるようになった。

　……とはいえ、そのような時間はここ数カ月、ほとんど取れていない。

　エルフ以外の種族に人間世界の言葉や知識を教えに行っているのもあるが、何より一番の理由は、子供が生まれたからである。

　もちろん、弘樹とララノアの子供だ。

　フルネームは『ララネア＝オリハ＝ヒロキ＝アレグラス＝エルゼミア』で、エルフ語で『オリハ村の栄えある一族とヒロキの娘ララネア』という意味になる。

　女の子なのでララノアの名前を元に、弘樹とララノアの二人で考えてつけたものだ。




　それは、今から遡って、一年と少し前のこと。

　卒業式から数日後のことだ。

　一カ月半ぶりに、弘樹はララノアと、朝子と共に異世界にやってきていた。

　はじめてのあの時だって緊張したが、今回はそれ以上だ。

　なにせ訪問の理由が、ララノアと結婚するということを、ララノアの祖父であるグラジアに報告するというものだからである。

　その時は自分を頼って欲しいと言っていたララノアの姉──クラリスが間に入ってくれたとはいえ、当然のように話は難色を極めた。

　家の跡取りはちゃんと他の村の男たちとお見合いをして、クラリスがつくると言ってくれたとはいえ、なかなかグラジアは、娘の他種族との結婚を認めなかった。

　環境も違えば、寿命も違う。

　今後、日本とエルフ族の間に何があるかもわからない。

　そもそも、ちゃんとした子供が生まれるかだってわからない。

　異種族交配ではダークエルフが生まれる可能性だってあるし、何にしろ二人の間には困難が多すぎるというのが、その理由だった。

　だが、弘樹たちはそれも覚悟の上だと告げていく。

　すべてを理解した上で、それでも自分たちは愛し合っている。

　だから、結婚したいのだと。

　そのサポートをできる限りするし、二人の結婚が日本とエルフ族のためにもなる。

　そう朝子も説得してくれた。

　結果、不本意ながらもグラジアは二人の結婚を認めてくれたが、エルフの村は、基本的にエルフだけが生活するもの。

　よって弘樹たちは村の中に住居を構えることは許されず、側の森の中に住居を建てることになったのだ。

　それができるまでは、弘樹は異世界の出張所で。

　ララノアはエルフの村で暮らすことになった。

　そして家が完成し、二人が共に生活をはじめてしばらくした頃のこと。

　ララノアが妊娠していることが発覚したのである。

　日本で検査をした結果、ちょうど三カ月であることがわかった。

　どうやら卒業式直前のあたり。

　まだ日本にいる頃にできた子のようだった。

　母体ともに健康。

　女の子であり、エルフの耳があることもわかった。

　日本で出産するか。

　それとも、こちらの世界で出産するか。

　弘樹とララノアの二人は迷ったが、最終的にはこちらの世界で出産することを選んだ。

　危険性は高くなるだろうが、その方がマスコミなどに突撃されることもなく、落ち着けると考えてのことだ。

　何か問題が起きれば日本の医療機関でという準備もしてあったが、結果的に安産であり、何も問題はなかった。

　そして今に至るというわけだ。




　それは、ある日の日曜日。

　休日のお昼のことである。

　書斎で弘樹がノートパソコンを前に、ドワーフ族の学習計画を纏めていると、コンコンと部屋の扉がノックされた。

　返事をすると扉が開き、ミーナが部屋に入ってくる。

「弘樹、お昼ご飯ができましたですよ」

「わかった、すぐに行く」

　振り返らずに弘樹は答える。

　すると呆れたような表情をしながらも、ミーナは再びその背中に声をかけてきた。

「すぐに来てくださいね。ララノア様と、ララネア様は、もうお待ちですから」

　そう言い残して、ミーナは部屋を出ていった。

　なぜミーナがこの家にいるのかといえば、ララノアの妊娠が発覚してからというもの。出産を終えてしばらくするまで、ララノアが家事などをすることがあまりできなくなるだろうということで、ミーナがメイドとして、共に屋敷で暮らすようになったのだ。

　元々エルゼミア家のお世話役をしている家の娘として生まれたのだから、そうするのが当然であると、ミーナが言い張ってのことである。

　結果的に見れば、妊娠中はもちろんのこと。

　出産を終えて子育て中の今を含めて、ミーナはとても役に立っている。

　しかし弘樹は、できることならばミーナとの共同生活を避けたいと、最初の頃は思っていた。

　なにせ、ミーナはあのダークエルフ──。

　イルザの事件の時に、弘樹が身体を重ねた相手だからだ。

　ララノアには気付かれていないようだし、ミーナ自身はあの時のことは事故のようなものなので、すべて忘れて欲しいと言っていた。

　ただ、弘樹はあの時、ミーナの本心を聞いてる。

　自分のことを好きだというものだ。

　そんな相手が家の中にいるというのは危険であると、男の本能が告げていた。

　状況が状況とはいえ、一度やってしまったこともあり、過ちを起こさない自信がないからだ。

　実際、ララノアが妊娠中に何度か危ないことはあった。

　でも、ララノアを裏切りたくないし、傷つけたくない。

　浮気は絶対にしないという、その一心で、なんとか乗りきることができたのだ。

　なので今は、これからだってきっと大丈夫だと思っている。

　……たぶん、だけれど。

「よし、それじゃ、飯とするか」

　仕事が終わると同時に、弘樹は椅子から立ち上がった。




　それから四人で食事をしたあとのこと。

　ミーナが食事の片付けをしている最中のことである。

　弘樹はララノアとララネアと共に、散歩に行くことになっていた。

　向かう先はエルフの村。

　ララノアの祖父である長老の元に向かう予定だ。

　ララネアが生まれてからというもの、長老の態度はかなり軟化していた。

　異種族との娘とはいえ初孫である。

　無事健康に生まれたララネアが可愛くて仕方がないのだろう。

「ひろきー！」

「にーちゃーん！」

　出掛ける準備を整えているララノアとララネアに先んじて、最初に弘樹が家を出ると、そこに、オリハ村の子供たちがやってきた。

　六歳から、七歳くらいの少年二人と、少女二人である。

　三人は、こちらの世界から見ての異世界──弘樹が生まれ育った日本のことを教えて欲しいと、よく弘樹の元にやってくる子供たちだ。

　将来は日本の学校に留学したいと、いつも言っている。

　本当ならば相手をしてあげたいのだけれど、これから散歩に行かねばならない。

　なのであとにしてくれと言おうと思ったところに、またお客が現れた。

「ヒロキー！　あそぼあそぼーっ！」

　そう声をあげながら駆け寄ってきたのは、ララノアとはじめてデートをした日と言ってもいいだろう、あの商店街に行った日に、酔っぱらいに絡まれていた猫娘、フィーニャである。

　元々は異世界調査に来ていた、朝子の友人だという動物学者の女性に懐き、研究対象として日本に連れて帰られていたが、今は再び異世界に調査に来ており、このエルフの村の近くに滞在しているのだ。

　そのためその動物学者の女性が仕事中など、エルフの村に遊びに来ることが多い。

「まったく……。相変わらず、弘樹はモテモテだな……」

　ララネアを背負って家から出てきたララノアは、子供たちに囲まれた上に、猫娘に飛びつかれている弘樹を見て、呆れたように呟いた。




　その後、獣娘や子供たちには、あとで遊んだり教えたりすると約束して、弘樹は先に妻と子供──ララノアとララネアと共に、エルフの村に向けて歩き出した。

　朝子たちの頑張りもあって、もう少しすれば、日本人と亜人との結婚の法案が議会を通過するという。

　とはいえ、弘樹はしばらくの間、異世界で生活するつもりだ。

　将来的には日本に戻ることになるのか、このまま異世界で暮らすことになるのかはわからない。

　なんにしろ、自分が生まれた世界と、妻や子供が生まれたこの世界──。

　二つの世界の関係がうまくいって、よりよきものであり続けることがなによりなのは、弘樹にとって変わらないことだ。

　そのためにならば、弘樹はなんでもするつもりだった。

　ララノアだって、きっと想いは同じはずだ。

（それは、この子の──ララネアのためにもなるしな）

　ララノアが背負っているララネアに視線を向ける。

　気付けばララネアは、とても気持ちがよさそうに眠っていた。

　母親そっくりの尖った耳が上下に揺れているのが可愛らしくて、思わず微笑んでしまう。

（こうして、幸せを手に入れたんだ。ほんと、大事にしないとな……）

　人間とエルフの夫婦に、ハーフエルフの娘。

　異世界にも現実世界にも、まだほとんど存在しない三人の家族。

　これから、様々な困難にも直面するしかもしれない。

　でも、こうして手に入れることができた幸せを護るために、頑張り続けよう。

　ララネアを背負っているララノアを優しい視線で見つめながら、弘樹は心の底からそう思うのだった。





〈おしまい〉
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ＪＫエルフと君の先生。
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